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プロローグ　織おり原はら加か奈な子こは呪のろわれてしまった







　織原加奈子が坂さか木き睦むつ子こに出会ったのは、初めて死のうとした時だった。




　加奈子は、その少女が異世界からやってきたのだと思った。

　冷静に考えれば、四階に止まったエレベーターに人が乗ってきただけのことだ。だがその少女はこの世の者とは思えない程に、異世界からやってきたと信じるしかない程に美しかった。

　それに加えて少女の格好も加奈子の誤解に拍はく車しやをかけた。なんとも形容のしがたい、およそ現代人とは思えない奇き抜ばつな格好をしていたのだ。

　黒く美しい髪かみはとても長く腰こしほどまであった。加奈子はここまで長い髪の女の子をこれまでに見たことがない。

　胴どうを覆おおっているのは網あみ目め状じようの、鎖くさり帷子かたびらのようなものだ。肩かたと腰には板を何枚も重ねたような銀色に輝かがやくプロテクターを着けている。日本式に言えば袖そでと草くさ摺ずりだが、腰こし回まわりはどちらかといえば西洋鎧よろいのフォールドに近い。

　左前腕部には細長く黒い箱が取り付けられていて、表面に液えき晶しようディスプレイとキーボードを備えたそれはコンピュータのようだった。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆうに未来感も取り入れた拵こしらえで、加奈子にはそれがこの世界のどこにも存在しないような、異世界じみた格好だと思えたのだ。

　――もしかして成功してるの？

　気まぐれにやってみた異世界へ行く儀ぎ式しき。うまくいくなどとはこれっぽっちも思っていなかった。

　気付けばエレベーターのドアは閉まっていた。

　狭い密室で二人きり。

　怪しげな少女は大きな瞳で加奈子の顔をじっと見つめているだけだった。

　いたたまれなくなった加奈子は口を開きかけたが、そこで思い出した。

　――話したら駄だ目めってことだったわ……。

　四階で乗ってくるのは異世界の住人。話をすると儀式は失敗してしまう。

　加奈子は手順を思い返した。人が乗ってきたら一階のボタンを押す。すると一階を押したにもかかわらずエレベーターは最上階に向けて動き出すのだ。

　加奈子はおそるおそる一階のボタンを押した。エレベーターが少し揺れて静かに動き出す。緊きん張ちようの面持ちで加奈子は階数表示を見上げた。

　三階。

　当然のようにエレベーターは下降を始めていた。

「え？」

　加奈子は呆然となった。一階に到着した途端に少女は噴き出した。

「ねぇ！　びっくりした？　ねぇ！」

　興きよう味み津しん々しんに少女が話しかけてくる。

「ごめんなさいね。一人でエレベーターをあっちこっち動かしていたから、ついからかいたくなったの！」

「えーと……」

　状況の変化についていけず加奈子は、ぼんやりとした声をあげた。

「異世界行きエレベーターをやってたんでしょ？　だから四階で乗りこんだらきっとびっくりするだろうなぁって思って、それでいても立ってもいられなくなったのよ！　邪じや魔ましちゃうのは悪いと思ったけど昼間からやってもどうせ成功しないから……あっ！　ごめんなさい！　真しん剣けんにやってたのよね？　悪かったわ！」

　加奈子が怒おこっていると思ったのか、少女は勢いよく謝あやまり始めた。

「ううん、いいの。別にそれが目的じゃないし、成功するなんて最初から思ってなかったし……びっくりはしたけど……」

　黙だまっている時には大人びて見えたが、無む邪じや気きに笑っていれば、加奈子と同じぐらいの年ねん齢れいに見える。異世界人とはとても思えなくなっていた。

「そう！　私は坂木睦子！　あなたは？」

「織原加奈子」

　どう対応すればいいのかわからず、加奈子は素っ気なく返した。

「目的ってなんなの？」

　だが気を悪くした様子もなく睦子は聞いてきた。

「その、屋上に行ってみようかと思って……」

「そう！　奇き遇ぐうね！　私も今から行くところだったのよ！　あぁ！　こんなことをしてたら、ゆうくんが待ちぼうけだわ！」

　睦子は慌あわてて十一階のボタンを押した。加奈子がエレベーターを下りるとはまるで考えていないらしい。

「けどなんで屋上に行きたいの？　あ、私はちゃんと目的はあるのよ。後で教えてあげるわ！　だから織原さんも教えてね！」

　好奇心たっぷりな睦子の勢いに加奈子は押されっぱなしだ。

　それが少し加奈子は気に入らなかった。ここに来るには覚かく悟ごを決めてきたし、これからするのはもっと神しん妙みようなことだと思っていたのに、なんだかよくわからない雰ふん囲い気きにされてしまっている。

「死のうと思って」

　だから驚おどろかせてやろうと加奈子は思った。死ぬと言われれば反応に困るだろう。ちょっとした仕返し。この奇き妙みような少女が困こん惑わくする所を見たくなったのだ。

「つまらないわ！」

「え？」

　即そく座ざに返され、加奈子は逆に困惑した。

「屋上に行って自殺しますって言われても当たり前すぎるわ！　実は狙撃手スナイパーで今日は下見に来たとかそういうのはないの!?」

「ご、ごめんなさい」

　怒られたように感じて加奈子は謝ってしまった。

「じゃあこんなのはどう？　屋上で異常繁はん殖しよくする植物をこっそりと育てているのよ！　あなたは定期的に様子を見に行ってるのだけど、久しぶりに来てみれば屋上は緑だらけになっていて、そこから世界の崩ほう壊かいが始まったりなんかしちゃったり！　そういうことにすればいいわ！」

　なぜ数分前に出会ったばかりの少女に自分の目的を勝手に決められているのだろう。そんなことを考えているとエレベーターは十一階に到着していた。

　睦子はさっさとエレベーターを出ていく。加奈子も慌ててついて行った。

　睦子は出てすぐの所で天てん井じようを見上げている。

　そこが屋上への入り口だ。壁かべには途と中ちゆうからステップが取り付けられていて、天井にはハッチがある。だがそのハッチは閉じられていて南なん京きん錠じようがかけられていた。

　加奈子は笑いそうになった。この程度のことも想定していなかったのだ。

　自殺について色々と調べ、飛び降りに決め、確実に死ねそうなマンションを選定し、オートロックを潜くぐり抜ぬける演技の練習をしたあげくがこれだった。

「織原さん！　ピッキングはできる？」

　自じ嘲ちように気を取られていた加奈子は睦子の言葉にはっとなった。

「え？　なに？　それは」

「鍵開けのことよ。ほら、ハッチには南京錠がついてるでしょ？　織原さんに無理だったら私が上に行くしかないわね。そこにしゃがんでもらえる？」

　睦子に言われるがまま、加奈子は壁際にしゃがみこんだ。

　睦子は靴くつを脱ぬいで加奈子の肩に足をかける。体重がかかったのは一いつ瞬しゆんで、睦子はすぐにステップに取り付いた。

　上を見上げれば睦子が鍵をいじっている。すぐに南京錠がぽとりと落ちてきた。

「あの、これじゃ私、登れないんじゃ」

「ちょっと待ってね」

　睦子がハッチを開けて屋上に顔を出す。

「ゆうくん！」

「姉ちゃん遅おそいって。なにやってんだよ」

　睦子の呼びかけに少年の声が答えた。

　加奈子は驚いた。屋上への入り口はここにしかないはずだ。人がいるわけがない。

「ねぇ。織原さんはロープを登ったりできる？」

「多分無理だと思うけど」

　加奈子の細ほそ腕うでではロープにつかまり続けるだけでも無理だ。

「じゃあゆうくんにやってもらいましょう。ゆうくん！　ちょっとこっち来て。もう一人いるから上げて欲ほしいのよ」

　そう言いながら睦子は屋上へ登っていった。

「もう一人ってなんだよ。さっぱりわかんないんだけど」

　その言葉とともに男の子が飛び降りてきた。

「その子よ。つれて上がってきて」

　ハッチから顔を出して睦子が言う。

「あの、こんにちは」

　男の子が加奈子を見て少し照れながら挨あい拶さつをしてきた。

「こんにちは」

　加奈子は微笑んだ。

　Ｔシャツに短パンという、いかにも小学生といった格好だ。整った顔には睦子の面おも影かげがある。姉ちゃんと呼んでいたので弟だろう。

「ちょっと抱かかえるけどいいですか？」

　加奈子はうなずいた。

　男の子が腰に腕を回してくる。思っていたよりも逞たくましい腕に加奈子は少しどきりとした。

　男の子は加奈子を片手で抱えた状態で飛び上がるとステップにつかまった。

　片手でどうするのかと思っていると、男の子は一瞬手を離はなしてすぐに上のステップを掴つかむ。それを繰くり返してあっという間に屋上にたどり着いた。

　屋上は地上よりも一段と暑く感じられた。太陽に近いせいなのかと直感的に考えてしまう。

「ゆうくん！　なんで私の靴も持ってきてくれないの！　気が利かないったらないわ！」

「しかたねーだろ！　人抱えてんのに！　わかったよ、行けばいいんだろ!?」

　言い合う姉し弟ていをよそに、加奈子は屋上を見回した。大したものは無くただ広いだけだ。フェンスの類たぐいはない。落ちるのは簡単そうだった。

「もしかして貯水タンクとかあると思った？」

　心を読んだかのように睦子が聞いてくる。

「最近のマンションだと屋上にはないことが多いわ！　このマンションだと中間槽と増圧装置で各家庭に水道をひいているのよ！」

「詳くわしいのね」

　そんなことには興味すらなかったが、一つ賢かしこくなったような気がして加奈子は感心した。

「大したことはないわ！　都市部にはマンションが多いのだから、その構造はサバイバルの際に必要な知識だと思うのよ！　あ、こっちは弟のゆうくんよ！」

　睦子は話の途中で気が付いたのか、靴を持ってきた男の子を指さして言った。

「ゆうくんじゃわかんないだろ。えーと、坂木雄ゆう一いちです」

　雄一はぺこりと頭を下げた。

「織原加奈子です。坂木さん達たちはどうしてここに？」

「ゆうくんの修しゆ業ぎようなの！」

　靴を履はきながら睦子が言う。意味がよくわからず、加奈子は首をかしげた。

「マンションの外がい壁へきを登ったり降りたりしてるのよ！　山を登るのもいいけど、現時点での人間のフィールドは都市なのよね。高層建築物の登とう攀はんも重要な技術の一つよ！　そういえば織原さんは死ぬとか言ってたわよね？　もしかしていじめを苦にしてとかかしら？　そうよね、織原さんはとても可か愛わいいもの！　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを一身に受けていそうだわ！　いじめてやろうなんて人も出てくるわよね！」

　普ふ通つうは聞きづらいだろうことを睦子はずけずけと聞いてくる。加奈子は答えなかった。理解してもらえるとは到とう底てい思えなかったからだ。

「まぁ死にたいってぐらいだからそれ相応の理由があるんでしょうけど、いじめが原因で死ぬぐらいなら相手を殺しちゃえばいいじゃない。死んじゃうよりはいいと思うんだけど？　見た感じ私と同じ中学生みたいだし、この年なら捕つかまっても死し刑けいになったりはしないわ！」

「姉ちゃん……それ何の説得にもなってねーよ……」

「そう？　だったら警察に言うのはどうかしら。他には弁護士を雇やとうだとか、教育委員会だとか、文部科学省だとかに相談するとか、法務省に人権救済申立てをするなんてのもあるわね。ま、中学生ぐらいだと学校とその周辺だけを世界だと思い込みがちだけど、世の中は広いわ！　取とり得うる手段なんていくらでもあるんだから！　なんだったら私に相談してくれてもいいのよ！」

　睦子は胸に手を当てて目を輝かせながら、加奈子に詰つめ寄ってきた。

「姉ちゃんなんかに相談したら、血の雨が降るだろうが。そもそもいじめとか言ってないし、死にたいってのも冗じよう談だんかもしれないだろ、先走るなよな」

　失礼だと思ったのか、雄一が苦々しい顔で睦子に言う。姉に比べればまともな感性の持ち主のようだ。

「私の見立てに間ま違ちがいがあるっていうの！」

「間違いなら、何度もあったよ!?」

　複雑な思いが込められた叫さけびだった。この姉によほど苦労をしているのだろう。

「まぁいいわ！」

　自覚があったのか、睦子はごまかすように視線をそらし加奈子を見た。

「とにかく！　命は大事よ！　死んじゃったらそこで終わり。そこから先には何もない。己おのれの信念に命をかけるとかならともかく、自殺なんて論外！　それは負け犬の思考よ！　私はそんなもの許さないわ！」

　何な故ぜ出会ったばかりだというのに、睦子はここまで強い物言いをしてくるのだろう。加奈子にはわからなかった。

「えー？　もう死にたい、って言ったら負け犬には用がないからさっさと死んだらいいわ！　って言ってたじゃねーかよ」

　納なつ得とくできないのか、雄一がぶつくさと言っている。

「それはともかくとして。織原さん、ちょっと付いてきてくれる？」

　睦子は雄一の文句を無視し、加奈子の返事も聞かずに屋上の端はしへ歩いていった。加奈子と雄一はその後に付いて行く。

　屋上の端は三十センチ程の段差があるだけだ。

　睦子は簡単に段差に飛び乗った。飛び降りに来たはずなのに、加奈子にはとても真ま似ねができない。

　加奈子は恐おそる恐る身を乗り出して地面を見つめた。人や車がとても小さく見える。ぞわりと背中を走るものがあった。

「ここは十一階の屋上だから一階あたり三メートルとして高さは三十三メートルぐらいかしら。空気抵てい抗こうを無視して簡単に計算すると地面へ衝しよう突とつする時の時速は九十一キロメートルほどね。落下から二秒半ほどで地面に激突。単純に比ひ較かくはできないのだけど、時速九十一キロメートルで走ってくる車と壁に挟はさまれる状態をイメージすればいいかしら。ねぇ？　織原さんはあれを読んだのでしょう？」

　あれが何かはすぐにわかった。加奈子が生まれる前に出版され、大ベストセラーになった自殺に関する本だ。確かに加奈子はそれを読んで飛び降りを選せん択たくした。その本によれば飛び降り自殺には二十メートルの高さ、七、八階の高さが必要とある。この十一階建てのマンションを選んだのはそのためだ。

「ここから落ちれば確実に死ぬ。織原さんはそう思っているのね？」

「えぇ。下はコンクリートだもの。間違いないはずだわ」

　その程度は調べていた。ここから落ちれば下はコンクリートのエントランスだ。適当に飛び降りても間違いなく死ねるはずだった。

「なるほど。じゃあ。織原さん。悪いけど自殺は考え直してもらうわ！　無理矢理にでもね！」

「無理矢理？」

　取り押さえるつもりかもしれないが、加奈子はもうこの場で自殺する気などない。するなら別の時、別の場所でだ。

「ゆうくん！　ちょっとこっち来て！」

　睦子は加奈子の疑問には答えずに雄一を呼んだ。やってきた雄一は素す直なおに睦子の隣となりに立った。

　それからそこで起こった出来事を、加奈子は一生忘れないだろう。

「えい！」

　睦子がのんきな声とともに、雄一を蹴けり飛ばしたのだ。

　雄一の体が倒たおれていく。雄一の顔が驚きよう愕がくにゆがむ。何かを掴もうと伸ばした雄一の手は、睦子が簡単に払はらいのけた。

　それは時間にすれば一瞬で、だが加奈子にはとても長く感じられた。

　さーっと血の気が引くような音がどこかから聞こえてくる。

　雄一の身体が斜ななめになっていき、屋上の端から落ちていく。姿が完全に消えたところで加奈子は立っていられなくなった。

　雄一が屋上から落ちた。つまり死んだのだ。そうはっきりと認にん識しきした途と端たんに加奈子の意識は遠くなった。







「織原さん！　織原さん！」

　睦子の必死の呼びかけに、加奈子は目を覚ました。

　ここがどこかわからなかったのは一瞬で、すぐに人が落ちていく光景を目まの当たりにしたことを思い出した。

　血相を変えて上体をはね起こす。

「いきなり気を失ったからびっくりしたわ！」

「よかった。どうしようかと思ったよ」

　睦子と雄一が心配そうに加奈子の顔を見つめていた。

「え？」

　雄一は確かに落ちたはずだ。それともあれは白昼夢だったのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶですよ。姿勢を制せい御ぎよして壁に取り付いたんです。摩ま擦さつで減速しながら壁を斜めに駆かけ下りましたから」

　加奈子の視線を疑問だと思ったのか雄一が解説する。

「ショック療りよう法ほうのつもりだったのだけど、まさか気絶するとは思わなかったわ！」

「何がショック療法だよ！　いきなりすぎるし、死ぬかと思ったわ！」

「やあねぇ。こっちに来いって言った時点でそれぐらい予測して然しかるべきだし、それに今から落としますよー、じゃ修業にならないわ！」

　雄一がはげしく文句を言い、睦子が適当にいなす光景を加奈子はぼんやりと見つめていた。

　衝しよう撃げき的てきだった。

　加奈子は雄一が死んだと思ったのだ。

　人の死はこれほどの心痛を与あたえてくる。加奈子はその事実にただ打ちのめされた。

　雄一が生きていると知っても、動どう悸きはおさまらず、息苦しい。

　これは呪いだった。死の光景は魂たましいの奥おく底そこに刻みこまれ、加奈子の心を呪じゆ縛ばくするのだ。

　それ以来加奈子は、自殺を考えることすらできなくなった。
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第一章　いろいろあったけど二学期です







　小学生ぐらいの女の子が、苺いちごワッフルを夢中で頬張っている。

　モダンな雰囲気のカフェだ。夕方ではあるが採光が良いためか店内はまだ明るい。その窓際の席で坂さか木き雄ゆう一いちは、向かい側の女の子を生暖かい目で見つめていた。

「困ってるって言ってたよね？」

　隣の席では小こ柄がらな少女、野の呂ろ愛あい子こが困惑の表情を浮うかべていた。

　四人がけのテーブル席。女の子の向かい側に雄一と愛子が座すわっている。

「おやつの方が優先順位は高いみたいだけどな」

　白いブラウスに緑の蝶ちようネクタイ、紺こんのスカートという格好は小学校の制服なのだろう。髪はポニーテールをシュシュでまとめている。まだ幼さの残る華きや奢しやな女の子だ。

　高校生になって初めての夏休み。雄一達は姉の睦むつ子こが部長を務めるサバイバル部の合宿で、黒神島という怪しげな島に行った。そこで様々な事件があったが無事に解決し、街に帰って来たところでこの女の子に言いがかりをつけられた。

　小学生と往来で言い争うのは世せ間けん体ていが悪いし、立ち話で済ませる内容でもない。そこで雄一達は、落ち着いた雰囲気のカフェに場を移した。店に入ってすぐの窓まど際ぎわの席だ。

　窓からは行ぎよう儀ぎ良く座っている犬が見える。獣人のネロだ。犬の姿のため当然店には入れなかった。

「ソウルリーダーって人にあげたり返したりできるの？」

　事の発ほつ端たんを思い出したのか愛子が聞いてくる。




『見つけた！　ねぇ！　ソウルリーダー返してよ！　あれがないと私困るのよ！』




　女の子はこう言ってきたのだ。

「さぁな。そんなことができると思ったことすらなかったよ」

　ソウルリーダー。人の頭上に文字が見える能力だ。文字はその人物が何者かをあらわしているらしい。

　今も雄一の眼めにはこの文字が見えている。隣の愛子には『ヒロイン』とあるし、店内には『主婦』『会社員』『店員』、外のネロの頭上には『フェンリル』とある。だが、目の前でおやつをがっついている女の子にだけは文字が表示されていない。

　能力が発現してから様々な文字を見てきた雄一だが、文字自体が表示されないのはこれが初めてだ。

　雄一はこの能力を疎うとんじている。なので返せるものなら喜んで返したい。だが、この能力を人から奪うばい取った記き憶おくはないし、そもそも返し方がわからない。

　――まさか目玉をえぐられるとかはないよな？

　姉の睦子が言っていたことを雄一は思い出した。

「俺は君を知らない。けど君は俺を知ってるんだよな？　そのあたりの事情を説明してくれると助かるんだけど」

　この女の子は只ただ者ものではないはずだ。ソウルリーダーを知っていたし、文字が見えないのもあからさまに怪あやしい。

「ひょっとふぁって」

　頬ほおを膨ふくらませたままの女の子が聞き取りづらい返事を返す。しばらく話はできそうもなかった。小学生の割には大人びているが、おやつに夢中なところは子供らしくもあった。

「そういや姉ちゃんならもっと奥おくの席に座るかな。窓際は避さけて」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった雄一は愛子に話しかけた。

「どうして？」

　愛子が不思議そうに聞き返してくる。

「襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてるんだとさ。で、店内を見み渡わたせる場所に陣じん取どって入ってくる客をいちいちチェックしてるんだよ」

「坂木くんはそれやらないの？」

「やだよ。めんどくさい。大体何に襲撃されるってんだよ？」

「え？　坂木くんならいろいろありそうだけど？」

　愛子が意外そうな顔をしたので、雄一はそれ以上この話をするのをやめた。

　やがて女の子はワッフルを食べきり満足そうにお腹なかをさすった。

「おいしかった！　ありがと！」

　奢おごらせるつもりらしい。小学生に文句も言いづらく、雄一は顔をしかめるに留とどめた。

「で？　こっちは何が何だかさっぱりわからないんだけど」

　雄一は再度、女の子に尋たずねた。

「あのさ。私はとにかくソウルリーダーを返してもらいたいだけだから、何も聞かずに返してもらってさよなら。ってわけにはいかないかな？」

「俺はそれでもいい。けど、後々困ったことにならないか？」

　ソウルリーダーを返すのは望むところだし、話すのが嫌いやなら無理に聞こうとも思わない。だがソウルリーダーにまつわる事情がわからないのは不安だった。ただ返しただけで以後全く無関係になれるとはとても思えない。

「だよねぇ。まぁ事情は言える範はん囲いで言うとして相当おかしな話だからさぁ……」

　女の子は腕を組み難しい顔をした。

「こっちもこの眼のおかげでかなり変な目に会ってるからな。おかしな話には免めん疫えきがあるほうだと思うぜ？」

　雄一はちらりと隣の愛子を見た。うなずいている。いっしょに変な目に遭っている同士の共感がそこにはあった。

「そうそう自己紹しよう介かいがまだだったよね。私は桜さくら崎ざきもにか。お兄さん達は？」

　雄一達の態度に安心したのか、もにかは気軽に言ってきた。

「俺は坂木雄一」

「私は野呂愛子。坂木くんと同級生。よろしくね」

「雄一と愛子ね。よろしくー！」

「いきなり呼び捨てなんだ……」

　小学生に呼び捨てにされるとは思っていなかったのか、愛子は少し困った顔をした。

「いいじゃん。そっちも、もにかって呼んでいいからさ。じゃあ話をするんだけど……一応聞いてみるけど世界観保持者ワールドホルダーってわかるかな」

　駄だ目め元もとという様子でもにかが尋ねてくる。

「それなりには知ってるな」

　雄一はクラスメイトの友とも美みから世界観や世界観保持者について話を聞いていた。

　世界は人の数だけ存在し、人はそこで生きている。世界観とはその世界を構成する法則のことだ。

　世界は無数に存在するが大たい抵ていは似たり寄ったりで、微び妙みような差はあれど基本的には同じ世界としてひとまとめに考えられる。

　だが中には極きよく端たんにずれた世界も存在する。そして、そのずれた世界にはその世界を体現する中心人物とも言える存在、世界観保持者がいるのだ。

　愛子はこれらを知らないはずだが、説明は後回しにして雄一は先を促うながした。

「だったら話は早いね。私もホルダーなんだけど、ちょっと特とく殊しゆなの。私は自分がそれだって自覚がある。そして自覚があるホルダーは自分の世界にはいられなくなって、外側に放り出されるの。この特殊なホルダーは外側の者アウターって呼ばれてる」

「外側に放り出されるってなんだよ」

「世界観に関してはいろいろ流派があるんだけど、私は物語になぞらえるわよ？　物語の登場人物が物語の中にいると気付いたとしたら、その物語は最初からメタ構造を持っていない限りは成立しなくなる。だから世界は気付いた者を物語の、運命の外に弾はじき出す……と言われてるの」

「じゃあソウルリーダーで文字が見えないってのは……」

「アウターだからよ。アウターは世界の中で役割を与えられていない」

　もにかは吐はき捨てるように言った。

「随ずい分ぶんとそのアウターってのを嫌きらってるように聞こえるな」

　自分もそのアウターだろうにと雄一は思う。

「えぇ。あいつらは心の底からクズなの。本当にどうしようもないぐらい最悪の存在で、でも私もいずれそうなってしまうんじゃないかと恐れている。だから……私は元に戻もどりたいの。それがそもそもの事の発端なのよ」

「わかんねーな。運命の外側に行ったとしてだ。なんで最悪の存在になるんだよ？」

　今の話を聞く限りでは、元々は普通の人間だったはずだ。それが心底のクズになる過程がよくわからない。

「アウターは運命の外側に出た時点で不老不死になる。たとえば私は何なん歳さいだと思う？」

「十歳ぐらいじゃないのか？」

　小学五年生ぐらいだろうと雄一は当たりを付けた。

「実は十六歳、本当なら高校生で雄一達と同じ学校に通ってたかもね。小学五年生の時にアウターになって以来この姿のままなの。そして私がクズと呼んでいる様な奴やつ等らは百年単位で生きてるの。姿を全く変えずにね」

　にわかには信じがたい。だがもにかは先ほどから子供らしくない喋しやべり方をしている時があった。

「最初のうちはただ、世界から放りだされたことを嘆なげくだけ。けど、そのうちに彼等は物語への介かい入にゆうで暇ひまをつぶすようになっていく。世界観に応じた能力で人の世界を改かい竄ざんしていくようになるの。神気取りのクズどもだけど……内側の人間からしたらまさに神のようなものよ。人を高みから見下ろして、運命を弄もてあそぶ。そして内側からでは決して手の届かない存在」

　そうはなりたくない、もにかはそう言っているようだった。

「その能力ってのはなんだよ。超ちよう能のう力りよくみたいなものか？」

　ただ運命の外側にいるだけでは脅きよう威いではない。その能力が問題なのだろう。

「世界観を構築したり、補強したりするための力、かな。例えば私の世界は『恋こいに恋する小さな世界』。恋愛系の世界観ね。能力は『始まりの予感』なんてのがあるわ。簡単に言えば好意操作ね」

「そ、それはどんな風に使うものなの!?」

　これまでぼうっと話を聞いていた愛子が、途端に食いついてきた。

「なんか期待したのかもしれないけど、心臓をドキドキさせるぐらいの力しかないよ？　それにすでに知り合いの場合は効果ないの。初対面じゃないと」

「そ、そう……」

　愛子はなにげない様を装よそおっているが、その実、落らく胆たんしているようだった。

「何々？　愛子は恋愛で何か悩なやんでるの？　何だったら相談に乗るよ？　力を使うとかは置いとくとしても、こう見えて私は恋愛エキスパートだから」

「え？　えーと、その、見た目が小学生の子に恋愛相談するっていうのはちょっと嫌かな……」

「お前ら……それは今関係あんのかよ？」

　雄一は呆あきれた。女子は恋愛話に花を咲さかせるものかも知れないが、もうちょっと状況を考えろと思う。

「ごめんごめん。脱だつ線せんしてたね。私が人間に戻りたいって話までしたっけ。だから＃＃＃を＄＄に＆＆＆としたら、＊＊＊＊＊てそこを雄一に＠＠＠＠て、ソウルリーダーは雄一のものになっちゃったのよ」

「お前何言ってんだ？」

「うん。全然意味わからないね」

　何かの単語を言っていることだけはわかるのに内容が全く理解できないのだ。

「あー、駄だ目めか……『思い出は時の彼方かなたに』の制限にひっかかるね」

　もにかは落胆していた。

　もう少し順を追ってわかるように話をさせる必要がある。そう考えたところで、雄一はいきなり愛子を左手で抱だきかかえた。

「え？」

　右手で向かい側のもにかをひっこ抜くように手元へ引き寄せる。

「ちょっと！」

　二人を抱きかかえた雄一はテーブルを蹴り背後へ大きく跳とんだ。

　窓まど越ごしに見えるのは、間近に迫せまったトラックのヘッドライトだ。

　雄一の着地と同時に、派手な音を立ててカフェの壁が崩壊する。トラックは雄一達のテーブルを巻き込んで突つき進んで行き、反対側の壁にぶつかってようやく停止した。

「はい？」

　さすがにこの展開にはついていけなかったのか、愛子はぽかんとしている。

　もにかはこの事態に心当たりがあるのか、苦々しい顔をしていた。

「追い詰められたヤクザみたいなカチコミだな……これはどうなんだ？　窓際にいたから早く気付けたんだし、姉ちゃん理論も怪しいよな？」

「そんなことされた経験あるんだ……」

　左ひだり腕うでに抱えている愛子がつぶやいた。

「これはお前が関係あるんだよな？」

　雄一は右腕で抱えているもにかをじとりと見つめた。

「えーと……あ、ほら！　重要な話をしようとすると邪魔が入ってうやむやになるのってよくある話じゃない？」

「なんにもごまかせてねーよな！　それ！」

「どう言えばいいのかわかんないけど、大おお雑ざつ把ぱに説明するとどんな願いも叶かなうっていう秘宝を巡めぐって争ってんのよ。で、最終的に願いが叶かなうのは一人だけ、みたいな？」

「その争いってのがこんな形なのかよ！」

　トラックの歪ゆがんだドアが内から蹴り飛ばされ、血まみれの男が下りてくる。

　巨きよ漢かんだ。筋肉で服がはち切れそうになっている。ジーンズにＴシャツというごく普通の格好がまるで似合っていない、獣じみた男だった。

　頭上には『不死者（９）』の文字。この無茶苦茶な特とつ攻こうは不死ゆえなのか、トラックはブレーキをかけていなかった。アクセル全開で突っ込んできたのだ。

「愛子様！」

　崩壊した壁を飛び越こえ、ネロが愛子の前に着地する。

「お前さ。あれどうにかできなかったのかよ？」

　二人を下ろし、トラックを指差して聞く。外にいたのだから雄一よりも早く気付いたはずだ。

「雄一の実力と、元の姿に戻るデメリットを天てん秤びんにかけた」

「結局、全部俺に振ふったのかよ」

　ネロは犬の姿では大した力を出せないらしい。

「けどさ。別に無理に助けなくてもよかったのよ。私は不死身なんだから」

　助けられておきながら、もにかはふてぶてしい態度だった。

「んなこと言われてもな。あれに撥はねられて無傷ってありえねーだろ？」

「違ちがうのよ。運命の外側にいる私には死ぬなんていう劇的なイベントは発生しないってわけ。だから今の場合もそもそもトラックが勝手に避けていくっていうか――」

　言いかけたところで、雄一はもにかを引き寄せた。

　背後の壁で破砕音がし、もにかの頬から微かすかに血が流れ出る。

　巨漢が壊こわれたサイドミラーを投げつけたのだ。雄一が引き寄せなければ直撃している軌道だった。

「当たるわけがないのに……」

　もにかは信じられないものを見たとばかりに呆然としている。

「えーと、私を守ったりしてほしいかなー、なんて思うんだけど……駄目？」

　そして、すぐにかわいらしい上目遣いで言ってきた。

「見捨てねーけど、後でもうちょっとわかりやすく説明してくれ」

　二人の少女を背後にかばい、雄一はここからどう動けばいいのかを考えていた。




＊＊＊＊＊




　二学期初日の朝。

　波乱に満ちた夏休みを無事にやり過ごした雄一は、教室の前で眼鏡をかけた少女、浜はま崎さき友美に詰め寄られていた。

「続きは!?」

「続きってなんだよ？」

　雄一は意外そうな顔で友美を見つめた。教室に着いた所で話は終わったと思っていたのだ。隣では一いつ緒しよに登校してきた愛子も不思議そうな顔をしている。

「夏休みに合宿に行って！　帰ってきたら小学生にからまれて！　トラックがつっこんできた！　の続きに決まってるでしょうが!?」

「今言っただろ？　色々あって、あっという間に夏休みが終わっちまったから休んでた気がしないって」

「その色々を語れや！」

　友美とは校舎に入ってすぐの所で出会った。教室までの間、夏休みの事件について語らされていた雄一だが、段々と面めん倒どうになってきたので大だい胆たんに省略したのだ。

「友ちゃん、さすがに教室でする話じゃないと思うよ？」

　愛子がやんわりさとすと、友美はしぶしぶ引き下がった。確かに教室ではまずいと思ったのだろう。雄一もそう思ったので教室に到とう着ちやくした所で適当にまとめて切り上げたのだ。トラックがつっこんできたあたりで、夏休みはまだ三分の一も終わっていなかった。

「後でお店に来て！　じっくり話してもらうから！」

「お前の店って……また売り上げに協力しろってのか？」

　友美の実家はニーハオ・ザ・チャイナという中ちゆう華か料理店だ。店主は店の名前と同じ、『ニーハオ・ザ・チャイナ』の文字を浮かべる友美の父親で、『偽にせ者もの』の友美がウェイトレスをしている実に怪しい店だった。

　友美の店は普通の人間では辿たどりつけない場所にあるので、内密の話をするにはうってつけなのだが、あまり儲もうかっていないらしい。

「愛子も一緒に来てね！　部活の人達も大だい歓かん迎げいだから！」

　教室に入る。相変わらず雑然とした光景だった。様々な文字を浮かべた者達が狭せまい教室内に混在している。

　だが、雄一はこんな光景もあまり気にならなくなっていた。要は慣れたのだ。

　おかしな文字が見えるといっても、その状態で数すうヶか月げつも過ごせばほとんど無視できるようになっていた。

「よぉ。夏休みはどうだった？」

　席に着くと前の席に座る佐さ伯えき翔しよう太たが声をかけてきた。『エースストライカー』の文字が頭上には浮いている。

「合宿で海に行ったぐらいかな。お前は？」

「結局サッカーしかしてねぇなぁ」

　翔太がぼやく。背が高くがっしりとした体格の、どこから見てもおかしな所のないただのサッカー少年だ。

　だが雄一は警戒を怠おこたってはいなかった。翔太がいつのまにか異次元サッカーを始めてしまう可能性はゼロではない。そんな場合にどうすればいいのかはさっぱりわからないが、心構えがあれば混乱は少なくて済む。

「なぁ？　また、あいつこっち見てねぇか？　怖こわいんだけど」

『魔ま女じよ』の片かた桐ぎり杏あんが雄一を睨にらみ付けている。入学初日を思い出したのか、翔太は恐ろしげに言った。

　杏は相変わらず、小お田だ拓たく郎ろうにべったりしている。

　拓郎は雄一の中学以来の友人だ。文字は最初に見た時は『友達』だったが、『魔女』に好意を持たれ『魔女に見み初そめられし者』となった。

　この文字は世界観と呼ばれる考え方に関わりがあるらしい。

　つまりその人物が所属する世界観での役割が文字として表示されているのだ。人は複数の世界観に所属しそれぞれで役割が異なる。なので今でも拓郎は雄一の属する世界では『友達』のはずだ。だがソウルリーダーは一つの文字しか表示しないし、表示が切り替かわる条件はよくわかっていなかった。

　拓郎も杏にほだされたのか、夏休みには何度か遊びに出かけたりもしたようだ。少し心配ではあるが、拓郎が他の女に目を向けない限り危険はないはずだ。

「ちょっとお話よろしいかしら？」

　杏から視線を外した雄一の前に、金きん髪ぱつの少女が立っていた。

「なんだよ？」

『獣人』の小こ西にし妃ゆ里り。夏休みに黒神島で会って以来だった。

　島では敵対していたので二学期以降どう対応すればいいのか少し困っていたところだ。だが妃里にわだかまりはないようで、雄一は考えすぎだったかと密ひそかに安あん堵どした。

「放課後、屋上でお待ちしていますわ」

　島での遺恨を精算するつもりなのかもしれない。雄一もそれは望むところだった。

「なんで小西さんが坂木に？」

　翔太が間ま抜ぬけな顔をしている。どう説明すればいいのかと考えていると、予よ鈴れいが鳴った。

　同時に教室のドアが開く。珍めずらしいことだと雄一は思った。担任の野の田だ山やま花はな子こはギリギリか、少し遅ち刻こくすることが多いからだ。

　教室には副担任の林はやし原ばらという男が入ってきた。文字は『先生』なので面倒な世界とは無む縁えんなのだろう。担当教科は数学で親しみやすい性格から生徒達には人気がある。

　教室はざわめいた。副担任がくるとは誰も思っていなかったのだ。

「はーい、静かにー。急なことで驚おどろいたと思うけど、野田山先生は体調不良で今日はお休みです」

「珍しいな。花子先生が今までに休んだことってあったか？」

　翔太がいぶかしげに聞いてくる。雄一にも花子が休んだ覚えはなかった。

　雄一達は副担任に連れられて体育館へ向かった。

　クラス毎ごとに分かれて椅い子すに座り、壇だん上じようを見つめる。何人かの先生が事務的な話をした後に、校長の長い話が始まった。

　雄一が高校生になって初めての始業式だがこのあたりは中学生の時とそれほど変わりは無い。校長の話が終わり、それで始業式が終わりかと思えば、教頭がその後を引き継ついだ。

「１―Ｂの担任である野田山先生ですが、体調不良のためしばらくお休みされます。その間の担任を務められる新任の式しき谷たに先生をご紹しよう介かいしましょう」

　教頭の呼びかけに応こたえて、壇の端から女性教師が現れる。

　途端に体育館は騒そう然ぜんとなった。

　恐ろしいまでの美女だったからだ。

　眼鏡が様になっていて、背が高く、スタイルもいい。ストライプのシャツにネクタイ、ミニスカートという格好も、この学校内で見かけるようなやぼったい女性教師とは一線を画していた。

　雄一も他の生徒達と同じように女性教師を見つめていた。だが、それは美び貌ぼうに目を奪われたからではない。

　頭上に文字が浮いていなかったからだ。

　瞬しゆん時じにもにかを思い出した。彼かの女じよの頭上にも文字がない。つまり同類、アウターだ。

「式谷真ま希き那なだ。野田山先生が復帰するまで１―Ｂの担任を務めるのでよろしく頼たのむ」

　壇上で真希那が薄うすく笑う。その視線はまっすぐに雄一を捉とらえていた。







　始業式の後は真希那が１―Ｂの生徒達を連れて教室へ戻った。

　教室でも真希那は簡単な自己紹介をしたが、その日のホームルームはそれぐらいで終わり、彼女はすぐに教室を後にした。

「ちょっと待て！」

　真希那が教室を出たところで、雄一も飛び出した。

「驚いたな。教師に対する口の利きき方じゃないだろう？　私が呼ばれたと判断するのに多少の時間を要したぞ？」

　振り向いた真希那は、驚きを隠かくそうとはしなかった。

「……すいません。式谷先生、少しお話よろしいですか？」

　少し冷静さを失っていたが、このまま廊ろう下かで口論をするのはまずい。雄一は態度をあらためた。

「どうも思っていたのと違うな。まさかいきなりコンタクトを取ってくるとは思っていなかった。普ふ通つうはあれこれと悩むところじゃないのか？　思わせぶりに笑っていたのが馬ば鹿かみたいだろ？」

「知りませんよ、そんなの」

「まぁいいだろう。生徒指導室に行こうか」

　一方的に告げると真希那は颯さつ爽そうと歩き始めた。ただ歩くだけでも絵になる彼女は周囲の視線を一身に集めていて、その後ろを歩く雄一は少し居い心ごこ地ちが悪かった。

　一階の生徒指導室にはすぐに到着した。真希那が入って行き、雄一も続く。中に入りドアを閉めた。

　途端に悪お寒かんが走った。

　空気が変わったと感じた雄一は、慌あわてて振り向き真希那を見た。

「ほう……私を怪しいと思い、のこのこと付いてきてまんまと罠わなにはまり、だが罠にはまったことにはすぐに気付く……実に面おも白しろい」

　椅子に深く腰こし掛かけた真希那は興味深げに雄一を見つめていた。

　雄一はドアを開けようとしたが、壁かべと一体化でもしているかのようでびくともしなかった。

「下手に暴れられる前に言っておこうか。君はこの部屋に閉じ込められた。ゲームに勝利するまでは出られない。とりあえずはこっちに来いよ。話をしようじゃないか」

　ドアを壊すことも考えたが、下手に学校の備品を壊すのもまずい。雄一は大人しく真希那の向かい側に座った。

「どういうことなんだ、これ？」

「私の能力について知らないということは、誰かに聞いたわけではないようだな」

「能力とか知るかよ。あんたが外側の者アウターだと思っただけだ」

「確かにそうだが、アウターと対たい峙じするならもう少し用心が必要だな。例えば私の能力は『密室遊ゆう戯ぎ』といって閉へい鎖さ空間に対して使用するものだ。つまり君はただドアを閉めないだけでよかった」

「そんなもんわかるかよ」

　雄一はふてくされたように言った。能力だとか、閉鎖空間だとか、そんなものを想定できるはずがない。

「確かにそうだが、アウターの能力は事前に情報を集めていればある程度の推測はできるものだ。今後の参考にするといい」

「それが本当だとして、ドアなんか勝手に閉められたら終わりじゃねーかよ」

「そう都合良くもいかないんだ。この能力は私が作り出した閉鎖空間には適用できないし、使用中は私自身も閉鎖空間の中にいる必要がある」

　はめられた後にわかってもどうしようもなかった。

「ゲームだって言ってたな？　内容は？」

「物わかりが早くて助かるよ。なに、そんなに難しいものじゃない。これから私は三十分以内に嘘うそを一つだけ吐つく。その嘘を見破れば君の勝ちで、この部屋から出られるようになる。回答のチャンスは一度だけだ」

　また空気が変わるのを雄一は感じ取った。言こと霊だまとでもいうのか。今の言葉には何かがあった。

「保証はあるのかよ？　嘘を見破ったとして、あんたがごまかしたら、俺おれにはどうしようもないよな？」

「初対面の私を信しん頼らいしろと言うのも無理な話かもしれないが、『密室遊戯』のルールは絶対で、それは私自身にも適用される。だから私が嘘を吐いたと認にん識しきした上でごまかせないんだ。ルールの変へん更こう、追加、削さく除じよはできるが、その際にはそれとわかるように宣言するし、ゲームが破は綻たんしてしまうようなことはやらないよ。私はただゲームが好きでこんなことをしているだけだからな。そこを揺ゆるがしては意味がなくなってしまう」

「勝てば出られるんだな？」

「正確に言うなら、私の能力が解除されるケースは三つある。一つ目は君がゲームの勝利条件を満たした場合。二つ目は私がこの部屋から出た場合。三つ目は私の意識が途と絶だえた場合だ。死亡、気絶、睡すい眠みんなどだな。もちろん三つ目が難しいことは知っているよな？　アウターは外部からの影えい響きようを非常に受けにくい。それに加えて私には『不ふ可か侵しん領域』という能力もある。これはゲームに必要な人物、場所、アイテムを不当な暴力から守るためのものだ。つまり君が私に欲情して押おし倒たおそうとしても無む駄だなわけだな」

　真希那はこれ見よがしに足を組み、腕うでを組んで胸を強調した。誘さそうような瞳ひとみで雄一を見つめ、いやらしく笑う。

「負けた場合はどうなる？」
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「ふむ。女教師の誘ゆう惑わくには動じないのか。君、高校生らしくないな。もう少しどぎまぎしたらどうなんだ？　ほら？　スカートの中が見えているだろう？　胸の谷間には興味が無いのか？」

「そんなことはどうだっていい。質問に答えろよ」

「ルールはさっき言った通りだ。勝てば出られる。つまり負けた場合は出られなくなり、私が飽きるまでここに閉じ込められ続けるというわけだ。早く帰りたければがんばりたまえ。さぁ、もうゲームは始まっているんだ。私の嘘を見み抜ぬけるような質問をするといい。私は一つしか嘘は言わない。うまく質問をすれば、貴重な情報が聞き出せるかもしれないぞ？」

「……野田山先生をどうした？」

　雄一は憤いきどおっていた。そう仲がいいわけでもないが、あの適当でいい加減な花子のことをそれなりに気に入っていたのだ。

「まるで私が野田山先生に何かをしたような口ぶりだな？　聞いた通りだよ。ただの体調不良だ」

「ふざけんな！　たまたま体調不良になって、たまたまお前がやってきたってのかよ！」

　真希那の平然とした口ぶりに苛いら立だち、雄一は声を荒あららげた。

「偶ぐう然ぜんだと言い張ると嘘になってしまうな。私はこの学校で教師をやりたくなってね。だから教員免めん許きよを引っ張り出してきたんだが、当然教師の空きが必要で、誰かに休職してもらう必要があった。野田山先生を選んだ理由は特になかったんだが……君がこんなに怒おこると知っていたら別の先生の方がよかったか？」

「病気にしたんなら今すぐ治せよ」

　雄一は底冷えのするような声で言った。これほど怒ったのは久しぶりだ。

「先ほど言った通りだ。私の能力は『密室遊戯』と『不可侵領域』の二つだけ。病気にしたり、治したりと器用なことはできない」

「何をした？」

「そうだな。まずは野田山先生に何があったかを説明しようか。かいつまんで言えば彼女は失しつ恋れんをした。相手は二十年来の幼なじみだ。意外だったか？　ああ見えて一いち途ずに恋する乙おと女めをやっていたんだ。ところが結婚を間近にして突然の破局だ。ショックだったんだろう。文字通りに食事が喉のどを通らない状態だそうだ。だがそれほどひどい状じよう況きようでもない。食事をせずとも病院にいれば栄養面ではどうにかなるし、失恋の痛みは時の流れが癒いやすものだ」

　それが本当なら少しは安心できた。失恋は痛手かも知れないが、取り返しのつかない事態ではないらしい。

「ま、その幼なじみを寝ね取とったのは私なんだが」

　雄一は思わず立ち上がった。

「おっと、いきり立つなよ。私が誰と恋愛しようと自由だろう？　それに文句を言う資格が君にあるのか？」

　雄一はしぶしぶながら腰こしを下ろした。回りくどいやり口には悪意を感じるが、あくまで恋愛だと言うなら文句も言いづらい。

「しかし、坂木雄一くん。聞いていた話とかなり違うな。随分積極的に首をつっこんでくるじゃないか」

　雄一が落ち着いたところで、あらためて真希那が切り出した。

「この学校に来るにあたって、君には極力関わるなとエンデ……我々の元もと締じめみたいな者に言い含ふくめられていたのだよ」

「聞いていた話と違うって、何がだよ」

「容姿性格ともに平へい凡ぼんなのになぜかモテモテで、色んな女子に言い寄られつつも優ゆう柔じゆう不ふ断だんで一人に決めきれず、できれば全員に嫌われずになぁなぁな感じでうまくやりたいとふざけたことを考えており、どういうわけか突とつ発ぱつ性せい難なん聴ちようを患わずらって肝かん心じんな台詞せりふを聞き逃のがし、集まる口実に使われるだけの部活に所属していて、何か事件が起こってもぎりぎりまで、時には手て遅おくれになるまで介入せず、口くち癖ぐせはやれやれ、だと」

「何の主人公だよ！」

　からかうような口ぶりに雄一は苛立った。

「さぁ、なんでも聞いてくれ。特にないなら、野田山先生の男をどう籠ろう絡らくしたかについて一部始終を聞かせてやろう」

「そんなもん聞きたくねーよ。この学校には何をしにきた」

「秘密だよ」

　真希那はしれっと言い放った。

「なんでも聞けって言ったよな？」

「答えるとは言っていないが？」

「てめぇ」

「そうだな、強しいて言うなら君のせいでもある」

「え？」

　思ってもいなかった答えに雄一は戸と惑まどった。真希那とは今日会ったばかりだ。関係があるとは思えない。

「君、夏休みの前半ぐらいに襲おそわれたことがあっただろう？」

「……って言われてもな……」

　夏休みに襲われた記き憶おくを思い出してみたが、それぐらいの情報では特定できそうになかった。

「君、どれだけ襲われてるんだ？」

　真希那が呆れた顔をした。

「俺のせいじゃねーよ！」

「トラックでカフェにつっこんでいった奴に覚えはないか？」

「いたな。あいつはあんたの差し金か？」

「そうだ。彼は私の手て駒ごまの中でも強力な方だったんだがな。君のせいで壊れてしまった。おかげで当初の構想は断念する他なくなったんだよ。だから別に用意していた構想のためにこの学校にやってきたわけだ」

「その構想ってのは言うつもりがないんだな？」

「ないな。だからそれについて聞くのは無駄だ。他のことを聞いてくれ。答えたい問いにだけ答えよう！」

　文句を言われたからか、真希那は言い訳のような言葉を付け加えた。

「お前らは不老不死だと聞いた。本当か？」

　アウターは死すべき運命から逃れし者イモータルだともにかから聞いていた。

「厳密には異なるな。我々は絶対に死なないわけではない。死なない可能性があれば死なない程度だ。死ぬしかない状況なら死んでしまうし、追い詰つめるためのノウハウもある。そうだな、大雑把にまとめてしまうなら、アウターはとてつもなく運がいい存在と考えればわかりやすいだろう」

「不老を運がいいぐらいのことで説明できんのかよ？」

「老いのメカニズム自体が解明されているわけでもないから、断言はできないが、老いが生物にプログラムされたものなら、そのプログラムに運よく不具合が生じるのだろう。プログラム説において染色体の末まつ端たんにあるテロメアは細さい胞ぼう分ぶん裂れつ回数のカウンターだと目されているが、それがたまたま減らないといったところか」

「ばらしちまっていいのか？　それ？」

　殺せないわけではない。彼等と相対するにあっては貴重な情報だろう。

「少し調べればわかるようなことだ。隠す意味など無いよ」

　雄一は細心の注意を払はらって真希那の言葉を聞いていた。その一挙一動を戦闘中の心構えで観察している。戦いにおける虚きよ実じつの判断に雄一は自信を持っていた。視線、口調、匂におい、肌はだの色、鼓こ動どう、筋肉の緊きん張ちようなどから総合的に判断する。ここまでに嘘はないはずだ。

「私はしばらくの間、ここで教師をやるつもりだ。疑問があるならばここで一気に解消して、わだかまりを無くしておこうじゃないか」

「なんであんたは先生なんてやってるんだ？　アウターは外側から物語を改竄すると聞いたぞ」

　外側などという異次元のような場所があるとは思っていない。アウターは神のごとき立ち位置から運命を操作すると聞いていた。だが、今の真希那は星せい辰しん高校に直接関わろうとしている。

「それは趣しゆ味みの問題だな。私はできるだけ間近で、リアルタイムで見たいんだ。中には全て終わってから本で読むなんてやつもいるが、人それぞれだな」

「お前を怪あやしんでる俺を始末しようとか思わないのか？」

　アウターの存在を知り、真希那を勘かんぐる雄一は都合が悪い存在のはずだ。

「おいおい。一体私をなんだと思っているんだ？　わざわざ学校に教師としてやってきてそんなことをするわけがないだろう？」

「最低最悪のクズだって聞いてるけどな」

「ふむ。それは否定しないが……君、私を悪者だと思っているだろう？　目的のためには手段を選ばないような？」

「違うのかよ？」

「確かに目的のためには手段を選ばないが、その目的は君が想像しているものとはちょっと違うだろうな。我々は世界征せい服ふくをしたいわけでも、人類を絶ぜつ滅めつさせたいわけでも、思想を押しつけたいわけでもない。基本的には暇つぶしなんだよ。大した意味なんかないんだ。楽しければそれでいい。だからこそ過程が重要だし、こだわりを持っている。ここで君を殺すのは簡単だが、私は万ばん能のうじゃない。死体も証しよ拠うこも残るし、その隠いん滅めつも面倒だ。そんなことをしていては本来思い描えがいている展開から大おお幅はばに逸いつ脱だつしてしまうのだよ。わざわざこの学校にやってきた意味が全く無くなってしまうんだ」

「だからなんだよ。結局この学校でろくでもねーことするつもりなんだろうが」

「否定はしない。だが君には関係のない話だ。実際君はソウルリーダーで様々なものが見えているにも拘かかわらず黙もく認にんしていることが多々ある。私のことも同じように考えればいいんだ」

　ソウルリーダー。その言葉に雄一は戸惑った。それを知るものは限られている。初対面の真希那が知っているはずがない。

「君の活かつ躍やくは大体把は握あくしているよ。小説になっているからね。この学校に来るにあたって読んできた」

　小説になっていると言われてもまるで意味がわからない。

「そういう能力を持っているアウターがいるんだよ」

「なんだよそれ、そんなの――」

「『殺さつ人じん鬼き』と仲良くできるんだ。私のことも見て見ぬふりぐらいできるだろう？」

　続けられた言葉は衝しよう撃げき的てきだった。奈月のことまで知られているとは思わなかったのだ。

「……あいつは……今は人殺しなんかしてない……」

　反論はしづらい。だが雄一はかろうじて声を絞りだした。

「その程度の理り屈くつで私を否定できるわけがないだろ？　まぁ『殺人鬼』についてはいいさ。過去のことは不問としよう。では『エロゲ主人公』はどうだ？　あいつは性質が悪いぞ。陵辱系でしかも寝取られ趣味という屈くつ折せつした奴だ。見過ごしていていいのか？　後はそうだな、『魔女』も相当なものだ。彼女こそ目的のためには手段を選ばない。何人もその毒どく牙がにかけているしな」

　ソウルリーダーで見える文字以上のことを真希那は知っているようだった。

「そんなこと、全部わかるわけないだろ！」

「そう、私が言っているのはまさにそれだ。私が何をするつもりか言わなければ君が気にする必要はない。それこそ別世界の出来事だ」

　雄一は世界の全てを救えはしないと、どこか偽悪的に思っていた。だが、こうやって他人に言われてしまうと素す直なおに肯こう定ていができない。それは違うと思えてくる。

「さて、坂木雄一くん。君はゲームをしていることを忘れていないか？　ここまでに嘘が一つあったんだが見破れたか？　まぁわからないだろうからヒントを――」

「『ここまでに嘘が一つあった』。それが嘘だ」

　雄一は即そく答とうした。

「……ちょっと待て。ここまでと言ったんだ。その範はん囲い内ないに嘘があるとは思わないのか？」

「範囲はお前がルールを宣言してから三十分以内だ。まだ三十分は経たってない」

「ここまでで論理的に答えなど出ないだろ？」

「知るかよ。お前がさっきまで嘘を吐いていないってのは俺の直感だ」

　実際には観察を続けた結果ではあるが、なんとなく以上のものではないと雄一は思っていた。

「実につまらん終わり方だが……まぁいい。君の勝ちだ」

　真希那は実に面倒な様子で追い払うように手を振った。

「帰れってことかよ」

「その通りだ。先ほどの会話で君の疑問が全て解消できたとは思わないが、無む闇やみにつっかかってこないでくれると助かるね。教師としてまっとうにやっていくつもりだから、君もそれなりの対応をしてもらえると嬉うれしいんだが」

「……わかりましたよ、式谷先生」

　これ以上の会話は無駄だろう。雄一は立ち上がりそのままドアへ向かった。

「あぁ、そうだ」

　ドアを少し開けたところで真希那が呼びかけてきた。

「君は野田山先生の髪かみ染ぞめが中ちゆう途と半はん端ぱだった理由を知っているか？」

　振り向くと真希那は薄く笑っていた。

「そりゃ……めんどくさかったんじゃないんですか？」

　花子の髪は全体的には茶色いが根元は黒かった。一度染めてからしばらくの時間が経っていたはずだ。

「めんどくさいなら最初から染めたりはしないだろ？」

　それは前に雄一も思ったが、結局きまぐれなのだろうとそれ以上考えはしなかった。

「私はこう考えた。妊にん婦ぷに毛染めはよくないという話がある。皮ひ膚ふから吸収された毛染め液が胎たい児じに影響を及およぼすなんていう眉まゆ唾つば物ものの話だ。だが気持ちとしてはわからなくもない。少しでも悪あく影えい響きようを及ぼす可能性を排はい除じよしたいと思うのは母親として当然の心理だ」

　真希那が何を言いたいのか雄一にはすぐにわからなかった。

「もちろん野田山先生が妊娠していたなんてのは、何の根こん拠きよもないただの推測だ。だがその推測を元に話を続けるならば、おそらく父親は幼なじみ君だろうし、その彼かれは結婚を間近にして、突とつ然ぜん婚こん約やくを解消し他の女に走った。彼女の心痛は察するに余りあるね。そしてそんな過大な、食事も取れなくなるほどのストレスが妊婦に与あたえる影響はいかほどのものだろうか？　まず思いつくのは血流の阻そ害がいだ。ストレスにより毛細血管が萎い縮しゆくし血行が悪くなる。当然胎児への栄養供給が滞とどこおるな。他にはプロラクチン値が上じよう昇しようし、卵らん巣そうの機能が低下する。これにより妊娠を維い持じするための黄体ホルモンの分ぶん泌ぴつが減少するらしい。と、いうことはだ。胎児の身に何かが起こっても不思議ではないよな？」

「お前は！」

　雄一は激高した。真希那がほのめかすことが事実なら許せることではない。

「それなりの対応をしてくれるんじゃなかったのか？　そうむきになるなよ。ちょっとした嫌いやがらせだ。ゲームにあっさり負けたのが悔くやしかったものでね」

「俺に関わるなって言ってたんじゃないのか!?」

　雄一と折り合いをつけたいなら、わざわざ言う必要がないことだ。

「そうだな。そんな顔が見てみたくなったからかな」

「なんだと？」

「私は目的のために我が慢まんすることもあるが、目先の好こう奇き心しんを満たす為ために動くこともある。そこに大して合理的理由などないよ。さて、今度こそ本当に話は終わりだ。今日の所は帰ってくれ」

　雄一は真希那を睨み付けた後に勢いよくドアを開け、生徒指導室を飛び出した。

　そのまま走り去ろうとしたところで、人の気配に気付く。

「ゆうくん、どうしたの!?　貧民時代の精神テンションに戻もどったみたいな顔をしているわ！」

「そんな時代を過ごした記憶はさらさらねーよ！」

　部屋を出てすぐの所で睦子と愛子が待っていた。

　雄一は生徒指導室のドアを閉めた。なんとなくだが、睦子と真希那を会わせたくなかった。

「って、姉ちゃんどうしたんだよ？」

　今日も部活をすると言っていたので、もう部室に行っているはずだと雄一は思っていた。

「わ、私はゆうくんが生徒指導室に連れて行かれたって聞いたから！　何かとんでもないことをしでかしたのかと思って心配になっただけなんだからね！」

「それ、口調がなんとなくツンデレっぽいだけだろ。慣れないことすんな」

「ねぇ？　本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　よほどひどい顔をしていたのか、睦子が心配そうに雄一の顔をのぞき込む。

「あぁ、いや本当に大丈夫だよ。姉ちゃんの顔を見たら気が抜ぬけた」

「なにそれ！」

　心配もつかの間、一転して睦子はぷりぷりと怒りだした。

「坂木くん、一体どうしたの？」

　愛子も心配そうだった。教室からいきなり飛び出したのでわけがわからなかったはずだ。

「後で話すよ。それはそうと、野田山先生がどの病院に入院してるかわかんないかな？」

「うーん。どうだろう。お父さんに聞いてみるけど……」

　愛子はその場で携けい帯たい電話をかけた。花子は、野呂総合病院に入院していたので所在と状況はすぐにわかった。

　栄養失調での入院は事実だが、妊娠はしていないとのことだった。







第二章　まだ見ぬ部員は結構どうでもいい感じでした







　旧校舎の二階、サバイバル部の部室で雄ゆう一いちはふてくされたように頬杖を突いていた。部活をする気分でもなかったが、文字通り引っ張るようにして睦むつ子こに連れてこられたのだ。

「はい！　じゃあ二学期の部活を始めるわ！」

　睦子がいつもの場所、ホワイトボードの前で意い気き揚よう々ようと宣言する。

「前から思ってたんだけどさ。この部なんなんだよ？　サバイバル関係ないよな？」

　真ま希き那なとの会話でささくれだった気分が後を引いていて、雄一は刺々しい口調になっていた。

「坂さか木きくん、いまさら!?」

　雄一の隣となりに座すわる愛あい子こが驚く。

「正直、この部が何をやっていようとどうだっていいのだけど」

「じゃあなんでこんな部に入ったんだよ！」

　雄一以上に身もふたもないのは、向かい側に座る武たけ内うち奈な月つきだった。

『ヒロインⅡ』の殺人鬼。冷たい目をしたショートカットの美少女だ。合宿で多少話はしたが、何を考えているのかはよくわからない。雄一はどう付き合えばいいのかいまだに悩んでいた。

「お姉さんに誘われたから。坂木くんがいるから。理由はこんなところだけど」

　奈月は淡たん々たんと説明した。

「サバイバル部はサバイバル部よ。天変地異だとか、世紀末だとか、エイリアン襲しゆう来らいなんて事態から身を守る術を身に付けるのよ！」

「いや、それは知ってるけどさ、具体的に何もやってねーだろ？」

　異世界に行った時の心得だとか、人殺しの心理だとかをあれこれ話し合ってはいる。だが、それはサバイバルと関係がない気がしている雄一だ。

「今日のゆうくんはやけにつっかかってくるわ！　どうしたのかしら！　反はん抗こう期きなの？　ねぇ、織おり原はらさん！　私たちはちゃんとサバイバル部として活動をしているわよね！」

「はい？」

　睦子の問いかけに、加か奈な子こがぼんやりとした返事を返した。

　雄一の斜ななめ前、奈月の隣に座っているのが副部長の織原加奈子だ。

　ふわりとカールした栗くり色いろの髪が印象的な少女は、見た目通りのおっとりとした性格だ。今もぼんやりとしていたのか、睦子に聞かれて首をかしげている。

　頭上の文字は『異世界作家』。以前は『異世界マニア』だったはずだが、似たようなものだろうと雄一は深く考えなかった。

「サバイバル部をちゃんとやってるわよね、って言ったのだけど」

「……そうね。けど、火ひ坂さかさんは全然こなくなっちゃったから、やっぱり何か問題があったのかもしれないわ」

　加奈子はゆっくりと思い出してから言った。

「火坂さんて、どなたですか？」

　突とつ然ぜん出てきた名前に愛子が反応する。

「部員の一人よ！　けど、すぐにこなくなっちゃったわ！　なんでもサバイバルゲーム部と勘かん違ちがいして入部してきちゃったのよ！　初対面ではフル装備で随ずい分ぶんと気合いが入ってたわ！」

「そりゃ勘違いしても仕方ないんじゃねーか？」

　サバイバルそのものよりは、サバイバルゲームの方がまだ知名度はありそうだ。

「エアガンを撃うっててもサバイバルの役には立たないって言っちゃったから、気を悪くしたのかしら。でも大丈夫よ！　私も最近は柔じゆう軟なんに物事を考えるようになったから！　極限状態ばかりじゃなくて、銃じゆうがあるシチュエーションもありかな、と思うようになったのよ。だから、実銃を扱うようになればきっときてくれるわ！」

「銃ってそんなもんどこに……」

「家にある」

「ドヤ顔でゆーな！　犯罪だ！」

　奈月が手を上げていた。少し自じ慢まんげだ。雄一は奈月に撃たれたことを思い出した。

「大丈夫よ！　銃も弾たまも簡単に作れるわ！」

　犯罪だという意識がまるでないのか、睦子は気軽に言ってくる。

「そういや３Ｄプリンターで作れるとか聞いたな」

　そんなニュースを見たことを雄一は思い出した。

「あんなの駄だ目めよ。数発で使い物にならなくなるとか、信しん頼らい性せいがまったくないじゃない！　そんなものなくっても、家の設備だけでも簡単に作れるわ！」

「設備って、俺の家に一体何があるんだよ……」

　雄一はそんなものを見たことも聞いたこともなかった。

「そういや部員は後二人いるって話だったよな？　一人は火坂さんだろ。もう一人は？」

　これまであまり気にしていなかった雄一だが、いい機会なので聞いてみた。

「竜りゆう王おう院いんさんね。オッドアイのカラコンに、眼帯、腕に包帯、黒尽ずくめの格好にマントなんて感じのてんこ盛りな人だったわ！　あれが中二病って言うのかしら？　長ったらしいオリジナル魔ま法ほう詠えい唱しようを披ひ露ろうしてくれたりしたのだけど……」

　と、睦子は少しつまらなそうに言う。

「同類だと思ったから入部してきたんだろ！　ちょっとは付き合ってやれよ！　可か哀わい想そうじゃねぇか！」

　実際の所、睦子はその手のいわゆる中二病にはあまり興味を持っていないのだ。無駄にかっこいい装そう飾しよくに興味を示すこともあるが、あくまで実用性重視だ。

「えぇー！　そりゃ、本当に魔法でも使えるなら別だけど……」

　納なつ得とくできないのか睦子はぶつぶつと言っていた。

　そんなどうでもいいような話をしているとドアを叩たたく音が聞こえてきた。

　雄一は立ち上がりドアへ向かう。滅めつ多たに客などこないのだが、なんとなく出で迎むかえるのは雄一の役目になっていた。

「あの、織原先生はいらっしゃいますか！」

　そう言ってきたのは二人の女生徒だ。先生という呼び方と手に持っている文庫本で雄一は目的を察した。

「織原さん。ファンの人が来てるみたいですけど」

「あら？　なにかしら？」

　加奈子が部室の入り口へ来たので雄一は席へ戻る。

　加奈子は女生徒達たちが差し出した本にゆっくり丁てい寧ねいにサインを書き始めた。

　加奈子はつい最近女子高生作家としてデビューしていた。ネットの投とう稿こう小説サイトで連れん載さいしていた作品が編集者の目に留まり出版される運びになったのだ。

　処女作『俺の大だい魔ま王おうが可か愛わいすぎて倒せないから世界がヤバイ！』が発売されたのが八月の終わり頃ごろ。学校には相談して許可を得ているし、隠かくしてもいなかったので学校の大半の者が加奈子の作家デビューを知っていた。

　――『異世界作家』になったのは、出版したからかもな。

　出版して書店に本が並べば立派な作家だ。それが頭上の文字にも影響しているのかもしれない。

「サインだなんてちょっと恥はずかしいわ」

「ありがとうございます！」

　女生徒達が駆かけ去って行き、加奈子は少しはにかんで席に戻って来た。

「評判はいいんですか？」

　何気なく聞いてから雄一は後こう悔かいした。作者本人に聞くのも失礼な話かもしれない。

「学校の人達は読んでくれてるみたいだけど……その、ネットではあまり良くは言われてなくて……」

「その、俺もそろそろ読もうかとは思うんですけどね」

　しまったと思いつつ、ごまかすように雄一は言う。

「別に無理しなくてもいいよ？」

　逆に気を遣つかったのか、申し訳なさそうに加奈子が言った。

「いえ、読みますって」

　睦子と愛子は読んでいて、部活中も十二魔天だとか、魔象だとかよくわからない単語が飛び交かっている。雄一も少し気になっていて、前から読もうとは思っているのだが、何かと機会が無かった。

「さて、そろそろ本題に入るわ！　今日のテーマはこれよ！」

　睦子は『異世界、グロウスフィアで生き抜くために！』と勢いよくホワイトボードに書いた。

「また異世界かよ。つかグロウスフィアって？」

「決まってるじゃない！　織原さんの小説『俺の大魔王が可愛すぎて倒せないから世界がヤバイ！』の世界よ！」

「さっきファンの子が来たから思いついたんだな……」

　実に安直ではあるが、睦子らしいとも思う。

「いいじゃない！　それにここには女子高生ライトノベル作家の織原大先生がいらっしゃるのよ！　直接話を聞けるんだからそれを活用しない手はないわ！　さぁ！　織原先生！　前へどうぞ！」

　睦子は加奈子の後ろに回り込むと強ごう引いんに立たせて、無理矢理ホワイトボードの前へ連れて行く。加奈子がおろおろとしていると、睦子は加奈子が座っていた席に座り込んだ。

「小説に出てくる世界ならフィクションではないの？　対策を考える意味は？」

　奈月が冷静に指し摘てきする。言いたいことは雄一にもなんとなくわかった。抽ちゆう象しよう的てきな異世界ならともかく、創作世界のサバイバル対策と言われると茶番じみてくるのだ。

「その、グロウスフィアはあると私は思っているの」

　おずおずと、だが揺るぎなく加奈子は言った。

「えーと、その話の方向性は大丈夫ですか？」

　加奈子が心配になってくる雄一だった。それとも作家とはこういうものなのだろうか。

「小さい頃に見たことがあって今でも夢に見るの。だから完全に創作じゃなくて……」

「夢ですね。とりあえず、夢で見たってことで話を進めましょう！　それで、織原さんの作品はどんな話なんですか？」

　雄一は強引に進めることにした。

「えとね、簡単に説明すると、勇者の男の子が、大魔王の女の子に惚ほれて世界と彼かの女じよを天てん秤びんにかけるお話です。主人公は天秤の勇者アストリア・クルーガー、大魔王の女の子はラザニア・フォン・ユースフォリアです。基本的にはこの二人がくっつくのか、くっつかないのか？　というだけのお話なんです」

「そのあたりはタイトルからなんとなくわかりますね。世界がヤバイってのはなんなんですか？」

「坂木くん！　それを聞いちゃだめじゃない！」

「なんでだよ？　誰だれだってそこが気になるだろ？」

　何気なく聞いてみたら、愛子が怒り出した。

「ごめんね、まだ内ない緒しよなの。けどこの話の結末は二つのうちのどちらかしかないわ。世界を救うために大だい魔ま王おうを倒たおすか、大魔王のために世界を滅ほろぼすか。勇者が世界を救い大魔王と共に生きるエンディングだけはないの」

「なんか思ってたより、重い感じの話ですね」

　雄一はタイトルの印象でコメディだとばかり思っていた。

「ストーリー的なことはおいておきましょう！　今考えるのはそんな世界に行っちゃった場合にどうするべきなのか、なんだから！　まずはどの陣じん営えいに付くかね！」

「じゃあそのあたりを簡単に説明しますね。グロウスフィアでは二つの勢力が争っています。一つはタイトルにもあるように大魔王陣営。もう一つは人類側の勇者軍団です。人類は複数の国家からなっていますけど、勇者軍団は超国家的組織ですので、人類はひとかたまりに考えてもらってかまいません。大魔王の脅きよう威いを前にして国の垣かき根ねを越こえて手を取り合ったわけです」

　とりあえずその二つを覚えておけばいいのかと雄一は安心した。これでさらに人類側がいがみあっているとか言い出すと把握しきれない。

「大魔王は人類の領土を侵しん略りやくしています。大魔王軍はとても強大で普ふ通つうの人じゃまず勝てません。中でも強力なのが大魔王の直属の部下である十二魔天です。大魔王軍は大魔王を頂点にして、その下に十二魔天、十二魔天が率いる魔族の三層構造になっています。大魔王の真の実力は今の所秘密ですし、魔族は雑ぞう兵ひようですので、大魔王軍の要は十二魔天にあるのです。十二魔天は大魔王に忠誠を誓ちかっていますが、一枚岩ではありません。それぞれに思想が異なっています。大まかにわけると三つですね。絶対服従派は邂かい逅こうのメレディス、戦せん塵じんのセヴリーヌ、英断のグレンダ。中立派は蒼そう天てんのロシュフォール、刻こく薄はくのガトルード、慟どう哭こくのアレクサンドラ。理想派は激げつ昂こうのゲシュテンクス、三ざん昧まいのクリストフェス、極きよつ光こうのシュルヴェステルとなります。絶対服従派は大魔王の言うことを鵜う呑のみにして行動します。中立派は大魔王のことを考えて全ては聞き入れず時には諫いさめる。理想派はラザニアに大魔王としての理想を求める感じでしょうか」

　長い。加奈子の長ちよう広こう舌ぜつはいつものことだが、雄一は半分も理解できなかった。

「ちょっといい？　十二魔天と言いながら九人しかいなかったようだけど？」

　奈月が手を上げて質問する。

「よく聞いてたな……」

　雄一は感心した。人数にまで気が回っていなかったのだ。

「ごめんなさい、残り三人は大魔王の秘密に関係があるのでまだ内緒です。じゃあ次は勇者軍団ですね。勇者とはある日突然、異能の力に目覚めた人達です。勇者として目覚めると手の甲こうにしるしがあらわれるんですね。そのしるしが異能の力をあらわしています。たとえば主人公のアストリアは天秤のしるしです。これは二つの対象を比ひ較かくしてどちらが強いかがわかる能力です。他には花丸のしるしは植物を操あやつる、山のしるしは山の様に重くなるとか、猫ねこのしるしは俊しゆん敏びんになるとかそんな感じです。勇者達は大魔王軍に対する切り札として丁てい重ちように扱われているんですが、主人公のアストリアは勇者軍団の中でも最弱の臆おく病びよう勇者として知られています。大魔王軍は百日に一度、最低限の人員を残して休息に入るんですが、勇者達はこれを狙ねらって襲しゆう撃げきをかけて、なんとか十二魔天、もしくは大魔王を倒そうとしているのです。これが、このお話の前提となるところでしょうか。じゃあ勇者軍団の方も代表的な勇者をあげておきますね。まずは花丸勇者のフラミーなんですが――」

　そこから延々と勇者の紹しよう介かいが始まったが、雄一はほとんど覚えられなかった。







　部活は午前中で終わり、雄一は屋上へやってきた。

「遅いですわ！」

　屋上に入ってすぐの所で妃里は堂々と待ち受けていた。屋上の風を受けて、複雑に結い上げた金髪が揺れている。腰に手を当て、まっすぐに雄一を見つめていた。

「悪かったよ。けど、放課後ってだけじゃ時間が曖昧すぎるだろ」

　約束は覚えていたが、真希那に翻弄された後は無理矢理部室に連れて行かれたのでくるのが遅くなってしまった。

「私がこいと言ったのならそれはすぐに決まっていますわ！」

　実にお嬢じよう様さまらしい傲ごう慢まんさだ。

「で、なんの用だよ。この前の続きでもやるのか？」

　雄一は妃里に襲おそわれたことがある。夏合宿でのことだが、その時は睦子がやってきて妃里は逃げ出したのだ。

「その前に。その方はなんですの？」

「あはは、こんにちは」

　とバツが悪そうに言うのは一いつ緒しよにやってきた愛子だ。

「野の呂ろさんのことぐらい知ってますわ！　そちらの！　坂木雄一にぴったりとくっついている方のことを言っているのです！」

「フルネームで呼び捨てかよ」

　かなりどうでもいい部分に雄一は反応したが、妃里が戸と惑まどうのもわかる。なぜなら、雄一の腕うでには加奈子がぴったりとくっつきボリュームのある胸をぎゅっと押おしつけていたからだ。

「この人は織原加奈子さん。部活の先せん輩ぱいだ。最近本を出したから小西さんも知ってるんじゃないか？」

「そんな噂うわさを聞いたことはありますわ。で？」

　名前を聞きたかったわけではないようで、妃里は続きをうながした。

「俺おれが屋上に行くって言ったら連れて行って欲ほしいって言われたんだよ。で、高所恐怖症らしいから、こんな感じなんだけど……」

　高所恐怖症のくせにわざわざ屋上に行く理由を加奈子は言わなかった。なので雄一も困惑している。

「……冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　一いつ瞬しゆんの間。その間になにをためこんだのか、妃里はそれを一気に爆ばく発はつさせた。

「坂木雄一！　この私が呼び出したのですから、愛の告白のためだとわかるでしょう!?　それを女連れで！　しかもこれ見よがしに侍はべらせて！　一体どういうおつもりですの！」

「屋上に来いって言われただけでそんなもんわかるか！」

「大体屋上が怖こわいなら、野呂さんにしがみつけばいいでしょう!?　なぜ坂木雄一にしがみつくのです！」

「ごめんなさい。その、お邪じや魔まだったみたい。けど坂木弟くんじゃないと……落ちた時困るし……」

　加奈子は妃里の怒ど濤とうの勢いに面食らいおずおずと言い出した。

「フェンスもあるのに落ちるわけないでしょう!?　しかもその言い方だと落ちてもなんとかなるみたいな言い方ですわね！」

「あー、その、なんとかなるかなー、とは私も思ってるんだけど」

　経験者としてか愛子が口を挟はさむ。

「今あなたは関係ないですから黙だまっていて下さらない!?」

「あ、はい」

　愛子は妃里の見けん幕まくにすごすごと引き下がった。

「なんなんですの！　そんなにガタガタと震ふるえるぐらい怖いならやめておけばいいでしょう！」

　加奈子の足は屋上に入ってからずっと小刻みに震えていた。雄一としてもここまで怖がるとは思っておらず、今いま更さら離はなれてくれとも言いづらい。

「ま……まぁいいでしょう。こんなことで一々文句を言うのも私の沽こ券けんに関かかわりますし」

　このままでは話が進まないと思ったのか、息を切らしながら妃里が言う。

「文句は散々言ってたような気はするけど、それでなんなんだよ」

　すでに愛の告白と言われているが、念のために雄一は妃里にうながした。

「私と付き合いなさい！」

「ごめん。付き合えない」

　端はたから見れば即答だがこれでも雄一は一瞬の間にそれなりに考えた。もう少し遠回しに断ったほうがいいのか、悩なやむふりをした方がいいのかなどだ。だが答えは決まっているのに、時間稼かせぎのような真ま似ねをすることや、余計な言葉を飾かざり付けるのは失礼なことだろう。結果は突つき放したような返答だった。

「それはなぜ？」

　本気の告白だとしたら傷付いているのかもしれない。だが妃里は気き丈じようにそう言った。

「俺は小西さんのことをほとんど知らない。だから告白されたからってほいほい受ける気にはならない。そう言うそっちはどうなんだ？　俺のことをろくに知らないだろ？」

「し、仕方ないでしょう！　これは獣人としての本能のようなものですわ！　目の前であんなものを見せられたら！」

「あんなもの……もしかして、露ろ出しゆつ？」

「違ちがいますよ！　ぽつりと大だい胆たんなこと言わないでくださいよ！」

　オカシラを倒したことを言っているのだ。獣人にとってあれは最上位に位置するものだったのだろう。獣人は本能的により強い者に従おうとする。つまり、獣人にとって雄一はオカシラと同等の存在になった。

「ちょっと待って？　じゃあ、その、獣人の女の人はその……」

　不ふ穏おんなことに気付いた様子の愛子が途切れ途切れに妃里に尋たずねる。

「えぇ。あの場にいた獣人の女性は坂木雄一の虜とりこでしょう。もっともほとんどが逃にげ出せずに死んだとは思いますけど……それはそうと！　別に私のことが嫌きらいだとかいうわけではないですのね？　私のことを知らないっていうぐらいなんですから、嫌いようもないということですわよね！　わかりました。では私のことはこれから知っていただきましょう！　その上でもう一度告白いたしますわ！」

「めげないな……つか、あんなことやっといて、嫌われてないって思ってたのがびっくりだよ……」

　散々悪わる巧だくみをしていたような気がするのだが、それはいいのだろうかと思う雄一だ。

「ねぇ、獣人とか普通に言っちゃってるけど大丈夫？　織原さんは知らないんじゃ……」

　愛子が近づいて来て、小声で聞いてくる。

「大丈夫なんじゃないか？　元々そういうの見てみないふりしてたみたいだし――」

　ガシャン。

　雄一の話の途と中ちゆう、突然大きな音が屋上に響ひびいた。

　雄一達は音の出所に目を向けた。妃里も振ふり向いてそちらを見る。

　西洋鎧よろいが倒れていた。光こう沢たくのない鈍にび色いろのそれは完かん膚ぷなきまでにひしゃげている。中に人がいるならその変形にはとても耐たえられないはずだ。

「え？」

　雄一と愛子はそろえて驚おどろきを口にした。妃里と加奈子も呆ぼう然ぜんとそれを見ている。

　あまりに唐とう突とつすぎて理解が追いつかない。

　音や鎧の壊こわれっぷりから考えると恐らく上空、しかもかなりの高度から落ちてきたのだと考えつくには多少の時間を要した。

　雄一は空を見上げた。雲一つ無い青空が広がっているだけだ。原因になりそうなものは何も見当たらない。

「十七世紀頃の重装鎧、四分の三身甲かつ冑ちゆう……。火器の発達とともに、役に立たなくなった鎧は軽量化していくんだけど、これは重装鎧が活かつ躍やくしていた、最後の期間のものだわ。槍やり騎き兵へいとしての役割がなくなっているから、槍掛ランス・レストがないもの」

「織原さん？」

　加奈子はまっすぐに鎧を見て解説していた。いつもなら現実逃避している場面だが、案外しっかりしているように見える。

「坂木雄一！　これは一体なんですの！　もしやあなたの仕し業わざ!?　私を振りたいからってなんという嫌がらせを！」

「なんでそんな回りくどいことしなきゃなんねーんだよ！」

「中に……誰かいるの？」

　愛子がこわごわと聞いた。

「いない、と思う。いるなら血なりなんなり出てくるはずだ」

　近づいて確かく認にんするべきか逡しゆん巡じゆんしていると、愛子と加奈子は呆然と空を見上げていた。

「ラピュタ？」

　愛子が気の抜けた声で言う。

「いや、落ちてきたのは鎧で、女の子とかじゃ……」

「え？」

　愛子が意外そうな顔で雄一を見る。

　雄一は再度空を見上げたがやはり何もない。

「何かが浮ういてるんだけど……」

　だが、愛子は空に何かを見ているようだった。

「いや、何も見えないんだけど……小西さん！　空に何か見えるか？」

「特に何もありませんけど？」

　妃里も空を見上げきょろきょろとしはじめたが、何も見えてはいないようだ。

「何かってなんだ？」

　雄一には見えない。だがその程度のことで愛子を疑いはしなかった。何せ雄一はおかしなものが自分にだけ見えることを知っている。ならば自分に見えず、他人には見えるような現象があったところでおかしくはない。

「真上……お城が逆さまになってて……大きさはよくわからないんだけど……竜りゆう？　みたいなのが、その周りを飛んでて……」

　愛子が自分でも信じられないという様子でぽつぽつと説明する。

「ゼイルグランデ城……」

　加奈子が空を見上げて、心ここにあらずという様子でそうつぶやいた。

「何が襲ってくるわけでもなく、ただ不思議なことが起こるってのは対処に困るな」

　ひしゃげた鎧を見ながら雄一は言う。この鎧は今の所襲いかかってくる様子はないし、生きている気配もない。膝ひざ下したのパーツはそもそも存在しないらしく、隙すき間まも多いので中身がないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「襲ってくるのはいいんだ……」

　呆あきれたように隣の愛子が言う。

「こんな形で私の初めての！　一世一代の告白が中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまうのは実に不ふ愉ゆ快かいですわ！」

　雄一達の側に寄ってきた妃里は怒いかりをあらわにしていた。

「織原さん……何か知ってるんですか？」

　先ほどなにやらつぶやいていたし、心当たりがありそうなので雄一は聞いてみた。

「え？」

　屋上に来てから雄一にしがみついたままの加奈子がぽかんとした顔で雄一を見つめた。

「そうね……このタイプの鎧は火器の進歩にあらがおうとしていた最後期の鎧で焼け石に水ではあったのだけど、防ぼう弾だん性能を付加しようとして装そう甲こうをとても厚くして焼き入れも行っているの。総重量は三十キロを超こえるわ。それと基本的には馬に乗って使用するもので――」

　蘊蓄が長くなりそうなので、止めようとした雄一だがそこで新たに何かが降ふってきた。

　今回は雄一もその現象を目まの当たりにした。それは確かに空から落ちてきているのだ。

　またもや鎧の一部のようだった。銀色のプレートのようなものが激しく屋上に打ち付けられて跳はね、鎧の側に寄より添そうように落ちる。

　見上げればまだいくつかが落ちてきていた。それはかなりの高度から落ちてきているようで、現れた瞬しゆん間かんがわからない。気付けば視界に入っている。

　それぞれ形の違う金属の板や塊かたまりは、やはり屋上で跳ねて鎧の近くに集まっていく。

「これ、なんだと思います？」

　これについても知っていそうな加奈子に話を聞いてみる。

「馬用の鎧だわ。これは十六世紀ごろのことなんだけど鋼板を使った防御を馬にも広げようとする試みがされ始めたの。けれど完全武装した騎き士しを乗せた上に、さらに馬にも鎧なんて無茶なことだし、相当頑がん丈じような馬にしか適用できなかったみたい。当然機動力も落ちてしまうし、使いどころが難しかったらしいわ」

「……聞いてはみたものの現状役立つ知識でもないですね……」

　空から金属板が降ってきて、それが馬鎧だとわかってもどうしようもない。

　雄一は少し待ってみたが、それ以上は何も降ってくる気配がなかった。

「どうしたらいいと思う？」

　途と方ほうに暮れて愛子に聞いてみる。

「放っておいてもいいんじゃないかな？　その、関係ないじゃない？」

「だよな、俺達関係ないよな？」

　目の前で起きた不思議な事件なため、何かしなければと思ってしまうが、今の所雄一には関係がないはずだ。

「なんだか白けてしまいましたわ！　今日はこれで帰らせていただきます。坂木雄一！　日を改めて参りますので覚かく悟ごなさい！」

　妃里は先に屋上を出て行った。やはり果たし合いを申し込まれているようにしか雄一には思えない。

「俺達も帰るか、何か食って帰ろうぜ」

　雄一は昼食をまだ食べていなかったことを思い出した。







　深夜。雄一は睦子の部屋にいた。昼間の出来事について相談するためだ。

　この手の相談事が毎回深夜になるのには多少の事情がある。睦子は何かと忙いそがしいのだ。頻ひん繁ぱんに家を空けているし、部屋にいても何かに集中している場合は立ち入り禁止になる。だが、夜眠ねむりにつく頃なら余よ裕ゆうはあるようだった。

　それに雄一も特別な用事が無い場合は、日課の修しゆ業ぎように結構な時間を取られているため、深夜の方が何かと都合がよかった。

「いつもいつも、お姉ちゃんとお兄ちゃんが深夜に二人きりで何かこそこそやってるのは怪あやしいと思います！」

　いつものようにローテーブルの向かいには作さ務む衣え姿の睦子。そして隣にはどういうわけかネグリジェ姿の依より子こが正座していた。

「よりちゃん明日も学校あるだろ？　早く寝ねろよ」

「学校があるのはお姉ちゃんもお兄ちゃんも一緒じゃない！」

「まぁそう言われるとそうなんだけど……」

　雄一は頭をかいた。確かにそんな理り屈くつは通らない気がするが、可愛い妹には十分な睡すい眠みん時間を取らせたいと思う雄一だった。

「手短に終わらせるか。昨日屋上に行っただろ？　そしたら鎧が降ってきたんだよ」

　雄一も何を言っているのかとは思う。しかし見たままをそのまま言えばこの通りだ。

「え？」

「鎧ってなに!?　朱しゆ漆うるし塗ぬり紫むらさき糸いと素す懸がけ威おどし五ご枚まい胴どう具ぐ足そく南なん蛮ばん笠かさ式しきとか!?」

　わけがわからない様子の依子とは対照的に一気にテンションがあがる睦子だった。

「うん。よりちゃんの反応が普通だと思う。で、なんだって!?」

　雄一は聞き返した。途中から何を言っているのかさっぱりわからない。

「なんで知らないの!?　しゅうるしぬりむらさきいとすがけおどしごまいどうぐそくなんばんかさしきよ！　前田慶けい次じ所用とされる鎧じゃない！」

「何の呪じゆ文もんだよ！」

　聞き返したところでわからないのは相変わらずだったので、大おお雑ざつ把ぱにとらえることにした。要は日本式の鎧かと聞いているのだ。

「織原さんが言うには十七世紀頃のヨーロッパ方面の鎧だそうだ。重装鎧とか言ってたかな。確かに分厚くていかつい感じだったけど。それと馬用の鎧も落ちてきた。他にも何か落ちてこないかと待ってたけど、それで最後だった」

「織原さんの見立てなら間ま違ちがいないでしょうね。写真は撮とってこなかったの？」

「あ」

　そんな単純なことも忘れているあたり、冷静だったつもりでも混乱していたらしい。

「あれどうなったんだろうな。先生も見回るだろうし……」

　西洋鎧が校内で発見された場合にどう処理されるのか、雄一には想像できなかった。

「本物とは思わないんじゃないかな？　コスプレ衣装と思われて忘れ物として保管されるとか」

　こんなおかしな話に呆れているのかと思えば、依子は案外真ま面じ目めに話を聞いているようだった。

「こんな話を信じるのか？」

「お兄ちゃんの言うことなら信じるよ。それに夏休みには変わった体験が多かったからそれぐらいのことなら」

「鎧が降ってくるのがそれぐらいかよ」

　こんなことに慣れられるのも困る。あまり変な事件に依子を関わらせたくないと改めて思う雄一だった。

「明日行ってもあるかしら？　今日一緒に行けばよかったわ！」

「そういや姉ちゃんは屋上にこなかったな。なんかあったのか？」

「釜かまの出物があったから買いに行ってたのよ！　お買い得だったわ！」

「かまって、鎖くさり鎌がまとか？」

　雄一が真っ先に想像したのは武器としての鎌だ。睦子が喜んで買いに行くとなるとそれぐらいしか思い浮かばない。

「釜よ。食材を煮に炊たきするようなね。鳴釜神事って知ってるかしら？　それ用に使えるかなと思ってるんだけど！」

「その話は今度な。今は鎧の話だよ」

　雄一はうずうずしている睦子を制止した。脱だつ線せんすると戻もどってくるのが面めん倒どうだ。

「鎧……鎧は最小の密室！　そして屋上での謎なぞの墜つい落らく死し！　なんて風に考えるとミステリっぽくならないかしら！」

　自らの思いつきに興奮してか睦子のテンションが上がる。

「念のため言っておくけど、中に人は入ってなかったからな？」

　人が入っていて死んでいたなら悠ゆう長ちように相談している場合ではない。

「そうね、誰かが新手のトリックの実験をしていた！　とかじゃないんならファフロッキーズ現象ってことかしら」

　睦子が顎あごに手を当て考える。雄一には聞き慣れない言葉が飛び出した。

「って言われてもな、なんだよそれ」

「Fafrotskies、FAlls FROm The SKIESの略ね。普通空から降ってこないものが降ってくる現象のことよ。魚ぎよ介かい類るいの目もく撃げき談だんが多いけど、他にも、肉の細切れ、建築資材、鉄板、排はい泄せつ物ぶつ、血液とか様々なものが落ちてきた目もく撃げき例れいが世界中にあるわ！　けど鎧ってのは聞いたことがないわね。原因としては竜たつ巻まきだとか、鳥が落としてるとか、飛行機から落ちてくるだとかいろいろあるんだけど。ちなみにこのファフロッキーズって造語の考案者は、超ちよう常じよう現象研究家のアイヴァン・Ｔ・サンダースンって人なんだけど、この人はOOPARTSオーパーツの考案者でもあるのよ！　ネーミングセンスが光ってると思わない!?」

「そいつが中二病の走りだってのはわかったよ。でもなぁ。竜巻は発生してたらわかるだろうし、上空に何も飛んでなかったはずなんだけど……」

　雄一はそこまで言って歯切れが悪くなった。雄一には見えていないが、愛子は空に何かを見ていたからだ。

「どうしたの？」

「いや、野呂が、空になんか浮いてたって言うんだよ。俺には見えなかったんだけどさ。なんでも城が逆さまになってて、その周りを竜が飛んでたらしい。それが本当に存在するなら、そこから落ちてきたぐらいしか考えられないんだけど」

「ゆうくんには見えないってどういうこと？　それが見えたのは野呂さんだけ？」

「一緒にいた小西さんは見えてないって言ってたな。織原さんはよくわからないけど」

　加奈子も空を見上げて何かを言っていたが、はっきりとは覚えていなかった。

「人によって見えたり見えなかったり……とにかく私も見てみるしかないわね！　見えないようなら野呂さんに協力を仰あおいでもう少し詳しよう細さいに浮いている何かについて教えてもらいましょう！」

　睦子が怪しい事件の予感にわくわくしている。

「こんなうさんくさい話を聞いてても、つまらなかったんじゃないのか？」

　さきほどから依子が大人おとなしい。退たい屈くつしているのかと見てみれば、がくんと首を垂れて寝ね息いきを立てていた。

「寝てんのかよ！」

「ま、これぐらいでお開きにして後は学校に行ってから考えましょう」

　現時点では考える材料が足りないのだろう。

「よりちゃん。部屋に戻るぞ」

　そう声をかけたが起きる様子がない。雄一はため息をつくと、依子を抱だき上げた。お姫ひめ様さま抱っこの状態で睦子の部屋を出る。

「なぁ……本当は起きてるだろ？」

「……ばれた？」

　ごまかしきれないと思ったのか、依子が舌をだして笑う。

「そんだけにやにやしてたらわかるっての」

　何がそんなに面おも白しろいのやらと雄一は思った。
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　深夜の星せい辰しん高校。
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　月が照らし出す屋上に式しき谷たに真希那はいた。フェンスに寄りかかって腕を組み、屋上の中央を見つめている。

　そこにはひしゃげた西洋鎧が横たわっていた。

　かすかに音がする。金属をこするような、ひずむような音が聞こえてくる。

　ひしゃげ、へこんでいた装甲がゆっくりと元の形に戻ろうとしているのだ。バラバラになっていた鎧のパーツが少しずつ動いて一カ所に集まろうとしていた。

「思っていたよりも織原加奈子の覚かく醒せいが早い。が、暴走気味だな。無む秩ちつ序じよすぎてこれでは使い物にならない。指向性を与あたえる必要がある」

　空から鎧が落ちてきて動き出す。興味深い現象ではあるが、この学校で目もく論ろんでいることの役には立たないと真希那は判断した。

「独り言にしては不自然だけど、それはボクに言っているのかな？」

　隣となりから声が聞こえてくる。

　真希那はちらりと横を見上げた。そこには巨きよ大だいな本ほん棚だなが鎮ちん座ざしている。その上には赤毛の少女が腰こし掛かけていた。

「毎回思うんだが、なぜそれに乗ってあらわれるんだ？」

「移動に便利なんだよ。勝手に歩いてくれるからね」

「足でも生えてるのか？」

　初耳だった。瞬間移動でもできるのかと思っていた真希那だった。

「そうだよ。動く時には生えてくる」

　そう言いながら少女、エンデは本棚から飛び降りた。

「空に浮かぶ島から鎧が落ちてくる……面白いと思うんだけど、これじゃ駄目なのかな？」

　みちみちと不快な音を立てている鎧をエンデは指差した。

　外からはわからないが中で何かが蠢うごめいている。鎧の内を満たそうとしていた。

「私には空に浮かぶ島は見えていないがな」

「あれ？　小説は読んでないの？　でも鎧は見えてるんだよね？」

　おかしなことを聞いたとばかりにエンデが尋ねる。

「暴走していると言っただろう。最終段階のはずの実体化が部分的に行なわれているんだ。これはこれで才能なのかもしれないが」

　真希那は眉をひそめた。

「何か問題が？　最終的には全て実体化するんだろう？」

「グロウスフィアを再現されてもな。もっとコンパクトな方がいいんだ。それにこのままでは織原加奈子の手に余る。世界を食らい尽つくす大だい魔ま王おうなんぞを呼び出された日には収しゆう拾しゆうがつかなくなるぞ？」

　異世界グロウスフィアを舞台にした物語には破は滅めつの未来しかない。エンデにすれば望むところかもしれないが、それは真希那の嗜し好こうとは方向性が異なった。

「それはそうとこれが頼たのまれていた織原加奈子の資料だよ。重要そうなポイントには付ふ箋せんを挟んでおいたから」

　エンデは本棚を開くと冊子を取り出し、真希那に手て渡わたした。

「こういうところだけは親切だな」

　冊子を開きながら真希那が言う。

「ボクはいつだって親切だよ？」

「そういえば新入りがいただろう？　多た彩さいな精神操作能力に加えて因果律の操作までできるときている。実に羨うらやましい限りだ」

　エンデの言うことは聞き流し、真希那は話題を変えた。

「もにか君のことかな？　ポテンシャルは大したものだったんだけどね。人間に戻ろうとして初手で失敗してしまったよ。今ではその能力をほとんど失っている。残念なことだ」

「そうなのか？　彼かの女じよの能力なら人を思い通りに操るなど簡単なんだろうと思ってな。私の場合は運命を操るなどと豪ごう語ごしたところで、やっていることは地味な交こう渉しようや折せつ衝しようだ。やるせない」

「たかが女子高生一人を作家にするためだけに出版社を立ち上げるのが地味なんだ」

　呆れたようにエンデが言う。

「しかたがないだろう？　『異世界作家』の発動条件の一つが、本を出版することなんだから。まさか取次口座の開設にあれほど手間取るとは思わなかった」

　真希那は冊子をぱらぱらと流し読みして方針を固めた。

　携けい帯たい電話を取り出すと、自分で立ち上げた出版社に電話をかける。

「私だ。織原加奈子についてなんだが、プロットをいくつか提出していただろう？　あぁ、それだ。学園モノの方を進めてくれ。大魔王？　そっちは打ち切りでいいんじゃないか？」

「いや……それはさすがに乱暴すぎやしないか？　本に携たずさわるボクとしては心が痛いよ」

　横で聞いていたエンデが珍めずらしいことに口出ししてくる。

「わかったよ。打ち切りはともかくとして、学園モノを最優先で進めてくれ」

　エンデの言葉に配はい慮りよした指示を出して真希那は電話を切った。

　真希那のする運命操作とはこのようなものだった。対象の周囲の状じよう況きようを調べあげ、因果関係をエンデの資料から推測し、想定した結果になるように環かん境きようを整えていく。どうなるかはやってみるまでわからない。実際のところ思い通りにいくことはほとんどないが、真希那はそれを楽しんでいた。

「そういえばボクの忠告は考こう慮りよしてもらえなかったのかな？」

「ん？　坂木雄一か？　してるだろう。話し合いで済ませたんだから」

　この学校にくると決めたとき、エンデは坂木雄一に手を出すなと言ってきた。理由はわからないが、エンデを敵に回すのは得策ではない。それなりの配慮はしておいた。

「……まぁいいさ。どんな結果になろうがそれは君の選せん択たくだ」

　含ふくみのある言い方だ。エンデは雄一を気に入ってるのかもしれない。だが今の言葉を素す直なおに解かい釈しやくすれば、どんな結果になろうともエンデは関知しないということだ。ならば坂木雄一を始末したとしてもさほど問題はないはずだ。

　そんな話をしているうちに、馬鎧にも変化が発生し始めていた。

　こちらは人の鎧に比べれば随ずい分ぶんとわかりやすい。馬鎧のパーツがまるで馬を鎧よろう様に宙に浮いているのだ。

　その内側に、どこからか現れた赤黒い紐ひもが寄り集まって馬を形作る。馬を構成する器官の中で血管だけが突とつ如じよそこに現れていた。遅おくれてその内側に白い骨が現れ、血管と骨の間を埋うめるように筋肉が、内臓が生じていく。

　始まったかと思えば、それが皮ひ膚ふをまとい嘶いななくまではあっという間だった。

　馬の側には、鎧を着込んだ人の姿がある。こちらも同じような変化を経て復活したようだ。

「あいつはどうするかな。まぁ。せっかくやってきたんだ。せいぜい利用させてもらおう」

　真希那は、きょろきょろとあたりを見回している鎧のもとへ歩いて行った。

「さて、君は状況を把は握あくしているのか？」

「さっぱりだな。ここがどこかも、貴き殿でんが何者かもわからぬ。ただラザニア様が行方不明なことだけはわかっている」

　わからないと言いながらも堂に入った態度だった。

「空を見てみるといい」

　鎧の男は言われたように空を見上げる。

「城が逆さに……どういうことだこれは？　勇者どもの仕業か!?」

「あの城はこの世界から見れば狭はざ間まの世界にあるようなものだ。大魔王ラザニアがここにいるのかは知らないが見つけたとしても自力で戻ることはできないだろう。そこで提案がある」

　困こん惑わくする鎧の男に真希那は語り始めた。







第三章　もにかと愉ゆ快かいな仲間達たち







　屋上で雄ゆう一いち達と過ごした後、昼食を共にするのは断って加か奈な子こは自宅へ帰ってきた。

「ただいま」

　加奈子は家のドアを開けるが、応こたえるものは誰だれもいない。

　父と二人暮らし。しかしその父は仕事で忙しくほとんど家には帰ってこない。実質一人で暮らしているようなものだった。

　母は加奈子が中学生の頃ころにいなくなった。協議離り婚こんだった。

　原因は父にあると世間的には思われていた。あまりにも仕事で忙しく、家庭を蔑ないがしろにし続けていたからだ。

　死のうと思ったのはその頃だった。そして睦むつ子こに出会い加奈子は死ねなくなった。

　今日、加奈子は睦子の呪のろいを確認するために屋上へ行ったのだ。変な話ではあるがそれは勇気を出すためで、死ねない以上は頑がん張ばるしかないのだと思えた。

　自分の部屋に入り着き替がえて少し横になる。

　屋上で見かけたものがずっと気になっていた。

　あれがゼイルグランデ城ならそれは、異世界に通じる何かが開いたのだろうか。ならば喜ばしいのかもしれないが、気になるのはあれが加奈子の小説に登場するゼイルグランデ城ということだ。

　つまり幼い頃に見たことがあり、今も夢で見るゼイルグランデ城とは姿が異なっていた。本来のゼイルグランデ城は華か麗れいではあるがもっとシンプルだ。加奈子は小説の舞ぶ台たいとする際に塔とうの類たぐいを増やしていた。今日見た城にもそれがあった。わかりやすいのはひときわ高い白の塔と黒の塔だ。

　雄一には見えていないようだったが、愛子には見えていたようなので幻覚ではないらしい。

　あの逆さの城と、落ちてきた鎧が何を意味するのかをぼんやりと考えていたが、そうゆっくりもしていられないと加奈子は身を起こした。そんな曖昧模糊としたことに気を取られている余裕はないのだ。

　加奈子は台所に行くと昨晩の残り物を手早く炒めて食べた。部屋に戻ってきて机に向かいノートパソコンを起動する。

　先日出版したばかりの小説の二巻を書かなくてはならないのだ。間を置かずに刊行する予定だった。

　加奈子は原稿に没頭した。方針は固まっているのでそれに沿ってストーリーを書き進めていく。

　黙々とキーボードを叩いていた加奈子だったが、携帯電話の音で我に返った。

　慌てて出れば出版社の担当編集からだ。

『夜分遅くに申し訳ありません。今、お時間よろしいでしょうか？』

　そんな時間かと時計を確認すれば、いつの間にか日付が変わっていた。

「はい、そのなんでしょうか？　大魔王の二巻でしたら半分はできてますから、多分間に合うと思うんですけど……」

　催さい促そくの電話と考えた加奈子は先回りして答えた。痛くもない腹を探さぐられたくはない。

『その、申し上げにくいんですが、二巻はしばらく出ないということになりました』

　突とつ然ぜんの言葉に呆然となった。奈な落らくに落ちていくような心ここ地ちになる。

『もしもし？　もしもし？』

　その声はひどく遠くから聞こえるような気がした。

　昨今の出版情勢は厳しい。売り上げが芳かんばしくないようなら、簡単に続刊はできなくなる。知識としては知っていて恐おそれてもいたが、それは回かい避ひできたはずだった。

「あの……そこそこ売れてるって話でしたよね？　二巻のプロットにＯＫが出て、原げん稿こうも進めてたんですけど……」

　なんとか声を絞しぼり出すが、震えているような気がした。一巻は好調だと聞いていたのだ。続刊を前提にシリーズとして構成して欲ほしいと言われていた。

『あ、その、打ち切りと言うわけではないんです。しばらく出せないというだけで……』

「でも！　世の中そんなのばかりじゃないですか！　終わりとは明言してなくても、いつのまにか出なくなってる本はいっぱいあって……」

　思わず声を荒あららげる。気付けば頬ほおを涙なみだが伝っていた。ここまでこの作品に思い入れがあったのかと今さらながらに加奈子は自覚した。

『大だい丈じよう夫ぶです。続刊は保証します。ただ織おり原はらさんには別の作品も書いて頂きたいと思っているんですよ。プロットを何作か出してもらってますよね。その内の一つを先に出そうということになりまして』

　そう言われて加奈子は少し落ち着いてきた。

「……わかりました。それで別のプロットって、勇者が七分割される奴やつですか？」

『え？　そんなチャレンジングなプロットありましたっけ？　じゃなくて、学校が異世界に巻き込まれる奴なんですけど……』

「あの……それじゃないと駄だ目めですか？」

　それはあまり自信がないプロットだった。プロットがあるなら全部欲しいと言われて出した中の一つで、書くつもりはあまりなかったのだ。

『えぇ。社長はこれがいいと。私も基本的にはこのプロットでいいと思うんですが、ちょっと印象が弱いとも思うんで、主人公をもっと強くできないですかね？　主人公最強モノ、いわゆる俺おれtueee要素を入れられないでしょうか？　最近の流行なんですよ。やっぱりこれがないと売りにくいんですよね』

「はい、その……わかりました、考えてみます……」

　学園モノと主人公最強モノ。どちらも加奈子の苦手な分野だが、仕事の依い頼らいを無下にはできなかった。

『それでですね大魔王の代わりに十一月刊行を予定していますので、早さつ急きゆうに進めて頂きたいんですよ』

「……今九月になったばかりですよね？」

　軽く眩め暈まいがした。適当に書いたプロットしかない状態から一冊分を仕上げなくてはならない。諸もろ々もろのスケジュールを考えれば実質的な執しつ筆ぴつ期間は一月もなかった。

『うちも新興レーベルですから一定の刊行数は確保したいんですよね。少々無理があるお願いなのは重々承知してはいるんですが、そこはなんとか一つよろしくお願いします』

　加奈子は通話が終わっても携帯を握にぎりしめたまま呆然と立ち尽くしていた。

「どうしよう……」

　学園モノ。そう言われても学校のことや高校生のことをろくに知らない加奈子だった。
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　二学期二日目。

　雄一は珍しいことに睦子と一いつ緒しよに登校していた。

「ゆうくんが一緒に行ってくれるなんていつ以来かしら！」

　睦子はいつも以上にはしゃいでいるように見えた。

「少なくとも高校に入ってからはなかったな」

　姉と一緒に登校するなど恥はずかしい。それだけのことだったが、無む邪じや気きに喜んでいる睦子を見ていると意固地になりすぎていたかと思う雄一だった。

「一緒に登校して、友達に噂うわさとかされると恥ずかしいし！　ってことなのかしら！」

　どこかで聞いたような台詞せりふを喜々として睦子が言う。

「姉ちゃんと仲良く登校なんて高校生にもなってやってられるかよ」

「姉と弟が一緒に登校することの何が恥ずかしいって言うの！」

　睦子が胸に手を当てて大げさに憤ふん慨がいする。

「姉し弟ていだからってゆーよりは、姉ちゃんが恥ずかしいんだよ！」

　今も、周りの目を一いつ切さい気にしない睦子のテンションは注目の的だった。一々オーバーアクションで大声を出すのでとにかく目立つ。

「おはよう！」

　雄一がやっぱり姉ちゃんと一緒に登校するのはやめとけばよかったと考えていると、愛子が合流してきた。

　足あし下もとには犬の姿のネロが寄り添っている。昨日もそうだったが、学校まではネロが護衛することになっていた。吸血姫として不完全ながらも覚醒した愛子は闇やみの世界で注目されている。事情はわからないが命を狙ねらわれかねないと雄一は聞いていた。

「野の呂ろさん！　変なのが学校の上空に浮いてるのを見たんですって？　今はどうなのかしら！」

　出会って早々に睦子は昨日の話を持ち出した。

「今は……見えないですね。昨日もそうでした。学校の外に出て振ふり返ったら見えなくなってました」

　愛子は前方、学校の上空を見上げていた。

「とりあえず屋上に行ってみないとね！　昼休みに屋上に集合ね！　あ、ついでだから屋上で鎧よろいを囲んでお昼ご飯にしない？」

「どういう絵面だよ！　てか、昼休みの屋上ってそれなりに人がいるんじゃないのか？　鎧とか落ちてたら騒さわぎになりそうな気が……」

　だが騒ぎはそれ以前のところで起きていた。

　校門の前までやってきた雄一は、学校の敷しき地ちに入ってすぐの所に人が大勢集まっているのを目もく撃げきしたのだ。

　生徒達が空を見上げて言い合っている。嫌いやな予感がした雄一は足早に校門をくぐった。

「あれ！　なんか浮いてるよな！」

「何が？　頭おかしいんじゃねーの？」

「何？　私の頭もおかしいっての？　そこに何か浮いてるじゃない！」

「お前ら全員なにわけわかんねーこと言ってんだよ！」

　少し険悪な様子になっている。

　雄一も皆みなと同じように空を見上げたが、何も見えなかった。

「あ……やっぱり見えるんだけど……」

　隣にやって来た愛子が空を見上げている。

「すごいじゃない！　なんていうのかしら!?　逆さ城ってこと？　一応城じよう壁へきはあるようだけど、防衛に重きをおいていないような……建築様式まではわからないけど、城というよりは宮きゆう殿でんのようね。見た目重視って感じかしら？」

「へ？　……姉ちゃんには見えるのか？」

「えぇ!?　信じられないわ！　ゆうくんには見えないっていうの？」

　わざとらしくおちょくるように睦子が言う。

「くそっ！　なんだよ、この疎そ外がい感かん……」

　全員が見えているわけではないようで、校門のあたりにたむろしている生徒達も二分されていた。見えない生徒の方が多数派ではあるが、見える生徒の数も嘘うそや見み間ま違ちがいだと一いつ蹴しゆうできる程ほど少なくはない。

「一体何がどうなってるんだ……」

　雄一は目をこらし校舎の上空を見上げたが、やはり何も見えなかった。







　空に城が浮ういている。異常事態ではあるが、言ってみればそれだけのことであって、地上にいる生徒達への影えい響きようは一切ない。

　さすがに遅ち刻こくしてまで不思議な城にこだわりつづける生徒もおらず、混乱は自然と収束していった。

　校内でもそれなりに話題にはなっていたが、証しよう拠こを示しようがないとあってはどこまでも平行線だ。見える者も無む駄だだと諦あきらめ始めているようだった。

「坂さか木きくん、うちの店にくるっていう約束は？」

　教室の前では微ほほ笑えみをうかべる友とも美みが待っていた。教室でする話ではないのだろうと、愛子と友美を連れ立って人気のない階段の踊おどり場へ移動する。

「忘れてた、すまん」

　友美の一方的な約束は雄一の意識の外だった。昨日は愛子と一緒に別の店で食べて帰ったのだ。

「いや、なんかそれでもうこの話は終わったって雰ふん囲い気きを醸かもし出す、坂木くんすげーわ……」

　怒おこっていた友美だったが、雄一の態度に毒気を抜ぬかれたようだった。

「なんだろ、悪びれるようすもないっていうか」

　愛子までそんなことを言い出すのが雄一には心外だった。

「忘れてたのは仕方ないから、今日の部活が終わったら店に来てくれる？　あの話の続きを聞きたいし」

「わかったよ」

　念を押おすように言われて雄一はうなずいた。一度話し合っておくのもいいだろう。何か役に立つことを知っているかも知れないと考えた。







　昼休み。

　弁当を片手に雄一達は屋上へやってきた。

　雄一、睦子、愛子、奈な月つきの四名だ。

　屋上に入った瞬しゆん間かんに雄一は状況を把握した。昨日落ちてきたはずの鎧がどこにもない。まばらにいる生徒達も騒いでいる様子がなかった。

「ないね」

「ねーな」

　愛子の一言に、雄一も軽く応える。雄一は昨日鎧が落ちていた場所へ行き確かく認にんした。床ゆかは多少傷付いているが、何かが落ちてきたのだと強弁するほどの証拠にはならない。

「ないじゃない！　ここに落ちてたわけ？」

　睦子が落らく胆たんを隠かくそうともせずに言い、自分が悪いわけでもないのに雄一は何となく罪悪感にかられた。

「そうなんだけど、なぁ野呂。空に浮いてるのはそのままか？」

「うん……あれ？　なんか大きくなってるような……降りてきてる？」

　愛子が空を見上げて不思議そうにしている。

「武たけ内うちは何か見えるか？」

「何も」

　同じように空を見上げて奈月は言った。

「どういうことなんだ？　鎧は誰かが持っていったのか？」

　加奈子が言うには総重量三十キロの鎧らしいし、そんなものが落ちていて誰かが発見していれば騒ぎになっているはずだ。

「なるほど。騒ぎになっていないということは誰かがこっそりと見つからずに持って行った。そう考えるのが妥だ当とうね……けれど！　こうも考えられるわ！　鎧は立ち上がって夜の間に勝手にどこかに歩いていったのよ！」

　睦子が指を立て、言ってやったといわんばかりの顔になる。

「けれど、から先がうまくつながってねーよ！」

　そんな推理でいいならなんでもありだ。

「うーん、けどないとも言い切れないよね……」

　愛子も歯切れが悪い。鎧が歩く程度ならあってもおかしくないと思っているのだろう。

「朝のうちに騒ぎになっていて遺失物扱あつかいになってるとか？」

　奈月が冷静に指し摘てきする。朝は空に浮かぶ城が騒ぎになっていたので、鎧についての騒ぎは紛まぎれてしまったのかも知れない。

　だとしたら職員室に行けばわかるかも知れないが、鎧が落ちてませんでしたかとも聞きづらかった。

「落とし主が空から拾いに来たとか？」

　愛子はとりあえず言ってみたという様子だった。

「鎧が歩いてどっか行った。ってよりはまだましな推理だな」

　雄一はこの状況に漠ばく然ぜんとした不安感を覚え始めていた。







　放課後になり、雄一は部室に向かっていた。

　旧校舎に入ってすぐの、ギシギシと不安な音を立てる木製の階段を上って二階へ。そこから反対側の端はしがサバイバル部の部室だ。

　旧校舎は文化系クラブの部室棟として使われているが、他の部活について雄一はほとんど知らなかった。かろうじてサバイバル部の隣が新聞部だと知っているぐらいだ。

　相変わらず雑然とした部室に入ると、加奈子が一人で長机に突っ伏している。ぼんやりとしているのはいつも通りだが、どことなく気け怠だるげに見えた。

「織原さん、姉ちゃんは一緒じゃなかったんですか？」

「坂木さんはお友達に勉強を教えてあげてるみたい。すぐに来るって言ってたけど」

　雄一に気づいた加奈子が身を起こし言う。

「……姉ちゃん学校に友達がいるんですね……」

　雄一は軽い衝しよう撃げきを受けた。睦子におかしな友達がいるのは知っていたが、学校で一いつ般ぱん人じんの友達とうまくやれるとは思っていなかったのだ。

「なんか失礼なことを考えたでしょ。私も坂木さんの友達なのに」

　冗じよう談だんめかして加奈子が言う。

　加奈子は変人枠に入っているのだが、雄一はそれについては口をつぐむことにした。

「坂木弟くんこそ一人でどうしたの？　野呂さんと武内さんは？」

「あいつらは掃そう除じ当番なんで先に来ました。織原さん、その、何かあったんですか？」

　加奈子の前の席に座すわりながら言う。のほほんとした雰囲気の加奈子は、無表情な奈月とは別な意味で何を考えているのかわかりづらいのだが、今日は何かが違ちがうように思えた。

「ちょっと考え事かな？」

　加奈子が物もの憂うげな笑えみを見せる。雄一は話題を変えた。

「そういや昨日屋上で見た鎧がなくなってたんですよ。あれなんだったんですかね。織原さん鎧の種類みたいなの言ってましたよね？」

「重装鎧、胸甲騎き兵へいが装着するようなタイプね。胸甲とは言うけども、頭から膝ひざあたりまでを覆おおってるの。馬に乗って銃じゆうで攻こう撃げきするのよ。結局鎧をどれだけ厚くしても銃の攻撃力の方が上回ってしまったから、廃すたれてしまったんだけど」

　そう言われて思い出してみれば、確かに膝下部分の装甲がなかった。あれで一式そろっていたらしい。

「その、織原さんはどうして屋上に行きたかったんですか？」

　言おうとしなかったものを再度聞くのは失礼かもしれないが、雄一は気になっていた。

「死ねるようになってるかな、って思って」

　雄一は面食らった。まるで意図が読めない。

「ふふっ。弟くんなら驚おどろいてくれると思った。坂木さんならすぐにつまらないって言いそうだけど」

「その、理由を聞いていいですか？」

「そんなに難しいことじゃないの。私の小説、ネットで酷こく評ひようされててね。それで死にたくなって」

「……随分と短たん絡らく的てきですね……」

　どんな批評なのかはわからないが、メンタルが弱すぎやしないかと雄一は心配になった。

「でも、屋上に行ってみたら私には死ぬ勇気なんかないんだって再確認できて。で、ちゃんと頑張ってみようって思って」

　雄一はどんな顔をしていいのかわからなかった。高校一年生には手に余る問題だ。

「ねぇ。弟くんにお願いがあるんだけど」

　少し間が空いたところで、加奈子がおずおずと言い出した。

「また屋上ですか？」

　前回も雄一はこんな感じでお願いされていた。

「ううん。今度は街中なんだけど、取材に一緒に行ってくれないかな？」

「それはいいですけど、織原さんの小説ってファンタジーでしたよね？　街って関係あるんですか？」

「それが……大魔王の続きはすぐに出せなくなっちゃって……」

　先ほどから様子がおかしかったのはそのせいなのかと雄一は察した。

「その、打ち切りって奴ですか？」

　またもや聞きづらい話だった。

「理由をはっきりとは言ってくれないの……でも、別のプロットの話を先にやってくれないかって言われて……学園モノと俺tueeeでやってくれって……だから街の取材に行こうと思ったの。私、あまり街を出歩いたことがなかったから、普ふ通つうの高校生が行くようなところがよくわからなくて」

「いいですけど……彼かれ氏しと行けばいいんじゃないんですか？」

　これだけ可か愛わいければ彼氏ぐらいいるだろうと雄一は自然に考えていた。

「彼氏なんていないよ？」

　意外なことを聞かれたという様子で加奈子が答える。

「え？　そうなんですか？　もてそうに思えますけど」

「私、産んだ子供を愛せるかどうか自信がないから……」

「話かなり飛ひ躍やくしてませんか!?」

　一いつ瞬しゆんどういうつながりなのか雄一にはわからなかった。

「え？　でも付き合うとなるとそれは結けつ婚こんを前提としてると思うし、そうなれば子供が生まれるのは当たり前だから」

　雄一は返答に困った。説明されるとわかる気はするが、一いつ般ぱん的てきにはそこまで覚かく悟ごして付き合い始めるわけでもないだろう。

「えーと、別に街を見に行くぐらいは構いませんよ」

　返答に困った雄一は話を元に戻もどした。部活の先せん輩ぱいの頼みだし街に遊びに行くぐらいは問題ない。

「ほんと！　じゃあ今度の日曜日でいいかな？」

　実に嬉うれしそうに加奈子が手を叩たたいて喜ぶ。先ほどまでのちょっと重苦しい話がなかったかのような態度だ。

「わかりました。街ってどこにいくんですか？」

　学校近くの繁華街に行くことになり、加奈子とは昼頃に駅の中で待ち合わせることになった。

「そういやさっき俺tueeeって言ってましたけど織原さんの作風ってそうなんですか？」

　まだ他の部員はやってこない。雄一は先ほどの話題で気になったことを聞いてみた。

　加奈子を外見だけで判断するなら、ファンタジーでももっと穏おだやかな話を好みそうに思えたのだ。

「その、担当さんに今の流は行やりだから主人公最強要素は入れるべきだって言われたの。それでちょっと困ってるんだけど……あ、バトルとかが嫌きらいってわけじゃないのよ」

「そりゃ、わかりますけど」

　戦国時代やら武装やらにあれだけ詳くわしいのだから嫌いなわけはない。

　この話の流れで加奈子の小説に触ふれないわけにはいかず、どうしたものかと考えていると突然部室のドアが勢いよく開いた。

「俺tueeeの話ならまかせて！」

　そういいながら睦子がずかずかと入り込んでくる。

「唐突だな！　なんでその話してたって知ってんだよ！」

「部室の様子は常にモニターしているもの！　部室に限らず学校内の主要施し設せつはチェックしているわ！」

「あぁ……確かそんな話あったよな……」

　愛子の兄である京きよう夜やが学校を占せん拠きよした時に、睦子が学校の様子をモニターしていたことを思い出した。どう考えても犯罪だが、睦子の遵じゆん法ぽう意識は低いので何を言っても無駄だ。

「さて！　俺tueeeについて何か聞きたいことでも!?」

　定位置であるホワイトボードの前に立った睦子は無駄に堂々と言い放った。

「いや……別にねーけど」

「なんで！　さっきまで織原さんといちゃいちゃしながら語ってたのに！」

「いちゃいちゃとかしてねーよ！」

「うそ！　子供を産むとかそんなことを言ってたし、このまま部室で事に及およぶのかとドキドキしてたのに！　私はゆうくんの相手が織原さんなら特別に許してもいいかと……」

「姉ちゃんの盗とう聴ちようシステムの精度疑わしくねーか!?　そんなこと言ってねーよ！」

「ま、まぁいいわ！　とにかく！　俺tueeeに一家言のある私としては、昨今俺tueeeとされている物語に対して一言では語り尽つくせない思いを秘ひめているわ！」

　睦子がごまかすように強い口調で言い始めた。

「俺tueee原理主義者だとか言ってたっけ？」

　睦子はとにかく主人公最強を追い求める主義らしいとは聞いていたが、他にどんな主義があるのかを雄一は知らない。というか知りたいとも思っていない。

「そう！　最近のラノベなんかでは俺tueee要素がないと売れないなんて言われていて、それに対して愚ぐ痴ちを言っているラノベ作家なんてのもいるらしいんだけど、俺tueeeを最後までやりきってる物語なんて滅めつ多たにないのに、何言っちゃってんの、こいつ!?　とか私は思っているわ！」

「そうなのか？　そんなのばっかだって聞いたことあるけど」

「全然だめ！　最初はね、俺tueeeで始まっても絶対に最後までその調子ではいけないわ！　結局同格のライバルがあらわれたり、格上のラスボスが出てきたり、葛かつ藤とうしたり、困難に直面したりするのよ！　そうじゃなかったとしても、暴力ヒロインの尻しりに敷しかれたりとかそんなことでバランスを取ろうとしちゃったりするのよ！」

「そりゃ……ずっと強いままなんてメリハリなくてつまんないんじゃねーの？」

　出てくる敵は全て瞬殺。どんな問題もあっさり解決して、悩なやみもしない完かん璧ぺき超ちよう人じんが主人公であれば、その物語は実に平へい坦たんなものになるだろう。

「そう！　そう思っちゃうのよ！　物語作家って人達は！　けどね！　私はそんなものを求めてないの！　とにかく終始tueeeしててくれ！　って思うわけよ！　そしてこれは決して少数派の意見ではないわ！」

「そうね。大たい抵ていの作家が話に起き伏ふくを作ろうとするのは本当だと思うわ。坂木さんに薦すすめられたから主人公最強でお話は考えてはみたんだけど、結局それだけだと行き詰づまっちゃったの。だから主人公の所属する魔ま王おう軍が最強って言う群像劇的なものになっちゃったし」

「軍団tueeeものね！　けどそれはそれで俺tueeeとしては逃にげだと思うのよ！　俺tueeeの俺は単独主人公を指すと思うわけ！　逃げてるって意味では最近流行の教官ものもそうね！　これもtueeeとしてはどうかと思うわ！」

「どうかと思うわ！　って言われても知らねーよ、そんなもん」

　当たり前のように言われても困るが、睦子は終始こんなものなので雄一としてはもう諦めている。気持ちよく話をさせていればいいのだ。

「最強主人公が落ちこぼれ達を鍛きたえ上げるって話よ！　主人公は最強でありながら、成長要素は落ちこぼれに分担させるというハイブリッド！　俺tueeeの単調さに対するカンフル剤ざいとしての役割を期待されているわ！　それに主人公が教え導く側なのは単純に優ゆう越えつ感かんがあっていいしね。上から目線っていうのかしら！」

「カンフル剤って言葉が言いたかったんだな……」

　微び妙みように使い方が違うような気がする雄一だ。

「でもね！　結局中ちゆう途と半はん端ぱなのよ！　最強主人公なら、弟で子しを鍛えるとかまどろっこしいことしてないで、全部主人公が片付けなさいよ！　主人公が全部片付けられるのに、たらたら育成なんてやってるとしたらただの茶番だし、片付けられないならそれは最強でもなんでもないわ！　そう私は思うの！」

　バン！　と睦子はホワイトボードを叩いた。

「そりゃ身もふたもねーだろ……」

　雄一が呆あきれていると、ドアが開き愛子と奈月がやって来た。

「あ、皆そろったようね！　じゃあ今日はついでだから俺tueeeについてやることにするわ！　まずは俺tueee作品で絶対にやっちゃいけないこと、泣きダッシュからね！　これは読者の期待に対する裏切りでしかないわ！」

「はい？」

　唐突な話に、着席した愛子が首をかしげた。







　部活を終えた後、雄一は愛子と奈月を連れて学校の裏門を目指していた。

　普ふ段だんから裏門を通る者はほとんどおらず、今も雄一達以外の姿はない。なので門の向こう側で小学校の制服を着た女の子、もにかが待ち構えているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「やっほー、お兄――」

　手を振りながら何かを言いかけたもにかの身体が門の陰かげに消えた。

　白い手が門の陰から伸のび、もにかの身体を掴つかんで引っ張り込んだのだ。

「へ？」

　愛子が間ま抜ぬけな声を上げる。

「あー、心配しなくてもいい」

　雄一はそのまま歩いて学校の敷地を出た。門の陰を見れば、もにかのこめかみを左右からはさみこんで、ぐりぐりと痛めつけている依より子こがいる。二人の足下には犬の姿をしたネロが、我関せずと座り込んでいた。

「坂木くんが慌てなかったのは妹だからなんでしょうけど、冷静に考えるとあの距きよ離りで少ししか見えなかった腕うでだけで妹だと判断した坂木くんがちょっとキモいわ」

　隣となりに来た奈月がいつもと変わらぬ冷たい目で雄一を見る。いつもと同じはずなのにそこには若じやつ干かん軽けい蔑べつがこめられている気がした。

「武内……その解かい釈しやくには悪意がないか？」

　依子に限らず、睦子でも愛子でも奈月でもわかると言い訳したくなった雄一だが自重した。おそらくやぶ蛇へびだ。

「坂木くんがキモいシスコンだとしても私は受け入れられる。心配しないで」

「そんな心配はしてねーし、俺はシスコンじゃねーよ！」

「自覚がないあたりたちが悪いわね。でも大丈夫。人目を憚はばかる性せい癖へきが世間に詳つまびらかになって散々に嫌われたとしても、私は見捨てないから」

　まるでそうなって欲しいとでも言わんばかりだった。

「あの、依子ちゃん、なにしてんの？」

　遅おくれてやってきた愛子が心配そうに声をかける。

「ただ小学生ってだけで、兄のことを気軽にお兄ちゃんと呼ぼうとするなんてひどい罪悪だと思いましたので、罰ばつを与えているところです。兄のことをお兄ちゃんと呼んでいいのは実の妹である私だけの特権ですから。その権利をないがしろにされそうになった私の対応としてはひどく穏おん当とうなものだと理解して下さい。もちろん、もにかが兄のことを普段は雄一と呼び捨てにしているのは知っていますし、そのことについても複雑な思いはあるのですがそれについては兄が許容していることですので不問としています。けれども、わざわざ兄のことをお兄ちゃんと呼ぼうとしたのは紛れもなく私への嫌がらせですから、それに対する意い趣しゆ返しの意味が多少込められているのは致いたし方ないと思うのです」

　そう言う間ももにかを痛めつづけている依子だ。拳こぶしを作り、中指を少し出した中高一本拳で左右から頭をはさみこんでいる。

「多分、もう二度とやらないと思うから離はなしてあげてよ」

　愛子が苦く笑しようしながら言う。

「別に野呂さんに言われたからじゃありませんけど、このぐらいにしておきましょうか。あまりやりすぎて兄の顰ひん蹙しゆくを買っても困りますし」

　依子がぱっと両手を左右に広げると、もにかはその場に崩くずれ落ちた。

「あ、あんた！　小学生相手によくもまぁ、ここまでやれるもんね！」

　すぐに立ち上がったもにかが威い勢せい良く文句をたれる。

「へぇ？　見た目だけって聞いてましたけど？　実じつ年ねん齢れいだと兄と変わらないらしいじゃないですか。もにか先輩」

　その呼び方に敬意など存在せず、ただあざけっているようにしか聞こえない。

「いいのよ！　私は何もかもが解決したら小学生からやり直すんだから！　心も身体もいつまでも小学生なのよ！」

「ぷぷっ。どこ向けのキャラ作りなんですか？」

　依子はわざとらしく口に手を当てて笑った。

「あぁ、もう！　こいつむかつく！」

「店に集合って言っただろ？　なんでここにいるんだよ？」

「依子を見かけたからおちょくろうと思って、で、このざまよ！」

　もにかはキレ気味だったが、自じ業ごう自じ得とくだと思ったのかすぐに落ち着きを取り戻した。

「で、その店って大だい丈じよう夫ぶなの？　また襲おそわれても困るからあまり人がいないところがいいんだけど」

　今回はもにかが招集した集まりだが、集合場所は雄一まかせだった。

「襲われない保証はないけど、客ならいないから大丈夫だろ」

　友美が聞けば文句の一つも出そうなことを雄一は言う。

　一同はすぐ近くにある中ちゆう華か料理店ニーハオ・ザ・チャイナに向かった。







　ニーハオ・ザ・チャイナの店内は相変わらず薄うす汚よごれた雰囲気だった。掃除はちゃんとしていると友美は言っていたが、それも少し怪あやしいと雄一は思う。床は油のためか滑すべりやすくなっているし、テーブルの調味料置き場は垂れた調味料で汚れたままだ。

　店内には珍めずらしいことに先客がいたが、それは顔見知りの相手だった。

「よぉ！　ひさしぶりじゃねーか！」

　円テーブルについていた少年が立ち上がった。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで外国人めいた容よう貌ぼうの少年だ。名は茨いばら木き京きよう四し郎ろう。頭上には『茨木童子』とあるように鬼の類いだ。

　先祖は渡と来らいしてきた西洋人らしいが、本人は日本人だと言い張っていた。

「なんでお前がここにいるんだよ？」

　あからさまに残念そうな顔で雄一は尋ねた。

「もにかを預かってる俺おれはこの件に関係あるよな？　なんで呼ばれねぇの!?」

「呼んだぞ？　心の中で」

　あからさまに適当な様子で雄一は答えた。

「お前エスパーなの!?　ケイタイっていう文明の利器知ってる!?」

「お前の番号知らねーし」

「お、じゃあ交こう換かんしようぜ！」

　憤いきどおっていたかと思えば、茨木はそそくさと携けい帯たい電話を懐ふところから取り出し始めた。

「やだよめんどくさい。お前に連絡するときは式神とか使うから」

「そっちの方がめんどくせーだろ！　ってそんなもん使えんのか？」

「今から勉強する」

「お前、俺に連絡する気まるっきりねーだろ！　つーか、この集まりはもにかが主しゆ催さいしてんだよな？　なんで俺ハブられかけてんの？」

　もにかは鬼の集落に匿われていた。カフェで襲撃されたことからもわかるようにもにかは何者かに狙われている。そこで雄一は行く当てのないもにかを茨木に預けることにしたのだ。

　なので雄一が連絡しなくても、茨木はもにかが連れてくるものだとばかり思っていた。

「え？　あんたは関係ないかと思って」

　雄一の隣でもにかはきょとんとした顔をしていた。世話になっているはずなのにひどい言い草だ。そういうことなら、茨木はもにかの電話を盗み聞きしてこの店を知ったのだろう。

「そんなことかと思ったから心の中で呼んだことにしといたんだよ」

　少し可哀想に思った雄一は慰なぐさめるつもりで言った。

「それでありがとうとか言うと思うなよ!?」

　さすがに茨木もこれでは納なつ得とくしなかった。

「いつまでも入り口で立ち話されるのも迷めい惑わくなんですけど？　お客さん入ってこられないでしょ？」

　そう言うのは渋しぶい顔をしたチャイナドレス姿のウェイトレス、浜はま崎さき友美だった。

「いや、他に客がこないと思ったからこの店にしたんだけどな」

　友美に促うながされて雄一達は、茨木が陣じん取どっていた円テーブルに着席した。雄一から時計回りで愛子、奈月、茨木、もにか、依子という席順だ。もちろん他に客はいない。

　もにかと依子は席についた瞬間から、メニューを取り合って騒さわぎ始めた。

「もにかとよりちゃんも結構仲いいよな？」

「うーん、どうなんだろ？　まぁ悪くはないと思うんだけど」

　愛子は苦笑気味に答えた。

「いやぁ、六人も来てくれるとはねぇ」

　トレイに水の入ったコップを乗せた友美がにこやかにやって来た。

「客がどうとか言ってたけど貸し切りにできるか？」

　これからここでするのは人には聞かれたくない類たぐいの話だった。

「前もって言わないあたり随ずい分ぶんと舐なめられてる気がするんだけど……六人の確実な客と来るかどうかわかんない客を天てん秤びんにかければ……わかったわよ」

　友美はわざとらしく苦く渋じゆうしてみせる。

　友美が各自の注文を聞いて厨ちゆう房ぼうに向かったところで、もにかが立ち上がった。

「さて！　神じん器ぎ争そう奪だつ戦せんを攻こう略りやくするためのもにか軍団が集まったわね！」

　もにかが円テーブルにそろった面々を順に見ていく。

　この場に集まったのは六名。

　殺さつ人じん鬼きの奈月。鬼の茨木。吸きゆう血けつ鬼きの愛子。アウターのもにか。

　ただの中学生の依子と、高校生の雄一だ。

　外で待機している人狼のネロは愛子の戦力と考えればいい。

「バランス悪っ！　なにこのパーティ！」

　もにかが目前のもにか軍団とやらにつっこんだ。

「知るかよ。それにこの構成になったのは随分前だろ」

　雄一は呆れたように答えた。今さらそんなことを言われても困る。

「こっちの手て駒ごまでまともに使えそうなのが鬼と殺人鬼ぐらいってどうすりゃいいのよ！　ただの中学生とかなんの役に立つの!?」

「もにかよりは役に立つと思いますけどね」

　依子がつまらなそうに言う。

「ネロは役に立つんじゃないかなぁ」

　自分は役立たずとわかった上で愛子が言う。

「とりあえず戦せん闘とうは雄一がいりゃどうにでもなるんじゃねーのか？」

　雄一に負けたことのある茨木が言い、同感なのか奈月がうなずく。

「ま、まぁいいわ！　とりあえず今後の方針とか決めていこうじゃない！」

「はーい！　すとーっぷ！」

　料理を持ってきた友美が会話に割り込むように円テーブルを叩いた。

「浜崎、その態度はウェイトレスとしてどうなんだよ？」

　友美の職業意識のなさに雄一は呆れた。

「なんで私抜きで話し進めてんのよ！　夏休みの話を聞かせてくれるんでしょ？」

「この人は？」

　不思議そうな顔でもにかが聞いてくる。店員だとしか思っていなかったのだろう。

「名前は浜崎友美。いわゆる事情通っていうのかな。世界観がどうとやらも俺はこいつに聞いたんだよ。だから今回の件でも何か役に立つかもしれない」

「わかった。雄一が信しん頼らいしてるならそれでいい。けど私たちの話を聞くなら仲間になってもらうけどそれはいい？」

　もにかが念を押おす。

「私個人は仲間になるのはＯＫ。けどニーハオ・ザ・チャイナとしては中立を保つけどそれでいい？」

「それはなんか違うのかよ？」

　雄一は聞いた。念押しするようなことかと思う。

「まぁ、お父さんの力を当てにしないでね、ってぐらいかな」

「元々そんなつもりはねーよ」

　友美に関しては頼たのみもしないのに首をつっこんできたからで、無む闇やみに仲間を増やすつもりはない。今のメンバーでも多いと思っている雄一だ。

「じゃあ、トラックが突っ込んできた話の続きを聞かせてよ。あの後に色々あって、こうやって集まることになったわけなんでしょ？」

　友美は興きよう味み津しん々しんでテーブルに乗り出している。

　状況を整理するために、皆みなの前で話しておくのもいいかもしれない。

　雄一はカフェで起こった出来事の続きを語り始めた。
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第四章　夏休みのことを今さら語ろう







　崩ほう壊かいしたカフェ。突っ込んできたトラック。そこから降りてきた『不死者（９）』を冠かんする血まみれの巨きよ漢かん。

　背後には愛あい子こともにか。足あし下もとには犬の姿のネロ。

　呆然としていた店員や客達たちもゆっくりと状況を把は握あくし始めている。ざわめきが広がり始めていた。

　巨漢は先程サイドミラーを投げつけてきたが、それ以来動くそぶりがない。おかしな方向に曲がった右手を顔の前に持っていき確認していた。攻撃が当たらなかったのはそのせいだと思っているのだろう。

　巨漢の体は治りつつあった。

　血まみれではあるが、すでに血は止まっていた。胸は大きく陥没していたが、ゆっくりと膨らんで元に戻ろうとしている。全身に突き刺さっていたガラス片も、傷が治りぽろぽろと抜け落ちていた。

　店内は妙みような均きん衡こう状態に陥おちいっていた。雄ゆう一いちたちが動かないなら巨漢はこのまま完治を待つつもりだろう。もうしばらくはかかりそうだが、雄一も手をこまねいてはいられない。

「おい。あいつが何者かわかるか？　不死者らしいんだが」

　雄一は巨漢に視線を向けたままもにかに尋ねた。

　文字の括かつ弧こ表記が数字というのはこれまでにないパターンだった。『獣人（牛）』のように種類が出ていたことはあるが、それとは異なるように思える。

「知る限りで一番やばい奴やつが来ちゃった……」

　もにかが絶望的な顔でぼそりとつぶやく。

「手短に説明してくれ」

「不死身で怪かい力りきで未来が見える神殺し」

「詰つめ込みすぎだな」

　聞いてはみたもののよくわからなかった。

「狙ねらわれる心当たりは？」

「さっき言ってた秘宝を巡めぐる争い！　ねぇ？　どうしたらいいと思う？　私もうこれで終わりっぽいんだけど！」

「さっき自分は不死身だって自じ慢まんげに言ってなかったか？」

　雄一の手を掴み、もにかががくがくと震ふるえている。

　雄一は人のいなくなった店内で、これからどうするかを考えた。

　まずは逃げる。戦うとしてもこの場ではまずい。

　だがここはターミナル駅からほど近い繁はん華か街がいだ。戦うのに都合のいい、人ひと気けのない場所など簡単に思いつかなかった。

「野の呂ろ！　少し離れてるんだけど、運動公園わかるか？」

「うん、わかると思うけど」

　少し自信なげに愛子が返す。

「先に行っててくれ。俺も後から行く」

　まずは愛子の安全を確保する。ネロがいれば大抵のことは大丈夫だ。

「え、でも」

「いいから。信じてくれ」

「わかった」

　うなずいた愛子が崩れた壁かべを乗り越こえていく。ネロは言われなくとも勝手に愛子の後ろについていった。

　雄一は巨漢を注視していた。愛子を追って動くようなら牽けん制せいしようと思っていたのだ。だが巨漢は動こうとはしなかった。

　愛子が狙われている可能性は消えた。こいつはもにか以外はどうでもいいのだろう。

　巨漢は身体の各部を確かく認にんするように動かしていた。

　余よ裕ゆうの態度だ。

　巨漢は何も気にしていない。これだけの騒ぎを起こしていながらそれを気にする素そ振ぶりがまるでないのだ。

　雄一も傍ぼう若じやく無ぶ人じんな敵と戦ったことは幾いく度どとあるが、大勢の人がいる街中に突とつ撃げきしてきてここまで堂々としている相手は初めてだった。

　完全に再生したのか、巨漢がゆっくりと手を伸ばす。

　何をしようとしているのか雄一はすぐにわからなかった。

　巨漢がトラックの歪ゆがんだドアに手をかける。次の瞬しゆん間かんにそれは引きちぎられていた。

　あまりにも無造作な、紙でも破るような動きにはまるで現実味がない。

　雄一は咄とつ嗟さにもにかを横よこ抱だきにして走り出した。

　巨漢がドアを投げつける。

　唸うなりを上げて飛んだ鋼鉄のドアは、カフェの壁に空いた穴をさらに大きくして外へ飛んでいった。

　絶ぜつ叫きようが巻き起こった。

　血の惨さん劇げきを尻しり目めに雄一は、カフェを飛び出していた。

　事故現場の写真を撮とっていた野や次じ馬うまが肉につ塊かいと化している。最悪の事態だが今は気にしていられなかった。

「やばすぎる！　こいつ何も考えてねぇ！」

「無理無理無理！　無理だって！　なにこれ！　もういやぁ！」

　雄一は夕闇が迫りつつある表通りを闇雲に駆けた。行く当てはまるでない。焦燥感ばかりが増していった。

「くそっ！　これならあの場で無理矢理片付けて――」

　だが後こう悔かいする暇も敵は与えてくれない。

　雄一は背後から迫せまる何かをサイドステップで避さけた。

　先ほどまでいた空間をカフェのレジが貫つらぬいていく。それは前方を走っていた車にめり込んだ。

　異様な音を立てて車が回転し、後続の車はよけきれずに玉たま突つき衝しよう突とつしていく。道路は一瞬にして大混乱に陥った。

　やはり狙いはもにかで間ま違ちがいない。そしてトラックでの襲しゆう撃げきからわかるように、巨漢は周囲への被ひ害がいを全く考えていなかった。

「ちくしょう！　人が多すぎる！」

　このまま雑ざつ踏とうを駆け抜けていては、被害が無む尽じん蔵ぞうに拡大していく。

「そこ！　その道を右！」

　もにかが叫さけびと共に路地を指差す。雄一はその言葉にすがった。考え無しに動くよりはもにかの言葉を信じたほうがましだと思ったのだ。

　走る勢いそのままに細い路地に飛び込む。またもや何かが側を通り抜けていき、破壊音が響ひびき渡わたった。

　路地に入った途と端たんにまるで別世界にでも迷い込んだかのように人気が途絶える。

　雄一はもにかを横抱きにしたまま、薄うす暗ぐらい路地を駆け続けた。







　雄一は小休止のために、抱かかえていたもにかを下ろした。

　複雑に入り組んだ路地を無む作さく為いに選んで走ってきた。多少の余裕はあるはずだった。

「もう大丈夫。って顔じゃねーよな？」

　距離は稼かせいでいる。街中では足あし跡あとを追うのも難しいだろう。だがもにかの顔は暗い。

「その……狙われたのはこれのせいだから……あいつはどこまでも追ってくると思う……」

　もにかが丸い物を取り出して、おずおずと雄一に見せる。

　雄一は軽く驚おどろいた。それが人の眼球のように見えたのだ。だがすぐにそれが作り物だとわかった。

「ガラス玉か？」

「これは邪じや神しんの右目。さっき言ってた奪うばい合ってる秘宝、神じん器ぎってやつ。で、あいつは邪神の左目を持ってる……ってちょっと！　ちゃんと聞いてる!?」

「あぁ、聞いてるよ。けど、悠ゆう長ちように話してる場合でもなさそうだな」

　雄一は微かすかに響く足音から巨漢の気配を感じとっていた。まだ距離はあるが確実にこちらへ向かってきている。

「神器は不定期に共鳴するの。共鳴している間はお互たがいの位置がわかる。だから私の位置は筒つつ抜ぬけってわけ」

「だったら、それを捨てりゃいーんじゃねーのか？」

　それが一番手っ取り早くこの状況を切り抜ける方法だろう。

「駄だ目め！　そしたらもう終わりだもん！」

　思った以上の反発だった。この状況でも捨てないなら、もにかはこれに命をかけていることになる。

「わかった。とりあえずそれは俺が預かるってことでいいか？　最悪の場合二手にわかれて俺が奴を引きつける」

「わかった。持ってて」

　もにかは素す直なおに目玉を渡してきた。

「言っといてなんだけど、いいのかよ？　大事なもんなんだろ？」

「うん。雄一のことは信用してる。私なんか見捨てたっていいのに、ここまで一緒に逃げてくれたし……」

　素直にそう言われると少し照れくさい雄一だった。

「で、これって使い方とかあるのか？　こっちもあいつの位置がわかるんだろ？」

　雄一は受け取った目玉をのぞき込んだ。共鳴中らしいが、それとわかるような特とく徴ちようは無い。

「使用済みだから無理。それは人の身体に寄生するものなんだけど、一度適合するとその人以外には使えなくなるの」

「てことは一方的に狙われるだけってことか？」

　雄一は眉をひそめた。こちらばかりが不利な話だ。

「適合者を殺せば初期化されて使えるようになる。けど、私はそんなことしたくない。能力は使えないけど集めるだけならそれでいいはずだから」

　その態度に雄一は共感できた。神器の奪い合いが、殺し合いなら今後の協力はできないと考えていたところだ。

「共鳴ってのはいつまで続くんだよ？」

「邪神が満足したら……かな。何か決着がつけば共鳴は終わると思うんだけど……」

「そんな適当なもんなのか？」

「これは神器争奪戦っていう物語だから、何かキリのいいイベントが起これば終わるはずなんだけど……」

「他の奴等の争奪戦がどこかで勝手に決着がつく……って考えるのは虫のいい話だよな」

「だけど他にどうしたらいいの？　共鳴が終わるまで逃げ続けるしかないじゃない……」

　だが共鳴の終わりをもにかは認にん識しきできない。どこまでも逃げ続ける絶望的な道行きを想像したのか、もにかの声は沈しずんでいた。

「聞かせろよ。あいつのこと知ってるんだろ？」

　このままでは埒らちが明かない。雄一はこの路地で終わらせる決意を固めた。

「戦うつもりなの!?」

「ここでけりをつける。これ以上逃げても意味はないだろ？　戦うかはともかく、もにかの知ってることが何かのヒントになるかもしれない」

　幸いここに人はいない。あの男が暴れても被害は最低限に抑おさえられるだろう。

　納得したわけではなさそうだったがもにかはぽつりと語り始めた。

「……まず人間じゃない。不死身なのはあいつの元々の性質ね。起源不明な妖よう怪かいだけど人の魂たましいを食べるの。そして食べることで命をストックしていく」

「ソウルリーダーで見たら数字が出てたんだけど、もしかしてそれか？」

『不死者（９）』と表示されていた。その数字が命のストックなのだろう。

「多分ね。ストックが尽きるまであいつは死なない。そしてものすごい怪力。だからただ殺すだけでも無理な話なんだけど、さらに邪神の左目で未来視の力も身につけた……どう？　やる気出て来た？」

　おどけるようにもにかが言う。どこかやけくそぎみだ。

「未来視ってなんだよ？」

「そのまんま。敵がどう動くかがわかるの。アウターの天敵ね。アウターは簡単に言えばすごく運がいい存在。だけど未来がわかる相手だと運じゃどうしようもないでしょ？　だから神殺しとも言われてる」

「でも結局攻こう撃げきは当たってないよな？」

　何度か投とう擲てき攻撃を受けているが、雄一は全てかわしていた。

「一対一でしか使えないのよ。一人の未来しか見えないから、二人以上いると結果が不確定になる。私だけならもう死んでると思う」

「不死身で怪力で未来が見える……ね。ま、一つずつ対処していくしかないだろうな」

　雄一はもにかの説明を気にした様子もなく歩き始めた。

「どうするつもりなの？」

　雄一の態度にもにかが怪け訝げんな面おも持もちになる。

「そうだな、そっちがちょっと広くなってたから――」

　歩きながら雄一は、おかしなことを言っていると気付いた。

　――なんだ？　見覚えがある？

　こんな所に来たことはないはずだ。

　だが雄一は知っていた。この先を左に曲がれば少し開けた場所に出る。そこには地下に向かう階段があって、古びた喫きつ茶さ店てんの入り口になっているのだ。

　雄一は確認するために先を急いだ。

　路地を折れた雄一が見たのは、想像通りの光景だった。

　行き止まり、階段、喫茶店の入り口。知らないはずの、だが見覚えのある光景がそこにある。

　雄一は振ふり返って、ついてきているもにかの顔を見た。

　先ほど思い出した光景の中にもにかもいたような気がしたのだ。

「もしかしてここで会ったことがあるのか？」

「うん。でもその話は後にしない？　今はそれどころじゃないと思うけど」

「そうだな。とりあえずもにかは階段の下にでも隠かくれててくれ」

　雄一は奥へ、喫茶店に続く階段の前まで歩いた。そこで振り返り路地の入り口を見る。陽は大分落ちているはずだが思ったよりも周囲は明るかった。裏通りの怪しげな店の窓からこぼれる明かりが、あたりを照らしているのだ。

　もにかは雄一の指示通りに階段を下り、顔だけを出してあたりの様子を窺っていた。

　足音が近づいてくる。やがて袋ふくろ小こう路じの入り口に男がやってきた。

『不死者（13）』

　数が増えている。ここに来るまでに死者の魂を喰くったのだろう。

　男の怪け我がは完治しているようだった。一いつ瞬しゆんで治るほどでもないが、それなりに治ち癒ゆは早い。雄一はその体質への対たい抗こう手段を頭の片かた隅すみで考え始めていた。

「話し合いでどうにかならないか？」

　無駄だと思いつつも雄一は聞いた。

「……そうじゃねぇだろ？」

　男が口を開いた。初めて聞くその声は重く低い。そして苛いら立だちを多分に含ふくんでいた。

「泣きわめけよ！　叫んであがいて、小便ちびって命いのち乞ごいをしろや！　何すかしてやがる！　俺はそんなもん見たくもねーんだよ！」

　男が激げき昂こうし叫ぶ。

「話が通じる気配が微み塵じんもねーな……」

　要するにこいつは力を振りかざすチンピラのようなものだ。

　雄一は何を言おうと無駄だと判断し、戦う覚かく悟ごを決めた。

　男は怒いかりに満ちた眼で雄一を睨にらみ付け、無造作に近づいてこようとし、そしてぴたりと動きを止めた。

　雄一は戸と惑まどった。

　想定外の動きだったからだ。そこで立ち止まる意味がない。

　男が喀かつ血けつした。

「え？」

　男の胸から何かが飛び出す。先せん端たんが鋭するどく尖とがった金属質の何か。血に濡ぬれたそれが剣けんの切っ先だと気づくのに雄一は多少の時間を要した。

「共鳴で敵の位置がわかるのは全員だってのに油断しすぎだなぁ」

　心臓を貫かれた男が前へ倒たおれていく。背後に立っていたのは高校生ぐらいの少女だった。

　キャミソールにショートパンツという、夏らしい格好のどこにでもいそうな少女だったが、前に伸ばした右みぎ腕うでだけが異い彩さいを放っていた。

　黒く揺ゆらめく何かが少女の右腕を包み込んでいる。その手は血まみれの直剣を握にぎっていて、黒い炎ほのおのような何かは剣にも纏まとわり付いていた。

　頭上には『勇者』とある。雄一はこれまでに様々な文字を見てきたが、その中では断トツに胡う散さん臭くさい文字だ。

　男は倒れ動かない。確実に死んでいた。頭上の文字も消えているので間違えようもない。

「不死身って話じゃなかったか？　で、いきなり出てきたこいつはなんだと思う？」

　目の前の少女を注視したままもにかに尋たずねる。

「そ、そんなこと言われてもわかるわけないじゃん！」

　もにかもこの状況に戸惑っているだけだった。

　――新手？　こいつも争奪戦の参加者？　何がどうなってる？

　考えても答えなど出るわけがない。

　雄一は少女を見つめた。少女も雄一を見つめ返す。

「あれ？　坂さか木きくんじゃん。なんでこんなとこに？」

　少女は親しげに話しかけてきた。口ぶりからすれば雄一のことを知っているらしい。

「どっかで会ったことあるか？」

　警けい戒かいをにじませながら尋ねる。この少女は異常だ。人殺しをなんとも思っていない。

　だが雄一も人のことは言えなかった。確かに人が目の前で死んだことには少なからず衝しよう撃げきを受けている。だが、それだけだ。睦むつ子この訓練のおかげかこんな場合でも落ち着いていて、そんな自分が多少嫌いやになってくる。

「学校ですれ違ちがったぐらいかな。けど坂木くん有名だし誰でも知ってるんじゃない？」

「有名？　そんなに目立ったことした覚えはないんだけどな」

　雄一はソウルリーダーが発現して以来極力目立たないようにしている。あの姉の弟として知られているぐらいしか思いつかない。

「えー？　坂木くんうちのクラスの女子に評判いいんだよ？」

　少女はそう言いながら右手に持っていた剣を、左手に持ち替かえた。粘ねん性せいのある闇やみが糸を引くように伸のびて宙に霧む散さんする。

　左手に持つ剣には先程までの凶きよう悪あくな鋭さはなくなっていた。プラスチック製のおもちゃにしか見えず、少女はそれを得意げに腰こしのベルトに差し込んだ。

「止まれ」

　雄一は、何気なく近づいて来た少女を制止した。

「え？　もしかして私怖こわがられてる？」

　少女は立ち止まると不思議そうな顔をした。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。こいつは悪者で、私は正義の味方なの」

　少女は背後の男と自分を順に指差し、あっけらかんとした笑えみを見せた。それで説明できたつもりらしい。

「だから安心してよ」

「悪者だから殺したのか？　大した勇者様だな」

　皮肉を込めて雄一は言った。

「あはは、邪神の右腕をその身に宿す勇者か、悪くないね。ダークヒーローっぽい感じでかっこいい？」

　まんざらでもない様子で少女が言う。おそらくこの少女に『勇者』である自覚はない。

「雄一！　そいつの右腕に気をつけて！」

「うん。見りゃわかる」

　雄一はもにかの助言にすげなく答えた。共鳴と言っていたので、この少女も神器を奪い合っているのだろう。状況はますます混こん迷めいしてきていた。

「坂木くんがどうして邪神の眼を持ってるのかはわかんないけど、身に宿してはいないみたいだから許してあげる。それを渡してくれたら見み逃のがしてあげるよ」

「悪いな。これは預かりものなんだ。勝手には渡せないんだよ」

　ちらりと後ろを見た。もにかが不安そうな顔をしている。

「うーん、それは困るなー。できれば坂木くんは殺したくないんだけど……でも正義のためだから――」

　そこまで言って、少女の姿が突とつ然ぜん消えた。

　常人ではそうとしか思えなかっただろう。

　だが雄一は見ていた。倒れていた男が突とつ如じよ起き上がり、肉厚の拳こぶしで横から殴なぐりつけたのだ。少女の軽い身体はあっさりと吹ふき飛ばされ、ビルの壁へき面めんに激しく叩たたきつけられた。

「くそっ！」

　距きよ離りが離はなれすぎていた。助けにいくことができなかった。不死者の文字をあまりに軽かろんじすぎていた。

　男は心臓を貫かれ確実に死んでいた。雄一がそれを見誤ることはありえない。死んだふりには気をつけろと嫌になるほど睦子に叩き込まれているのだ。だがそれが故の油断でもあった。

「あぁくそ！　こんなことで一回使っちまったじゃねーか！」

　男が倒れた少女を見て、憎にく々にくしげに言う。頭上の数字は12になっていた。

「不死者ってそういうことかよ……」

　男の服には穴が開いており、だが胸には傷一つ無かった。これは一瞬で修復されたのだ。

　――つまり、死んだら怪我は全て治って、元通りってわけか。

　理り屈くつはわからないが、雄一は現状をそのままに受け止めた。

　男がうつ伏ぶせに倒れた少女を踏ふみつけようとする。少女は仰あお向むけになる勢いで黒炎を纏った右みぎ腕うでを振るった。

　その手からは勢い良く小石が放たれる。倒れた時に握り込んでいたのだろうそれは光弾と化して男に襲いかかった。

　不意打ちだ。男が踏みつけようと足を上げたタイミングで、普ふ通つうならかわしようがない。だが男は一度足を下ろし十分な余裕とともにそれを回かい避ひした。

　再度振り上げた足は今度こそ容よう赦しやなく少女の頭部を踏み潰つぶす。骨が砕くだける異様な音と、溢あふれ出した鮮せん血けつの量がもう助からないことを示していた。

「俺おれの視界内で不意打ちなんか通用しねーよ」

　死んだ少女に言っているようで、その実それは雄一に絶望を告げるための言葉だ。

　つまり未来視。それに類する魔ま眼がんを持っている。

　男の行動はそれを裏付けていた。

　それをわざわざ伝えることにメリットはないだろうが、それを知られても構わない絶対的な自信が男にはあるようだった。

　実際、未来視の存在を知ったところで対策などありはしない。

「待たせたな。やっとお前らの番だ」

　男が凶きよう暴ぼうな笑みとともに一歩を踏み出した。
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　運がいいと男は思った。一度に二つも神器が、それも大した障害もなく易やす々やすと手に入る。

　踏みつぶした女の右腕は武具を強化する能力なのだろう。戦闘向きの能力で自分には相あい性しようがいい。

　少年が持つ神器の能力はわからないが、魔眼なら身に宿す必要は無い。男は自分の持つ魔眼こそが最強だと確信していたのだ。

　予見眼とでも言えばいいのか。その眼には数秒先の未来が映し出される。未来の映像が現在に薄うすく重なって見えるのだ。

　男は今少年に近づき、上段蹴りを放つつもりでいる。すると、自分の蹴りを少年が受け止めようと顔の横に腕を上げる映像が見えるのだ。蹴りをやめて殴りかかろうと思うと、今度は手を顔の前へと上げた映像が見えた。

　敵が何をするのかが事前にわかる。これが戦闘に有利なことは誰にでもわかるだろう。

　後天的に身につけた魔眼。先天的に持っていた怪力と不死身の身体。男はこと戦闘においては絶大な自信を持っていた。何が出てきたところで負ける気などまるでしない。これまで人間はおろか、人外の怪かい物ぶつを相手にしても負けたことなど一度もなかった。

　そんな化物を超こえる化物であると自負する男が、ただの少年に何か思うところがあるかといえば、脆ぜい弱じやくな存在として生を受けたことへの憐れん憫びんの情だ。もちろんそれは手加減する理由にはならない。それは蟻ありを踏みつぶしてから、こんな生き物に生まれなくてよかったと思う程度のことだ。

　男は苛ついていた。

　少し足が速い程度で自慢げに逃にげ回りやがってと思っている。追い詰めた先で不意を打たれたのも、このガキのせいだと思い込むことにした。

　もう油断はしていない。周囲に神器を持つ者の気配はないが、ここにいることはばれているはずだ。事を済ませて速すみやかに移動する必要がある。

　少年は数秒先の未来でも動こうとはしていない。男が近づいて攻撃を放つまでそこにいることは確定しているのだ。

　男は右腕を振りかぶった。テレフォンパンチと呼ばれ格かく闘とう技ぎにおいては忌き避ひされる動作。だが男は全く意に介かいさない。この拳が当たるかどうかは事前にわかっているのだ、どのような大ぶりであろうと当たると見えれば必ず当たる。

　男が拳を繰くり出す。少年は顔の前でそれを受けようとする。男に見えるのは、相手がどう動くかまでだ。殴られた相手がどのように吹っ飛ぶのかまではわからない。

　だが少年の細ほそ腕うでなど簡単にへし折り、鼻はな面づらを陥かん没ぼつさせ、無様に倒れ伏ふすことを予想するのは能力に頼たよる必要も無いことだろう。

　男は満を持して、まっすぐに拳を繰り出した。
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　雄一は男の拳を顔の前でつかみ取った。

　その場から一歩も動かずに、ただ前に出した左ひだり手てで男の右拳を受け止める。

　雄一はむかついていた。

　トラックで襲撃してきたこともそうだし、街の被害を顧かえりみないこともそうだし、少女を踏みつぶして平然としていることもそうだ。この男の傲ごう慢まんさが気に入らない。

　だから雄一は真っ向から力で対抗することにした。

　力には力を。速さには速さで、技わざには技を。それが睦子の教えだ。力に技で対抗するなどとせせこましいことを睦子は考えない。そしてその考えは負けず嫌ぎらいの雄一の性にも合っていた。

　男は現状を理解できないのか、呆ほうけたように固まっていた。隙すきだらけだ。だが雄一は、男が動き出すのを待った。

　男がようやく動こうと、掴つかまれた拳を引こうとしているのがわかる。

　雄一は男の右拳を、鍛きたえた握あく力りよくで握りつぶした。

　男が苦く悶もんに顔を歪めながら左拳をフック気味に放つ。

　雄一は間合いを詰めた。

　雄一は男の左甲を踏みつぶす。両りよう膝ひざで男の左膝を挟はさみ折り、掌で顎あごを打ち砕き、肘ひじを鳩みぞ尾おちに突き込んだ。これがほぼ同時に行われる。男には何が起こったのか理解できなかっただろう。上から下まで、同時に発生する痛みに混乱したはずだ。

　男が再生途と中ちゆうの右拳で殴りかかってくる。

　雄一はその手を搦め捕り、男の右肘を折りながら、突きを放ち鼻面を砕く。同時に放たれた蹴りは股こ間かんを蹴り上げていた。

　この男は未来が見えると言っていた。ならば今見ているのは、自分が一方的にやられている姿なのだろう。

　雄一はこの男の能力の中でも未来視は警戒に値あたいしないと思っていた。その程度のことは雄一にもできるからだ。敵がどう動くかを予測するなど当たり前の話だ。

　中国武術において聴ちよ勁うけいと呼ばれるような技法。相手の動作を感じ取るための技だ。力の強さ変化などを肌はだで感じ取るそれは、極きわめれば未来予知のごとき域にまで達する。

「くそがっ！」

　全身を砕かれても男はまだ立ち上がった。

　呪じゆ詛そのごとき言葉をばらまきつつも、その顔は混乱の極みにあることを示している。立ち上がってどうするかを考えているようには見えなかった。
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　ねじくれた腕、折れた肋ろつ骨こつ、砕けた顎はゆっくりと戻もどりつつある。だが雄一はこの程度の再生能力では使いものにならないと判断していた。例えば愛子の兄の京きよう夜や。あれぐらいの再生速度がなければ話にならない。

　男の目に迷いが見え始めた。

　先ほどまでの自信が揺らぎ始めている。だが男はまだ戦うことを選んだ。雄お叫たけびを上げながら雄一へと駆けだす。体当たり。単純ながらも男の体格ならばただぶつかるだけでも効果を発揮できるだろう。

　だが雄一は無造作に近づくと、男の体重が左足にかかった瞬間に膝を蹴り抜いた。中国武術で斧ふ刃じん脚きやくと呼ばれる蹴り。雄一の足裏はあっさりと男の左膝をへし折っていた。バランスを崩くずし倒れて来たところに肘を合わせる。横から打ち抜かれた男の顎ははっきりとわかるほどにずれた。

　男の不死を雄一は歯牙にもかけなかった。

　雄一は殺す気など最初からない。死なないなら都合がいいぐらいだ。

　死なない程度に痛めつける。雄一はここまでの短時間で再生しにくい壊こわし方のコツを身につけつつあった。複雑骨折の類たぐいは簡単には治らない。筋を断だん裂れつさせる場合も、同じ箇か所しよを何度も断たてばそれだけ治りにくくなる。経絡系への攻撃も有効だ。

　死ぬと完全復活するようだが、ならば殺さなければいい。

　男は雄一の動きにまるでついていけず、やられ放題にやられ、四し肢しを完全につぶされて這はいずることもできなくなっていた。

　何度も壊された顎はおかしな形でくっつき、動かなくなっている。狙ったわけではなかったが、舌を噛んでの自殺を防止できていた。

　雄一は止とどめとばかりに倒れた男の頭を揺らすように蹴る。意識を失えば再生能力があろうとこれで終わりだ。

「スーパードクターの知り合いがいるから紹しよう介かいしてやるよ」

　少しやりすぎたと思った雄一は、言い訳のようにそんなことをつぶやいた。







「雄一……あんた何者なの？　そりゃある程度強いってのは知ってたけど……」

　呆あつ気けにとられた様子のもにかが隣となりにやってきた。

「何者って言われてもな。この手のことに慣れつつある不幸な高校生ってぐらいのもんだろ。で、どうすりゃいいんだ？　気絶はさせたけど」

　手足を砕かれ、顎がずれたまま倒れている男を雄一は見下ろした。死ぬと復活するため面倒だが、半殺しには自信のある雄一だ。死ぬにはまだ余裕があるのは感覚的にわかる。

　もにかはしゃがみ込むと、男の顔近くに落ちていた丸いものを拾った。雄一が持っている神器と同じものだ。邪神の左目だろう。

　雄一はまさかと思い男の顔をのぞき込んだ。左目はある。神器を失っても寄生されていた部分が損そこなわれることはないようだ。

「どういう仕組みだよ？」

「決着が付けば神器は移動するのよ。何を以もつて決着になるのかはよくわからないけどね。殺せば確実だから大たい抵ていの場合は殺しにかかるみたいだけど」

「なぁ？　もしかして俺のソウルリーダーもその神器ってやつの力なのか？」

　魔眼が神器で後天的に発現するなら雄一の状じよう況きようと似通っているし、神器を集めているなら返せという意味もわかる。

「ソウルリーダーは違うの。これはアウターが持つ基本的能力だから。この男のことを知ってたのは私がソウルリーダーで見たからなのよ」

「かなり詳くわしかったよな？　ソウルリーダーってそこまでわかるもんなのか？　頭の上に文字が出るだけじゃなくて？」

「その人物の世界観においての役割とか略歴が表示されるし、世界観にとって重要なキーアイテムの判別もできるよ。だから神器探しに必要なんだけど……雄一のソウルリーダーって劣れつ化かしてる？」

「劣化ってのも人聞きわりーな。じゃあなんだって俺はソウルリーダーなんて使えるんだよ？　さっき後回しにしたけど、俺は何かを忘れてるんだよな？　説明してくれよ」

　少しむかついた雄一は口早に聞いた。状況が落ち着いてみれば疑問が噴ふん出しゆつしてくる。

「それについては私が説明しましょう！」

　唐とう突とつに甲かん高だかい声が響いた。

　声の出所はもにかの肩かたの上だ。大だい福ふく餅もちに目と口を付けたようなものが喋しやべっていた。

「……なぁ？　もしかして俺のスルー力を試ためしたりしてるのか？」

　いい加減訳のわからないことを連続で叩き込んでくるのは止めてくれと言いたくなってきた雄一だった。

「えーと……こいつも私の能力の一つなの……名前は特になくて、雄一に対する借りの具象化っていうのか……」

　困ったような顔でもにかはそれを紹介した。

「そうなんです。私はもにかさんが雄一さんに受けた恩を形にしたものなんです。そこでまず説明したいのが、雄一さんがもにかさんと出会った時の記き憶おくを無くしている件ですが、これはもにかさんのせいなんです。もにかさんは『思い出は時の彼方かなたに』という能力を持っているのですがこれは記憶を消す能力なんです。もにかさんはなんと！　雄一さんに多大な恩を受けておきながら、それをチャラにするために使ってしまったのです！」

　雄一はじとりともにかを見つめた。もにかはバツが悪そうにうつむいた。

「そして大変申し訳ないことなんですが、この能力は一度発動してしまうともにかさんでも解除できないんです。もっともこの能力は、幼い頃ころにした約束が思い出せないなんていう演出をするための能力ですので、何かきっかけがあれば戻るのです。ですので、詳しよう細さいな説明は雄一さんの記憶が戻ってからにしたいのですよ」

「それは忘れてることを説明してもらうんじゃ駄目なのか？」

「はい。雄一さんが忘れていることについて我々は説明できないのです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。ということなんですが、わからなかったですよね？」

　それは聞いたこともない異国の言葉のように思えた。つまり何を言っているのかさっぱりわからない。

「わかったよ。じゃあ説明はいいからソウルリーダーは持って行ってくれ」

「じゃあ返して？」

「……どうやって？」

「そんなの私にわかるわけないじゃん！」

「……ちょっと待て……どういうことだそれは……」

　雄一は頭を抱えたくなってきた。

「お前は俺にソウルリーダーを渡したんだよな？　よくわかんねーけど！」

「正確に言えば借金の形に取ったようなものですね」

　大福餅が補足した。

「勝手に渡したんだったら、勝手に持って行けよ！　返し方なんて俺が知るか！」

「まぁ雄一さんにソウルリーダーを渡したのは私なんですが、与あたえることはできても奪うことはできないんですね！」

　大福餅がどことなく自じ慢まんげにそう言った。

「方法もわかんないくせに返せとかえらそーなこと言うなよな！」

　怒るほどでもないが、色々と納なつ得とくがいかない雄一だった。

「ま、まぁ、とにかく！　いきなり出てきて死んじゃった子には悪いけど、右腕の神器も回収させて……え？」

　もにかがもう一つの神器の存在を思い出したのか、壁かべ際ぎわで死んでいる少女のもとへ行こうとして驚いた。

　雄一も、もにかが何に驚いたのかをすぐに悟さとった。

　少女の死体がない。

　壁かべに激げき突とつして地面に転がり、踏みつぶされたはずの少女はどこにもいなかった。地面を濡らしていた大量の血液も綺き麗れいさっぱりと無くなっている。

「これも、神器がどうとかと関係あるのか？」

「神器は関係ないと思う。けど、神器は強い奴とか、特とく殊しゆな力を持ってる奴やつに与えることが多いから、何かこんな場合に助かるような力を持ってる奴だったのかも……」

　一方的に雄一を知っていた、名前もわからない少女。こうなってはその生死も、そもそも存在していたのかも曖あい昧まいだ。

「とにかく、ここに居続けるのはまずいな。共鳴が止まったとしても、最後にここにいるのはバレてる」

　気絶した男はそのままに、雄一たちは速やかに移動を開始した。

　愛子たちと合流できたのは、それからしばらくしてのことだった。




＊＊＊＊＊




「話が長い！」

「お前がしろって言ったんだろうがよ！」

　友とも美みの言いように理不尽なものを感じた雄一は強く言い返した。

　中華料理店ニーハオ・ザ・チャイナ。そこには雄一の仲間達たちが集まっている。

　雄一はそこで夏休みの出来事を語っていたところだ。

「もうちょっとあっさりまとめらんないの？」

「そう言われてもな……」

「まぁ、大体どんなことになってるのかはわかったような気がするから、詳しくはまた今度でいいや」

　そう言われると自分の話し方がまずかったようで、少し悔しい雄一だった。

「とにかくあんたらは神器争そう奪だつ戦せんに参加してるってわけね。もにかは神器を集めて人間に戻る願いを叶えたい。ソウルリーダーは神器の持ち主を探すために必要だけど、返してもらう方法がわからないから、坂木くんに協力を依い頼らいした。で、坂木くんもお人好しだから、事情もよくわからないまま手伝っていると」

「浜はま崎さきは神器とか邪神とか知ってたのか？」

　邪神と呼んではいるがそれが神なのか、邪よこしまな存在なのかについてはもにかも知らなかった。

　雄一が聞いたのは、その身体は複数に分ぶん割かつされていて、全てを集めればどんな願いも叶かなうことだけだ。

「まあね。この街で邪神の復活を目もく論ろんでる奴がいるってのは噂うわさで聞いてたし。愛子と妹ちゃんは坂木くんの関係者だからいいとして、そっちの金きん髪ぱつはなんなわけ？」

　友美は、椅子にふんぞり返って偉そうにしている茨いばら木きを指差した。

「こいつは鬼おにだよ。もにかをかくまってもらってる。神器が共鳴していきなり襲しゆう撃げきされる恐れがあるからな。共鳴がわからないこっちとしては常に警戒しておく必要があるし」

「雄一のことだ。こいつなら襲われてもかまわないとか言うのかと思ったぜ！」

「お前、俺のことなんだと思ってんだよ……」

　雄一は心外だと思った。

「メンバーについてはわかった。で、うちの店に集まって何してんのよ」

「何って、邪神っぽい奴に関しての報告会じゃない。さぁ！　みんなじゃんじゃん報告してよ！」

　だが、もにかの呼びかけに応こたえる者はいなかった。

　邪神の一部は神器と呼ばれている。神器は不定期に共鳴を起こし、その際に他の神器の位置がなんとなくわかるのだが、それは神器に寄生されている場合だけだ。

　もにかの持つ神器は全て使用済みで身に宿せない。つまり共鳴がわからなかった。

　なのでもにかは神器を持っていそうな怪しげな人間を探して欲ほしいと雄一達に頼んでいたのだ。

「ちょっと！　誰だれもいないの!?」

　もにかは驚いているが、雄一はそんなことだろうと思っていた。

「普通わかんねーだろ、そんなもん。怪しい奴探せったって、俺らの業界怪しい奴ばっかだぜ？　そりゃ極きよく端たんに怪しい奴がいねーか注意はしてたけどよ」

　茨木がため息混じりに言う。

「もにかは考え無しだから……」

　便乗するように依より子こもため息をついた。

「そういや、うちの学校に怪しい奴が来たからそれを言おうと思ってたんだよ。式しき谷たに真ま希き那なっていう先生なんだけど」

「ちょっと！　なんでそいつが出てくんのよ！」

　その名前を聞いた途端にもにかは血相を変えた。

「トラックで突っ込んできたあいつは、式谷の手下だったそうだ。どう思う？」

　星せい辰しん高校に唐突に教師としてやってきた真希那。雄一からすればまったく無関係とは思えなかった。どうしても神器の件と関連づけて考えてしまう。

「あいつの持ってた神器は一つだけだったから、そういうことならもうリタイア状態だと思うけど……」

　もにかが難しい顔をする。

「式谷って代わりに来た先生だよね？　神器に関係あんの？」

　疑問に思ったらしく、友美が聞いてきた。

「あいつはアウターだ。何か学校で企たくらんでるらしい。それが神器と関係あるのかはわかんないけどな。浜崎も気をつけといてくれ」

「でもアウターが神器とか使えんの？　そんないかにもなイベントアイテム無理なんじゃないの？」

　アウターは運命の、物語の外にいる。外から運命を誘導することはできても、自ら深く関わることはできない。つまり神器の依より代しろにはなれないと雄一は聞いていた。友美も同じようなことを思ったのだろう。

「うん。だから代理人を使う。アウターは援助者として関わるって感じかな」

「その代理人は倒して神器は回収してるわけだから、とりあえずあいつは関係ないってことでいいのか？」

　新たに神器を入手している可能性はあるが、それを言い出せばキリがない。

「神器は関係ないとしても、とにかく真希那には注意して！　絶対ろくでもないこと考えてるから！」

　楽観的な雄一に釘くぎを刺すようにもにかは言った。

「嫌な感じの奴だってのは思い知らされたよ」

　人を翻弄するような真希那の言葉を思い出し雄一は顔をしかめた。

「雄一。多分あんたはまだ真希那を嘗なめてる。アウターなんてのはどいつもこいつも人を物語の登場人物だとしか思ってないクズみたいな奴ばっかだけど、あいつはその中でも特にヤバイから」

「確かに閉じ込められたし、ヤバかったけどさ」

　雄一は気軽に返した。確かに底意地の悪い奴だとは思ったが、それほどの脅きよう威いは感じていない。戦えば勝てると、いざとなれば実力で排はい除じよできると考えていたのだ。

「へ？　……あんた何やってんの!?　よく生きて帰ってこられたわね！　いい？　あいつの世界は『陰惨で憂鬱な閉じられた世界』。簡単に言うならソリッドシチュエーションスリラーの世界。人を閉じ込めて、極限状態に追い込んで殺すような奴なのよ！」

「そうなのか？　そこまでやるようには思えなかったけど……」

　雄一は思い返してみたが、そこまで殺伐とした印象でもなかった。

「他のアウターは殺すことが目的じゃない。物語として楽しければそれでいいなんて奴も多い。けどあいつは違う。あいつが関われば絶対に人が死ぬ。大抵の場合は全滅。よくても主人公役が一人生き残る程度なの！」

　それが本当ならば雄一は随ずい分ぶんと手加減されていたのだろう。真希那が仕掛けてきたゲームに死の要素はなかった。

「閉じ込めたからって、殺し合いを強制できるもんでもねーだろ」

　確かに部屋から出られなかったがそれだけだ。ずっと出られないならば、いずれ殺し合いに発展するのかもしれないが、容易たやすくそうなるとも思えない。

「アウターと呼ばれる世界観保持者は、その世界観を実現するための能力が使えるってのは前に教えたよね？　あいつの能力は『密室遊ゆう戯ぎ』。閉へい鎖さ空間に閉じ込めた相手にルールを強制できるの」

「そのルールでどこまでできるんだよ？　特に何かされた感じはなかったけどな」

　雄一は生徒指導室に閉じ込められてゲームを強要されはしたが、何かを強制されたような覚えはなかった。

「絶対に効果のある催眠術みたいなもの、かな。閉鎖空間の中にいる知的生命体に対してルールを強制できる。極端なことを言えば『動けば死ぬ』とかもあり」

「それ、どうしようもなくねーか？」

　それではルールだと言い張ればなんでもありになってしまう。

「ま、これはあいつがゲームを楽しむためのものだから、さっき言った『動けば死ぬ』みたいなゲームが成立しないようなことはやりたがらない。けどそれもあいつのきまぐれ次第ってこと」

「閉じ込められたら終わりってことか……その密室を破は壊かいしようとすればどうなる？」

　密室にしか使えない能力なら、壊せばいいと雄一は考えた。

「無理。あいつにはもう一つ力がある。それが『不ふ可か侵しん領域』。ゲームに必要なアイテムを破壊から守るための防ぼう御ぎよフィールド。これが閉鎖空間そのものを覆うの。そしてあいつ自身もその『不可侵領域』で守られてる。要は自分の世界では無敵なのよ」

「無茶苦茶すぎるだろ……」

　雄一は呆気にとられた。それが本当なら真希那に従ってゲームをする以外の打開方法がない。

「だからヤバイって言ってるでしょ。十分に気を付けて！　注意すれば閉じ込められるのは避けられるはずだから」

　もにかが真しん剣けんな顔で言う。

「ま、絶対無敵で対処方法がないってわけじゃないんだけどね」

　しかし友美は混ぜ返すように言った。

「だってそうでしょ？　そんな奴等がやりたい放題やってるなら世の中無茶苦茶になってるじゃない」

「それはそうかもしれないけど、対処方法ってのはなんだよ？」

「あいつらの能力には便利すぎないようにするため制限があるの。言い訳程度のもんだけどね。これがないと物語の内側で効果が発揮できないから。それがあるからあいつらは無制限に能力を使えない」

「で、友美だっけ？　私は真希那の制限を知らないんだけど、あんたは知ってるっての？」

「そんなのわかるわけないじゃない」

　もにかはじとりと見つめたが、友美はあっけらかんとかわした。

「いや……そういえば本人が言ってたな。自分で作った閉鎖空間に能力は使えないとか、中にいる必要があるとか」

　制限と言われて雄一は思い出した。確か真希那はそんなことを言っていた。

「確かにそれっぽい制限ね。けど今聞いた限りだと、制限がそれだけだと釣り合いが取れてない感じかな。まだ何かあると思うけど」

　友美はそう言うが、今のところそれを知る術などない。

　真希那は警けい戒かいしておくべきだ。雄一はもにかの忠告を真剣に受け止めた。







第五章　部活の先せん輩ぱいとデートする（妹とクラスメイトの監視付き）







　最初はただ時間をつぶすために本を読んでいた。

　学校の帰りに寄り、夕飯の時間まで図書館にいる。勉強をしていると言えば母親は何も言わなかった。

　逃避先に図書館を選んだのは、小学生が長時間いてもそれほど不思議ではないからだ。

　本を読んでいるふりで無為な時間を過ごし、少しでも母親と過ごす時間を削っていく。表面的には本好きの少女だと加か奈な子こは思われていただろう。

「全然中身を読んでいないだろう？」

　ある日唐突に話しかけられた。

　本から顔を上げて隣を見る。眼め鏡がねをかけたとても綺麗な女性がそこに座すわっていた。

　見知らぬ人から話しかけられたことに戸惑い、そして見透かされていることに衝しよう撃げきを覚えた。

　静かだった。図書館は元々静かなものだが、いつにも増して静かだ。気付けばそれほど広くない図書館の中には加奈子とその女の二人しかいない。

「だれ？」

「本好きの魔法使い」

「馬ば鹿かにしてるの？」

　小学生とはいえ、そんな言葉にごまかされたりはしなかった。

「証しよう拠こを見せろと言うなら見せよう。魔法を見せれば信じてくれるよな？　……そうだな。窓の外は見られなくなる。代わりに異世界の光景があらわれる。こんなところでどうだ」

　女が窓の外を指差す。

　加奈子は凍り付いた。

　想像もしていなかった光景がそこにあらわれていた。

　青空が広がっていた。昼間でも日が射さず薄暗かった図書館内は、まぶしいばかりの陽光に照らし出されていた。

　巨大な竜と鳥が空中で絡みあっていた。竜が勝利し、鳥を掴んでどこか飛んでいこうとしたところで、下から飛んできた更に巨大な魚が竜と鳥を丸まる呑のみにする。

　よく見てみれば空には様々なものが浮かんでいた。翼の生えた馬や腕が翼の女。箒にまたがった魔ま女じよや、空飛ぶ絨じゆう毯たんに乗った騎き士しなどが行き交っている。

　加奈子は窓にかけよった。

「窓は開かなくなっている。が、外を確かく認にんする分には問題ない。存分に観察してくれ」

　加奈子は下を見た。

　血のように赤い海が広がっている。先ほど竜を呑んだ魚が、派手なしぶきをあげて着水していた。

　水平線を見れば明らかに丸い。その世界が球体だとすれば地球に比べてとても小さいのだろう。

　加奈子は空を見上げた。

　丸い月が三つ出ていた。赤、黒、白の月はそれぞれ微び妙みように動いている。赤はぶよぶよと、黒は小刻みに震動していて、白は回転しているようだったが、それが巨大な眼球だと気付いたのは、瞳ひとみが加奈子へと向けられたからだ。

　加奈子はびくりとした。

　そして上空に気を取られている間に、巨大な物が目の前を横切りつつあるのに気付いた。

　城だった。

　とても美しい真っ白で輝かがやくような城、それが巨大な島に乗って浮ういていた。

「魔法使いだと信じてくれたか？」

　女の言葉を上の空で聞き、加奈子は様々な角度から外を眺めた。窓は確かに開けられない。だがこれが窓に映し出された映像のようなものだとはとても思えなかった。

　それは確かにそこに存在している。そう加奈子には確信できた。

「うん……けど、どうして……」

　加奈子は戻ってきて女の隣に座った。

　不思議な力を使うことはわかった。

　だが、怖こわいとは思わなかった。

　魔法使いがわざわざやってきたのだ。だとしたらそれは加奈子をどこかへ、たとえば窓の外の世界へ連れて行くためではないのか？

　加奈子が女の意図に頭を巡らせていると、机の上に本が置かれた。紙箱に入った少し装丁の豪ごう華かな、だがごく普ふ通つうの児童向け小説だった。

　魔法使いが差し出す本だ。何か恐おそろしいものかも知れないが、加奈子が感じたのは恐怖ではなく落胆だった。

「それを読んでもらいたいんだ。うん？　何かがっかりしているようだな。もっといいものが貰えるとでも思ったのか？」

「そんなんじゃないけど……」

　落胆を隠かくしきれない様子で加奈子は言う。

「君が本を読む振ふりをしているのが気になってな。だから私は君に読書の楽しさを教えようと思った。お薦めの本を用意してみたんだ」

「そんなの置いていかれても、読まないかもしれないよ？」

　ふてくされたように加奈子は言った。

「それは仕方が無いな。これは強制すると意味がないんだ」

　女は立ち上がるとそのまま去って行った。

　結局なんだかよくわからない。

　女がいなくなると急に日が陰った。外を見れば薄うす汚よごれた建物の壁が見えているだけだ。

　それに合わせるように人があらわれ、図書館の中はいつもの雰ふん囲い気きを取り戻していた。

　まるで白昼夢。だが魔法使いは確かにここにいたのだ。残された本がその証拠だった。

　それを無視することはできず、加奈子はその本を読み始めた。

　それはファンタジー小説だった。取り替え子チエンジリングにより、異世界からやってきた主人公が元の世界に戻って冒険をする話で、すぐに加奈子はこの物語にのめり込んだ。

　主人公の境遇を自分に重ね合わせたのだ。

　漠ばく然ぜんとした違和感は以前から覚えていた。加奈子と似たような境遇の子供は皆みなが考えることだろう。つまり、自分はどこかで拾われたとか、貰われてきたのではないか？

「君はこの世界の人間じゃない」

　魔法使いはそう言いたかったのではないか？　加奈子はいつの間にかそう考えるようになっていた。

　わざわざ魔法使いがやってきて何の意味もなくこの本を贈るのは不自然だ。そこにはなんらかの意図があってしかるべきだと考えた。

　加奈子は次第にこの甘美な妄想にすがるようになっていった。どこかに本当の両親がいて、そこでなら幸せに暮らせるのではないか。いつか加奈子を迎えに来てくれるのではないかと。

　普通に考えるなら馬鹿げた話だ。だが、加奈子は魔法使いがいることを知っている。異世界が存在するのをこの目で見たのだ。

　加奈子は読書にのめり込み、妄想に逃避することで小学生時代を過ごした。

　異世界の物語を山のように読み、異世界に行くことを夢見て、次第にその物語を自分でも書こうと考えるようになった。




　そして現在。

　作家になる夢を果たした加奈子は締め切りに追われていた。
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　九月上旬の日曜日。時刻は午後十二時の少し前。

　愛あい子こは駅の中にいた。コンコースの中程にはカリヨンの鐘と呼ばれる待ち合わせスポットがあるのだが、そこをこっそりと覗のぞき見るように柱に隠れている。

　愛子が見ているのは鐘の下にいる雄ゆう一いちだ。薄手のジャケットにジーンズの組み合わせは以前にも見たことのある格好で、特に何をするわけでもなくぼうっと突っ立っているようだった。

　――私、休みの日に何やってんだろ……。

　雄一が加奈子に付き合って街に出かける。それだけのことが気になって仕方がなかった。いてもたってもいられなくなり、気付けばこうしてここにいる。

「野の呂ろさん」

「ひゃっ！」

　突とつ然ぜん背後から呼びかけられて愛子は飛び上がりそうになった。

「そんなにびっくりしないでくださいよ」

　声をかけてきたのは帽子を深くかぶっている少女だ。Ｔシャツにジーンズというラフな格好は人目を忍ぶためのスタイルなのだろうが、美少女であることをまるで隠せていない。

「え？　依より子こちゃん？」

　雄一の妹、坂さか木き依子が呆あきれたように愛子を見つめていた。

「なにやってんですか、こんなところで」

「多分依子ちゃんと同じなんじゃない!?」

　驚おどろかされたのが癪しやくに障った愛子は多少むきになった。

「まぁそうなんですけど、野呂さんあんまりうまく隠れられてないですよ。私一目でわかりましたけど」

「べ、別にこそこそするつもりなんてないから！」

　多少地味な格好のつもりではあるが、隠れるとか、後を付けるとか考えていたわけではない。しかし、愛子も自分が何をやっているのかよくわかっていなかった。

「しかし、織おり原はらさんですか。まさかこんな行動に出るとは思ってませんでした。兄に興味はないのかと思っていたんですが」

　依子が加奈子に会ったのはこの間の夏合宿が初めてのはずで、その時にそう判断したのだろう。

「うん、私も思ってなかった」

　普ふ段だんの呼び方が坂木弟くんなので、睦むつ子この弟としての関心しかないと思っていたのだ。

「なんでも小説の取材だとか。まったく……それぐらいのことなら兄に付き合わせる必要はないじゃないですか！　それこそお姉ちゃんとか野呂さんでもいいわけでしょう！」

「私を誘さそわれても困るんだけどね……ねぇ。今からでも合流するってのはどうかな？　別にデートってわけでもないんでしょ？　一いつ緒しよにいても取材の邪じや魔まになるわけじゃないし……」

「あれは確実にデートです。そしてデートなら私は邪魔をしません。なぜなら私も邪魔をされたら嫌いやだからですよ」

「なんだか意外。もっと喜んで邪魔しに行くのかと思ってた」

「野呂さん、私をなんだと思ってるんですか？」

　依子が少しばかり怒おこったような表情になる。

「私の時は積極的にやって来たと思ったんだけど……」

　雄一と一緒に依子へのお礼を買いに行ったときのことを思い出す。依子は散々雄一にべたべたしていたはずだ。

「あれは私の方が先約だったんです！　邪魔したのは野呂さんの方ですよ！　けど、お礼はありがとうございました。それは感謝しておきます」

　案外律儀な依子だった。悪い子じゃないんだよね、と愛子は思う。

「で、どう思ってるかっていうと、お兄ちゃん大好きなブラコン妹だと思ってるけど」

「そんな風にまとめられると若じやつ干かんむかつくものはありますが、大筋否定はしませんよ。昔は兄に興味を持った女に対して積極的に邪魔をしていたことも否定はしません。けれど、今は違います。兄を好きになる人がいるのは、仕方が無いと思うんですよ！　自然の摂理といいますか、大自然の驚異といいますか！　ま、私も成長したんです。恋こいする乙おと女めを積極的に応援するとまではいえませんが、少なくとも邪魔はしないようにしようと！　ですので、別に兄が誰かと付き合うことになったとしてもそれはそれで許容しようと思っています」

「へ、へぇ……」

　どうなのだろう。随分と自信がありそうだが、本当にそうなった場合依子が冷静でいられるとはとても思えない愛子だった。

「……もう帰ろうかな……」

　こうやってこそこそとしているのがすごく惨めに思えてきて愛子は弱音を吐いた。妹の依子なら多少の大義名分は立つのだろうが、愛子は雄一の行動にとやかく言える立場ではない。クラスメイト、部活仲間、よく考えても友達止まりの関係だ。

「何言ってるんですか！　今いま更さら逃にげ出すんですか？」

「でも……」

　愛子がためらっていると、階下のホームから加奈子があらわれた。

　白のチュールスカートにドット柄のブラウス。ブラウンのカーディガンという格好はどことなくお嬢じよう様さまっぽいと愛子は思う。実家はそう裕福でもないと聞いていたが、実際にお嬢様の愛子よりもよほどお嬢様な感じがしてなんとも言えない気分になった。

「しかし、あれはやっぱり凶きよう悪あくですよね……」

　隣となりで依子が息を呑む。何を言いたいのかはすぐにわかった。白いブラウスはいつにもまして胸を強調しているように見えるのだ。おまけに前を留めないカーディガンのはだけ具合がその大きさをより一層あらわしていた。

「十二時丁度だね。すると坂木くんは三十分も前から待ってたのか……」

　以前に待ち合わせをした時も雄一が先に来ていたことを愛子は思い出した。

「お兄ちゃん、いえ、兄は適当なところもありますが、こんなところは外しませんよね」

　どこか誇らしげに依子が言う。

「あのさ、前から気になってたんだけど坂木くんのこと人前では兄って呼んでるよね。どうして？」

　些さ細さいなことではあるが、初めてあった時から疑問に思っていたことだ。

「ああ、大した理由でもないんですよ。私がお兄ちゃんって呼べば、釣られて依子ちゃんのお兄ちゃんって呼ぶ人が少なからずいるんです。けれど、お兄ちゃんをお兄ちゃんと呼ぶ権利を持つのは世界中で私ただ一人だけなんですよ！　その権利を守るために人前ではそう呼ぶことにしているんです！」

「ああ、うん……あ、移動するみたいだけど」

　どう反応していいものやらと愛子が思っていると、合流した雄一と加奈子が並んで改札へ歩き出した。

「行きますよ！」

　依子がはりきってその後について行こうとしている。今更帰るわけにもいかず愛子も依子について歩き出した。
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　雄一と加奈子は駅近くにあるカフェに入った。

　雄一は入り口近くの席をちらりと見た。ここにトラックが突っ込んできたことを思い出し、少し奥おくの席へ向かう。

「この店がどうかしたの？」

　様子がおかしいと思ったのか加奈子が聞いてきた。

「七月ぐらいにこの店で事故があったんですよ。それで縁起が悪いかと思ったんです」

　そう言いながら雄一はテーブル席についた。加奈子もその向かい側に座る。

「高校生が行きそうなところの取材なんですよね？　一応小説の設定とか聞かせてもらっていいですか？　俺おれも何か参考になること言えるかもしれませんし」

　店員に食事を注文し、一息ついたところで雄一は尋たずねた。

「えとね、タイトルは『半分だけ異世界教室』って言うんだけど」

「……学園モノだと思ってたら、結局異世界は関係あるんですね……」

　雄一がしみじみと、呆れたように言う。

「簡単に言うと学校まるごと異世界に転移しちゃって、サバイバルするみたいな感じなんだけど」

　睦子が好きそうな話だと雄一は思った。加奈子も睦子の影えい響きようを受けてそんな話を思いついたのかもしれない。

「それって異世界に行っちゃうんですよね？　普通の高校生が出かけそうなところとか関係あるんですか？」

「……実はその……なんにも考えてないの……」

　加奈子は頭を抱かかえてテーブルに肘ひじを突いた。なんとなく作家ぽいと思った雄一だが、事は思った以上に深刻なようだった。

「なんにも……というのは？」

「プロローグしか考えてなかったの！　そこから先の展開なんてなんにも考えてなかったのにそれを書くことになっちゃったの！」

　がばっと加奈子が身を起こす。よく見れば目の下にくまができていた。徹夜していたのかもしれない。

「その……織原さんの様子からするとかなり切羽詰まってる感じですよね？　締め切りはいつなんですか？」

「九月末までには一通りできてないと、駄だ目めな感じ……まだプロローグしか書けてないけど……」

　今日が九月二週の日曜日だ。後三週間ほどで書かないといけないらしい。

「あの、こんなことしてていいんですか？　家で原げん稿こう書いてたほうが……」

「机の前でうんうんうなっててアイデアが浮かぶなら苦労なんてないわ！」

　鬼気迫せまる表情に、雄一は気け圧おされた。

「あ、いえ、すいません」

「え？　ごめんなさい……つい……」

　我に返った加奈子が謝あやまってきた。

「謝るようなことじゃないですよ。けど、どうしたもんでしょう。俺で役に立つんでしょうか？」

　高校生が行きそうなところに適当に行けばいいだけだと思っていた雄一は困った。やはり呑気な状じよう況きようではないらしい。

「うん。その、いつもしないようなことをするのも大事だと思うの。発想とか視点を変えたりするのには。それに高校生が主人公なんだから普通の高校生が考えそうなこととか、行きそうなところとかならなんでも参考になると思うの」

「なるほど。わかりました。俺にできることならなんでもやりますよ。できてるっていうプロローグはどんな話なんですか？」

　ド素人の高校生がプロ作家に言えることなどないかもしれないが、相当追い詰つめられているようだし、何かの切っ掛けぐらいにはなるかもしれない。

「体育館でヒロインの首が切り落とされて殺されるの。主人公はそれを阻止しようとするんだけど間に合わない。というのがプロローグなんだけど」

「ヒロイン死んじゃうんですか!?」

　ありえないとまでは言わないがライトノベルとしてそれはどうなんだと思う雄一だ。

「うん……ヒロイン死んじゃったら困るよね？」

　加奈子が可か愛わいらしく首をかしげる。

「その、実は死んでなかった、とか、ファンタジーだから生き返る！　とか、死んだのは双子の妹だった！　とか、幻げん覚かくだった！　とかそんなんじゃなくて？」

「うん。本当に死ぬの。そうじゃないとその後の主人公の行動が茶番みたいだし……」

「ヒロインは二度と登場しないんですか？」

「……回想シーンぐらい？」

　また可愛らしく首をかしげるが、そんなことでごまかそうとされても困る雄一だった。

「困るならそこは変えたらいいんじゃないですか？　危機一髪で助かったとか」

「無理なの。ヒロインは主人公を助けるために、余命を使い果たし、天使の姿をした死神に殺されるっていうのが、頭の中にあるの！　それはもう変えられないの！」

「なんでそんなことになっちゃったんですか……」

「その、出だしはインパクトが重要だって言ってる人がいて、私もそうかなーと思って……」

「インパクトしか考えてなかったんですね……やっぱりストーリーに口出しはできないですね。だったら気分転換に付き合うぐらいしかないですけど、この後どこに行くかとかは考えてますか？」

　加奈子は黙だまって首を振った。

「そうですか……すいません。事前にちゃんと聞いておけばよかったですね。そうしたら俺も何か行き先を考えてきたんですけど」

　雄一は家族以外の女子と二人きりで街をうろつくような経験はなかったのでどうしたものかわからない。

「高校生ですからね。あまりお金がかかるところには行かないでしょうし……カラオケとか映画とかでしょうか。動物園だと子供っぽいですよね。水族館はどうなんでしょう？」

　大したことは思いつかず、苦し紛まぎれに行き先を挙げていく。

　そんな様子がおかしかったのか、加奈子は微ほほ笑えんだ。

「あ、なにかまずかったですか？」

「ううん。弟くんはいい子だな、と思って」

「からかわないでくださいよ」

　加奈子は年上だが、あまり子供扱あつかいされるのも困ると思う雄一だった。
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　後をつけてこそこそと店に入った愛子達たちは、雄一達から少し離はなれた席に座った。

「ここ、前にトラックがつっこんで来た店だ」

　あれは合宿の後、七月末のことだ。今ではすっかり再建されているようだった。

「まずはここで食事のようですね」

「なんか喋しやべってるみたいだけど、よくわかんないね」

　もっと近くに座らないと意味がないのではと思う愛子だ。だが、依子は余よ裕ゆうの態度でウインクをして見せた。こんな所は芝居がかっていて睦子の妹だと思わせる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私は唇を読めますから！」

「依子ちゃんも結構なんでもありだね……」

　依子はとんでもなく強いし、読唇術なんて特技も持っている。技の多た彩さいさには驚くばかりだ。

　昼食を注文した後、依子は真剣な面おも持もちで雄一達の会話を読み始めた。邪魔をしては悪いと思った愛子はそっと見守ることにした。

「……カラオケとか映画とか水族館とか言ってるんですが……なんなんですかね！　やっぱりデートじゃないですか！」

　しばらくすると依子が憤ふん慨がいした。先ほど邪魔はしないと言っていたが、やはり納なつ得とくしていないらしい。

「水族館ってちょっと遠くない？　あ、貝類館なら近くにあったような……」

「あそこは貝の殻とかがずらっと展示してあるだけですよ？　デートにあそこをチョイスするのはよほどの海洋生物ファンだけなんじゃないですか？」

「行ったことあるの？」

「様々なデートスポットのシミュレーションはばっちりです！」

「あぁ……」

「なんなんですか！　その生暖かい目は！」

　雄一と出かけることを想定しているのだろう。愛子は微笑ましいと思ったのだが、依子はそう受け取らなかったようだ。

「確か小説の取材なんだよね？　どんな小説なんだろう？」

「異世界学園モノらしいですけど、なにも決まってなくて困ってるみたいですね……でも、これってずるくないですか？　小説の取材だって言えばなんでもありじゃないですか！　だったらラブホとかでもいいわけですよね!?」

「何言ってるの!?　依子ちゃん！」

　唐とう突とつに出てきたその言葉に愛子は面食らった。今時の中学生は恐ろしいと愛子は思う。

「これぐらいで慌てないで下さいよ。世の中には高校生の兄が中学生の妹とラブホに行くようなラノベもあるらしいじゃないですか」

「それは何かの法律にひっかかったりしないの!?」

　愛子には、そんなものが本当に存在するとはとても思えなかった。

「とにかく、織原さんは強力なライバルなんじゃないかと、そう思ってるんですよ。天然ぶってあれこれ兄に要求してるじゃないですか。兄は兄でほいほい頼たのみを聞いていますし、まんざらでもなさそうで……」

　ため息をつく依子は気け怠だるげで、妙みような色気を感じさせた。

「そう言えば私は依子ちゃんの中でどういう扱いなの？」

　こうやって一緒に話し合っているのが、愛子には少しだけ不思議だった。てっきり嫌きらわれているとばかり思っていたのだ。

「ライバルの一人だと思って警戒はしていますよ？　ま、兄に近づく女の中じゃ安全な方だとは思ってますけどね」

「安全なんだ……」

　その評価をどう考えればいいのか。愛子は複雑な気分になった。

「積極性に欠けますからね。でも、合宿で夜よ這ばいをかけてきた時は驚きましたけど」

「あ、あれは違ちがうの！　その、寝ぼけてただけって言うか……」

　正確に言うならば事実は異なる。愛子は一部始終を覚えていたし、熱に浮かされたようになってはいたが、すべては自分が考えて行動した結果だった。

「わかってますって。野呂さんにそんな度胸がないってことは」

「ど、度胸も何も私は別に……」

　馬鹿にしたように依子は言い、愛子はしどろもどろになって曖あい昧まいに言葉を濁す。

　そんなことを話していると、頼んでいたメニューが届けられたので、愛子はごまかすように食事に取りかかった。
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　友達の弟とこうやって街を歩いている。加奈子は不思議な気分だった。

　こんな風に男の子と歩くのは初めてだったが、特に緊きん張ちようはしていない。雄一がいつもと変わらない、自然な態度のためかもしれなかった。

　加奈子はこれまでにも何度か告白されたことがあるが、どうにも納得できず全て断ってきた。自分の容姿にそれほど自信があるわけでもないが、胸が大きいことは客観的にわかっているし、そこばかりを見られているのではという思いが払拭できなかったのだ。

　それに胸への興味から演えん繹えきしていけば最終的には子供を産むところに行き着く。雄一に以前語ったように、子供を愛せる自信のない加奈子にそれは無理な話だった。

「その……次回作とは関係ない話でもいいですか？」

　カフェを出て少し歩いた後に雄一が申し訳なさそうに話しかけてきた。

「うん。気にしないで。普通にしててくれたらそれだけでいいから」

　真剣に考えてくれている雄一には悪いが、加奈子はそんな雄一が可愛いと思った。

「そうですか。その、織原さんの小説を読みましたよ」

「急にどうしたの？　今日私と出かけるから？」

「その通りなんですけどね。姉ちゃんに借りて読んだんです」

　見透かされた雄一が苦く笑しようする。

「姉ちゃんから聞いて勝手に想像してたのとは結構違いましたね。主人公は強いとばかり思ってました」

「うん。一巻だとまともに戦ってないし、特に凄すごい力があるわけじゃないしね」

『俺の大魔王が可愛すぎて倒せないから世界がヤバイ！』の主人公は『天秤の勇者』だ。二人を比較して強い方がわかる能力しか持っていないので、一巻の時点では役立たずなだけだった。

「でも面白かったですよ」

　お世辞なのかもしれないが、それでも加奈子はお礼を言おうとした。

　そして、動けなくなった。

　それがなんなのか加奈子には瞬しゆん時じにわかったはずだった。身体が動きをとめたのは無意識にそれをわかっていたからだろう。

　だが加奈子の意識がそれを認にん識しきするには、一瞬とはいえない時間がかかっていた。

　周りの景色がどこか遠くへ流れていくようだった。

　視界がぼやけていく。

　その中にあってそれだけが、色鮮やかにくっきりと、その細部までがはっきりと見えていた。

　隣の雄一のさらに向こう側。そう遠くないところを親子が歩いていた。

　父親と母親に挟はさまれたまだ幼い男の子は、元気いっぱいにはしゃいでいる。

　絵に描いたように幸せそうな家族の姿。

　誰だれが見てもそう思うだろう。

　だが加奈子はそう思うことを拒きよ否ひした。その絵の中にどんな些細なことでもいい、不幸の前兆のようなものがないかを探したのだ。

　だがそれは、かけらも見つけ出すことはできなかった。

　加奈子は自分が見たものを受け入れることができなかった。

　その意味するところを理解したくはなかったのだ。

　それはいなくなった加奈子の母親、千ち夏なつが子供を見て幸せそうに笑っている姿だった。
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　織原加奈子は母親に褒められたことがなかった。

　それが異常だということに気付いたのは小学校に入り友達の家に遊びに行くようになってからだが、だからと言って加奈子にはどうすることもできなかった。

　例えばテストで八十点を取ったとする。平均点は上回っているし、友達の親はこの点数で十分に褒めてくれるらしい。時にはおやつが豪華になるなんて話も聞いたことがある。

　だが加奈子の母親、織原千夏はこうだ。

「そういえばお母さんは小学校のテストではいつも満点だったわ。小学生向けの問題ってすごく簡単なのよ？」

　あからさまにけなすわけではないが、その意味するところは簡単にわかる。満点で当たり前だと言っているのだ。

　ならば満点を取るしかない。だが満点を取り意い気き揚よう々ようと答案を見せたところで彼かの女じよの態度は変わらなかった。

「あのね、加奈子ちゃん。その態度は感心しないわ。褒めてもらいたくて勉強をしているの？　違うでしょう？　勉強をするのは自分のためでしょう？」

　そう笑顔でさとすのだ。

　幼い頃ころの加奈子は忘れ物が多かった。だがそれも仕方が無いことだ。小学校の先生も親に忘れ物の確認をするようにと指導している。

　だが加奈子の母親はそれをしなかった。忘れているわけでも、面めん倒どうだったわけでもない。プリントはちゃんと見て、明日の授業で何が必要なのかは把は握あくしている。その上で娘への忠告は全くしなかった。忘れ物をして怒られて帰れば、

「やっぱり。だめねぇ。加奈子ちゃんは」

　と、なんでもないことのように笑う。

「お母さんは昨日から知っていたけれど、加奈子ちゃんのためにならないから言わないのよ？」

　押おしつけがましくそう言うのだった。

　ある時、加奈子は学校で吐いたことがある。母親の料理が原因だ。腐っていたらしい。

　しばらく入院した加奈子のもとにかいがいしくやってはきたが、その際にも千夏は謝るそぶりもみせなかった。

「お母さんは一口食べてこれはおかしいと思ったんだけど、加奈子ちゃんはおいしそうに食べていたから大丈夫だと思ったの」

　育児放棄ネグレクトという程ほどでもない、最低限どこからも文句を言われない程度の世話はしていたし、加奈子に暴力を振るうことも、荒々しい言葉を投げつけることもない。

　ただ、褒めなかった。肯こう定ていを全くしなかった。

　それでも父親がいれば加奈子は幾分か救われたのだろう。だが、父親は仕事が忙いそがしく家にはほとんど帰ってこなかった。

　母親と二人きり。表面的には優しく、だが内実をともなわない千夏の言葉はゆっくりと加奈子を傷つけていく。

　加奈子を守る者は誰もいなかった。加奈子が傷つけられていることに気付く者すらいなかった。

　加奈子は次第に母親を怪かい物ぶつだと思うようになっていった。人の心を持たない、昆虫のような人間。母親の振りをする機械のような存在。

　そう思うことで加奈子は自分を守った。

　母親が悪意を持って子供に接してくる。その事実を幼い加奈子は受け入れられなかったのだ。







　母がいなくなったのは、中学一年生の夏休みになってすぐのことだった。

　協議離り婚こんだった。

　加奈子を全く愛していない母親がいなくなる。それは加奈子にとって朗報のはずだった。

　生活面で多少苦労することになったとしても、その程度のことは長年の心理的負担を取り除けることに比べれば取るに足らない。上辺しかわからない他人ならそう思うだろう。

　だが事実は異なった。

　加奈子は深い喪失感を覚えたのだ。

　顔も合わせたくないと思い極力家に帰ろうとはしなかった加奈子だが、いざ母親がいなくなってみればその心の内は虚無が支配していた。

　加奈子はどんな仕打ちをうけようとも母親を愛していて、愛されたいと思っていたのだと気付いたのだ。

　怪物、昆虫、機械。母親はそういうものだと思い込もうとして、結局できてはいなかった。

　大人になれば母を理解することができ、許すことができるのではないか？　そんなこともあったと話し合うことができるのではないか？　そんな夢のようなことを心のどこかで考えていたのだ。

　だが、失踪も同然にいなくなったのでは、そんなこともできない。どこまでも深い母からの拒絶を感じるだけだった。

　加奈子は何もかもがどうでもよくなった。

　たかが両親の離婚ぐらいで。

　虐待されたわけでもなく、愛情が足りなかったぐらいのことで。

　人はそう言うかもしれない。だが加奈子にとってはそうではなかった。

　加奈子が自殺を考え始めたのは母親がいなくなってから、しばらくしてのことだった。
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　気付けば加奈子は自分の部屋のベッドに横たわっていた。

　のろのろとベッドサイドテーブルに手を伸のばして目覚まし時計を確かく認にんする。

　夜になっていた。

　手で顔を触る。まぶたが随ずい分ぶんと腫れぼったい。泣いていたのだろうが記き憶おくは曖昧だった。

　おそらくは雄一が自宅まで送ってきたのだろう。申し訳ないことをしたと思う。突然動かなくなった加奈子をさぞ心配したことだろう。

　だがそう考えると同時に、そんなことはどうだっていいとも思っていた。

　昼間の記憶が蘇よみがえる。幸せそうな家族の光景。

　わけがわからない。

　あの人はあんな顔をしないはずだった。

　幸せそうに、慈しむように、子供に優しく微笑みかける人ではなかったはずだ。

　納得ができなかった。

　あの人は人を愛せない、上っ面だけの笑いを浮うかべる人間だと思っていた。

　そしてそれならそれでいいと思っていたのだ。すぐに納得できたわけではないが、母がいなくなってからの時間でそう考えるようになっていた。

　先天的にそんな風に生まれつくこともあるかもしれないし、後天的な環かん境きようのおかげでそうなったのかもしれない。自分が愛されなかった理由を加奈子は勝手に想像し、許そうとしていた。結局のところ母を嫌いきることはできなかったのだ。

「なんで……」

　知らずつぶやいていた。だが何を問おうと答えなどあるわけがない。

「教えてやろうか？」

　だがその声は唐突にやってきた。

　加奈子は身を起こし、振ふり向いた。

　部屋の入り口に女が立っている。いつか見た記憶のある、眼め鏡がねをかけた女だ。

「まずどうでもいい疑問を先に解消しておいてやろう。私がここにいるのは玄関のドアが開いていたからだよ。突然現れたわけじゃない」

「魔ま法ほう使つかい……」

　小学生の頃、図書館で出会った女だった。あの日、一冊の本を置いて立ち去った女。加奈子の人生を変えた女だった。

「ここまで辿たどり着けるとは思っていなかったよ。母親がいなくなった時に死ぬかと思っていた」

　女は感慨深げにつぶやいた。

　加奈子は何をするでもなく呆ぼう然ぜんとその女を見つめていた。

　一時出会ったことがあるだけの人間が、いつの間にか部屋に侵入しているのは異常事態だ。しかし加奈子はその女を追い出そうとは思わなかった。

　何もかもがどうでもよかったのだ。誰がどこにいて何を喋っていようとどうだっていい。

「絶望してくれるのはいいことだが、完全に壊こわれてしまうのは望ましくないな。もう少ししゃっきりとしてくれよ。何せ私は邪じや神しんの物語での勝ち目はなくなってしまったからな。次善の策を持ち出すしかない」

　女が近づいて来てしゃがみ込み加奈子の顔をのぞき込む。女の目に映った加奈子は虚うつろな目をしているが、それを加奈子自身はよくわかっていなかった。

「まぁいいか。次の一言で君の真価がわかる。それで目覚めないようならそれまでだ。いくつもばらまいた種の一つが芽吹かなかっただけのこと」







[image: ]







　女が加奈子の頬ほおに手を当てた。そして言う。




「君の母親は男の子が欲しかったんだ」




　その言葉の意味を加奈子はすぐに理解できなかった。思考もまとまらず、音の連なりを理解するのに時間を要する。

「逆に言えば女の子はいらなかった」

　女が補足するように言う。加奈子はようやく言葉の意味を理解した。

「そんな……こと……」

　まさかと思う。そんなことでと。

　だが否定できなかった。

　それが正解だと記憶は訴えてくる。

　どんなにいい子にしていようと愛されることは絶対にない。そう加奈子が感じていたのは正しかったのだと。

「あぁ。そんな程度のことだ。人生とはままならないものだな」

　どうでもいいと思っているのか、実に心のこもっていない言葉だった。

　気付けば加奈子は、力なくうなだれたまま笑っていた。

　そんなものどうしようもない。

　加奈子がこの世に生を受けた瞬しゆん間かんにそれは決まっていたのだ。

　ただそれだけのことで愛されないなら、一体どうしろというのか。

　望まれた存在ではなかった。生まれるべきではなかった。

　それを今更のように思い知った。

　絶たれるべき望みすら最初からなかったのだ。

「あまり期待していなかった『異世界作家』だが、なんでもやってみるものだな」

　女は笑っていた。

「さぁ、世界には十分絶望できただろう？　そろそろ終わりにしないか？」

　女が手を差し伸べてくる。加奈子はそれをぼんやりと見つめていた。







第六章　半分だけ異世界教室もどき







　月曜日。雄ゆう一いちは愛あい子ことともに学校へ向かっていた。

　雄一の表情はどこか冴さえない。愛子も元気がない様子だった。

「織おり原はらさん大丈夫かな……」

「あれから連れん絡らくが取れてない。ちゃんと家に帰ったのは確認したんだけど」

　あの日、加か奈な子こは急に倒れて雄一に寄りかかってきた。

　どうしたものかと戸と惑まどっていると、愛子と依より子こがやってきたので一いつ緒しよに介抱したのだ。

　病院に連れて行こうとしたが、加奈子は謝りながらも家に帰りたいと言い出した。

　三人で加奈子を家まで送った。雄一はしばらく様子を見ようとしたが、加奈子はそれを頑かたくなに拒否し一人で休みたいと言い張った。心配ではあるが、そう強く言われれば無理強いもできず雄一達は引き上げたのだ。

　帰宅後に雄一はいきさつを睦むつ子こに伝えた。睦子も心配して連絡を取ろうとしたが、結局加奈子の現状は不明なままだった。

「部活に出てくるかもしれないし、まだ調子が悪いようだったら様子を見に行こう」

　そんな話をしているうちに二人は学校に到とう着ちやくした。

　学校の敷地内に入り雄一は空を見上げた。

　特に何を期待したわけでもない。どうせ何も見えないのだろうとたかをくくっていたのだが、予想に反し、それは校舎の直上で偉容を誇っていた。

　巨きよ大だいな西洋風の城が、逆さまの状態で宙に浮いていた。

「これか……」

　とうとう雄一にも見えるようになったらしい。

　その城は空に浮かぶ島に建っていた。その島自体がまず巨大だ。外縁部は森、その内に城じよう壁へき。城壁の内は庭園になっていて、その中心部に城が建っている。

　城は大小様々な建物が連結して成り立っているようだが、中心部は一際大きく、山のようになっていた。

　島の周りにはどう見ても鳥ではない、爬は虫ちゆう類るいじみたものが時折火を吐きながら飛んでいた。翼の生えた蜥蜴とかげのような生き物だ。

「……ドラゴン……だよな？」

　ドラゴンがこちらに気付いている様子は今の所ないが、その時のことを考えれば背筋が凍る思いだ。おそらくそれは人が太た刀ち打うちできるような存在ではない。

「かなり下りてきてる感じがするね……あれ？　なんか赤くない？」

　隣となりの愛子も空を見上げている。赤いと言っているのは島よりもさらに上空のことだ。晴天のはずだが、うっすらと赤い。

「海か？　あれは城だけじゃなくて、世界が丸ごと逆さになって空に浮いてるのかよ……つーかなんなんだよ？　これ？」

　見えるようになってみれば、それが当たり前のように思えてくる。

「なんかおかしくねーか？　いや、おかしいと思ってないのがおかしいって言うか……」

　愛子に問いかける。

「そうだよね……でも、こんなものだって気もするんだよね」

　あまりにも皆みなが平然としすぎている。見えていないわけではない。逆さまの城は認識しながらも、それを当たり前のように受け入れているのだ。

　しかしこの程度はまだ序の口だった。




　鎧よろいの騎き士しが、校舎の入り口に立っていた。




　堂々と馬にまたがり、生徒達の行列を見下ろしている。

「あいつ……は、なんだ？」

　その鎧には見覚えがある。先日屋上に落ちてきたもののはずだ。

　それが動いている。中に人が入っているのがはっきりとわかる。

　頭上に『十二魔天』の文字を浮かべた騎士は入り口の側でやってくる生徒を一人一人確認していた。

　生徒達は行列には不満なようだが、鎧の騎士を不審に思っている様子はない。

「え？　十二魔天のロシュフォールさんじゃないの？」

　愛子が当たり前のように雄一に聞き返した。

　蒼そう天てんのロシュフォール。大魔王を守護する十二魔天の一人だ。

「いやいやいや、おかしいだろ？　なんで鎧の騎士が学校にいるんだよ！」

「あ……そうだね。あれ？　なんで私、あの人がロシュフォールさんだって……」

　愛子も指し摘てきされればおかしいと気付くようだ。

「これ何やってんだ？」

「なんでもラザニア様が紛れ込んでいないか捜してるんだって」

「またかよ。あの人ちょくちょくいなくなるよな。お城が窮屈なんじゃねーの？」

　そんな会話が行列から聞こえてきた。

　大魔王ラザニア。それも聞いた名だった。加奈子の小説に登場する主役級の人物だ。

「これ、早く並ばないと遅ち刻こくしちゃうんじゃない？」

　愛子が行列を指差して言う。

「野の呂ろ……普ふ通つうに適応してんなよ……」

　そんなことでいいのだろうかと思う雄一だ。

「ゆうくん！　これは新手のスタンド使いの攻こう撃げきなんじゃないの！」

「新手とかの前にスタンド使いに攻撃されたこと自体がねーよ！」

　いつの間にか背後にやってきていた睦子に雄一はツッコンだ。

「でもこれはおかしな状態に思えるわ！　そしておかしいと思いつつも、おかしくないようにも思えてくる！　ほら！　あんなのが前からいたような気がするのよ！」

　睦子が指差した先では、大きめの蜥蜴が走り回っていた。

　大きさは小型の馬ぐらいで、蜥蜴というよりも恐竜だろう。太い足で二足歩行をしていて、飾りのように小さな手が前に突つき出ている。恐竜の分類でいうと獣じゆう脚きやく類るいだ。

「もしかしてこいつがなんだか野呂はわかるのか？」

「何って竜なんじゃない？」

　特に不思議に思っていないことが、雄一からすれば不思議で仕方が無い。

「いやいやいや、竜って学校にいるもんじゃないだろ？」

「お城の周りに棲すんでて大魔王さんが可愛がってたと思うけど」

「大魔王が可愛がっている……」

　確かそんな話もどこかで聞いたなと考えていると、咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　それは地を揺らしつつ、校舎の陰かげから現れる。

　雄一は唖あ然ぜんとしてそれを見上げた。

　巨大な象だ。その頭頂部は校舎の三階にまで達している。

　頭部から角を生やした、おそらくは魔象と呼ばれている巨獣が雄一達を見下ろしていた。







　世界観が違う。

　その意味をまざまざと見せつけられた気分の雄一だった。

　今までも世界観という言葉は時折出てきていたし、数々の不思議現象はそれが原因だと知識としては知っていた。

　だが雄一は、それを心の底から信じていたわけではなかったのだ。

　世界観だなどと、大仰なものを持ち出さなくても説明できるのではないか。例えば殺さつ人じん鬼きはちょっとばかり強いだけのただの犯罪者だし、吸血鬼や獣人は人知れず闇やみに存在してきた種族で、オカシラのような生き物も長い歴史の中で偶ぐう然ぜん発生した突然変異体のようなものだと解かい釈しやくできなくもない。

　だが、空に城が浮かび、魔象が闊かつ歩ぽし、鎧の騎士が登校してくる生徒達を見守っているのをどう解釈しろというのか。

「どうしたの？　難しい顔をして？」

　隣の愛子が聞いてくる。

「いや……どうしたものかと思ってな」

　愛子はそれほど深く考えている様子はなかった。

「武たけ内うちはどう思ってるんだ？」

「明らかな異常事態だと思っているけど？　なぜ皆が平然としていられるのかが不思議で仕方ないわ」

　いつもと変わらない、感情のわかりにくい声で奈な月つきは言った。

　放課後。雄一達はグラウンドの側を通り旧校舎の部室へ歩いていた。睦子が招集をかけたのだ。

　グラウンドを見てみれば地竜が駆けていた。朝よりも増えているようだ。

　学校外への影響も気になるがそれはわからなかった。昼頃から発生し始めた霧が、学校全体を覆っているのだ。その為生徒の大半は帰宅せずに学校に残っていた。すぐに晴れると思っているようだ。

　部室に入るといつものようにホワイトボードの前で睦子が待っていた。

　加奈子はいない。だが、そんな予感はしていた雄一だった。

「さて！　面おも白しろい事態ではあるんだけど、このまま放置しておくわけにはいかないわ！　来るべきカタストロフに対たい抗こうするべき立場の私としては見過ごすわけにはいかないの！　そういうわけなのでこの事態を打開するために活動開始よ！」

　睦子は張り切っていた。この状じよう況きようでもいつもと変わらないのは実に頼もしい。

「打開ったって、何をどうすりゃいいんだよ？」

　雄一は席について聞いた。愛子と奈月もそれぞれ椅い子すに腰こし掛かける。

「そうね、まずこの事態は学校の中だけに限られているわ！　外にはなんの影えい響きようもない。つまり学校内だけで解決できるんじゃないかしら？」

　雄一達がくるまでに、周辺状況については調べていたようだ。

「それなら、まだ多少はましか」

　そう言いつつも油断はできないと雄一は考えていた。影響範はん囲いが拡大しない保証などないからだ。

「そして、蒼天のロシュフォールや、魔象がいることからわかるように、織原さんの小説が関係あるように思えるの！」

「そうですね。ここまで似てると無関係とは思えないです」

　愛子が頷うなずく。愛子はｗｅｂで公開されている最新話まで読んでいるので納得できたのだろう。書籍の一巻しか読んでいない雄一では多少ついて行けない部分もあった。

「そういや、武内は読んでたっけ？」

「読んでないけど？」

　悪びれることなく奈月は言う。

「そうだよな、お前はそういう奴やつだよ……空に浮かぶ城は見えてたか？」

　ふと気になって雄一は聞いた。

「今日の朝からならね。それ以前は見えていなかった」

　最初は加奈子の小説を読んだ者にのみ影響があったが、今日からは読んでいなくても影響が出ている。現象の規模は明らかに拡大していた。時間の経過によるものか、何かきっかけがあったのかはわからないが、早さつ急きゆうに手を打つ必要があると雄一は考えた。

「とにかく、織原さんが何らかの形で関かかわっているのは間ま違ちがいないと思うの。だからまず私達たちのやることは織原さん捜しね」

「織原さん学校に来てなかったのか？」

「えぇ。無断欠席ね。無遅刻無欠席の織原さんにしては珍めずらしいことだわ」

「捜すって言っても、家ぐらいしか思いつかないけどな」

　日曜日は調子が悪かったようだし、今日も家で休んでいるのかもしれないと雄一は考えた。

「お姉さんから依い頼らいがあった時点で崎さき山やまを向かわせたから家にいないのはわかってる」

「姉ちゃん達、崎山って人を便利に使いすぎだろ……」

　崎山は奈月の手下だ。大柄な体格で趣しゆ味みはストーキング。奈月の家に住み着いている。車の運転ができるので、大荷物を運ぶ際に睦子も利用しているようだ。

「でも、居留守を使ってるかもしれないだろ？」

　それかひどく体調が悪い場合も考えられる。

「ストーカーをなめないことね。ターゲットの家に侵入するなど造作もないし、隠かくれているターゲットを見つけ出すのもお手の物よ。家の中は三十センチ四方のものが隠せる空間までなら隅々まで捜索して、誰もいなかったと報告を受けている。織原さんが家にいたのは推定だけど日曜日の夜まで。服や下着の残り香からそう判断したようね。父親はしばらく帰宅していないようだけど、もう一人女の匂においがしたとも言っていたわ」

「やべぇな！　ストーカー！」

　異世界が侵しん蝕しよくしつつあるこんな状況ではあるが、まずそいつをどうにかしたほうがいいんじゃないかと雄一は思った。

「まだ崎山は織原さんの家に潜んでいるから、帰って来ていないこともわかっている」

「こえぇよ！　もういいからそいつ呼び戻せ！」

　もし加奈子が帰って来てあんなのが家の中にいたら大惨事だ。

「けど、家にいないんじゃ捜しようがなくない？　お姉さんは織原さんが行きそうなところとか何か心当たりはあるんですか？」

　愛子が睦子に尋たずねる。この中で加奈子に一番詳くわしいのは睦子だろうから、睦子が知らなければお手上げだ。

「そう言われてもあまり思い当たらないのよねぇ。異世界好きだし、異世界に行っちゃったぐらいしか思いつかないんだけど」

「異世界に行かれちゃってたらどうしようもなくねぇか!?」

　思いつかないにしても言うことが無茶すぎる。

「織原さんが行きそうなところ……」

　愛子も考えているようだが答えは出てこない。

「なぁ。崎山さんは、織原さんが家からどこに行ったか追跡できねーのか？」

　ストーキングやストーカーはストークという言葉の派生で、ストークには獲物を追跡するといった意味がある。雄一は崎山にそんな技能があるのではと思ったのだ。

「……特に思い入れのない相手の追跡は限度があるわね……」

　少し考えた奈月が申し訳なさそうに言うが、そんな奴に思われてはたまらないと思う雄一だった。

「この状況は小説が関係あるんですよね。だったら内容にヒントがあったりしないでしょうか？」

「それは私も考えたんだけど、異世界ファンタジーだからあまり参考にならないのよね。具体的に織原さんがいそうなところというのも……」

　愛子は提案するも具体的なものではない。睦子も心当たりはないようだ。

「小説が参考になるかはともかくとして、学校内にはいると思うのよね……」

　睦子がため息混じりに言う。

「なんでだよ？」

　学校にいる根こん拠きよなど何もないはずだ。

「これを織原さんがやってるんだとすると、これ程の規模の現象を巻き起こすには近くにいなきゃ駄だ目めって気がするのよ。遠距離パワー型なんてのはありえないわ！」

　睦子は力強く言うが雄一は懐疑的だった。加奈子にそんな力があるとは思えなかったのだ。

「そういや姉ちゃん学校中にカメラ付けてんだよな？　それで何かわからねーのか？」

　どう考えても犯罪だがこんな時には役に立つだろう。学校に加奈子が来ているかは録画でも見ればわかるはずだ。

「やーねぇ、ゆうくん。私もプライバシーに配はい慮りよして監視はリアルタイムに止とどめているのよ？　つまり録画なんてしてないってことよ！」

「その線引きがわかんねーし、自じ慢まんげに言うことでもねーよ！」

　雄一はツッコミながら立ち上がった。

「とにかくここでぐだぐだ話し合っててもしかたねーだろ。姉ちゃんはそのリアルタイム監視とやらをここでやっててくれ。俺おれは校内を捜してみる」

「私も行く！」

　愛子も立ち上がった。

「じゃあ野呂は俺と一緒に行こう。武内はどうする？」

「私は新校舎を見に行くから、坂さか木きくん達はこの旧校舎から捜してくれる？」

　そう言って奈月はさっさと出て行った。

　雄一達も遅おくれて出て行こうとしたところで睦子が制止する。

「ちょっと待って！　カメラがおかしい場所があるわ！　写らないところがあるの！」

「どこだよ？」

「体育館ね！　そんな簡単には壊れないと思うんだけど」

　体育館と言われて雄一は思い出した。加奈子の新作小説だ。プロローグしか書けていないと言っていたが、体育館から始まると言っていた。

「小説が関係あるのなら、そこかもな」

　雄一達は体育館に向かうことになった。







　体育館の中に入った雄一達はすぐさま異常に気付いた。

　吐く息が白くなるほどに気温が低かったのだ。

「これ……どうなってるの!?」

　愛子が自らを抱きしめて震ふるえている。夏の制服で対応できる気温ではないだろう。

　体育館の中はうっすらと白くなっていた。全体的に霜が降りている。

　体育館の演壇は天てん井じようまで届く氷の壁かべで覆われていた。その蒼あお白じろい氷の向こう、演壇の上には誰だれかがいるようだが姿ははっきりとわからない。

　そして、その氷壁の前には馬にまたがった鎧の騎士が佇たたずんでいた。

　先日空から降ってきた鎧を着込んでいる。今朝、校舎の入り口で検問まがいのことをしていた男。十二魔天、蒼天のロシュフォールだ。

「やっぱりね！　体育館のカメラが写らなくなってるからおかしいと思ったのよ！」

　睦子が二階の通路を指差していた。そこにカメラがあるのかもしれないが雄一にはよくわからない。

「見つかりにくいように小型カメラを設置してたんだけど、耐久性に難ありね。屋内用だし氷点下の気温には耐たえられなかったようだわ！」

　どうでもいいことには用意周到な睦子だが、さすがに体育館の中の気温までは考こう慮りよしていなかったらしい。

「蒼天のロシュフォール！　これはお前の仕し業わざか？」

　ファンタジーの存在にどう話しかけていいものか少し迷った雄一だが、ため口でいくことにした。今から戦うことになる。そんな予感がしたからだ。

「いかにも。ここを通すわけにはいかん！」

　入り口から演壇までは三十メートルはあるだろう。だが重く低い声はよく響ひびいた。

「なるほど。ここに何かあるのは確定ってことね！」

　雄一の隣では睦子が腕うでを組んでうなずいていた。

「あのー、理由を聞いてもいいですか？　私たちは人を捜してるだけなんですけど！」

　緊張感のない大声で愛子が聞く。雄一が見たところロシュフォールを恐れている様子はなかった。

「その捜し人が、結界内の少女だとすれば会わせるわけにはいかぬ。貴き殿でんらに納なつ得とくのできることではないかもしれないが理由は教えよう」

　意外にもロシュフォールは愛子の問いに答えるようだった。

「ロシュフォールさんは真ま面じ目めキャラだから、聞かれたことには素す直なおに答えちゃうんだよ」

　愛子が小声で雄一にそっと伝えた。小説を読んで知っているだけのはずだが、妙みような信しん頼らいを持っているようだ。

「私は大だい魔ま王おうラザニア様を捜していたのだが、ここにはおられないことが判明した。そのため城に戻もどりたいのだが己おのれの力だけではどうにもならぬ。元に戻るには術者が世界を繋つなぐ必要があるのだが、それを不都合だと思う者達が邪じや魔まをしようとするかもしれないと聞かされた。なので私はここで術者を守りながら、術の完成を待っているのだ。術者に用があるのであれば、術が完成してからにしてもらいたい」

「説明くさいセリフ回しはやっぱりロシュフォールさんだ……」

　愛子が何やら納得している。

　術が完成するのはまずいと雄一は直感した。

「姉ちゃん、それを貸してくれ」

　普ふ段だんは見て見ぬ振りをしている、睦子の指抜きグローブを雄一は指差した。

「え？　姉の手汗のついたグローブに一体何の用が!?」

「そんなもんに用はねーよ！　いつも自慢してるだろうが！　その機能に用があんだよ！」

「仕方ないわね、モルスとレナトゥスのどっちがいいのかしら？」

「それ名前ついてんの!?　エボニー＆アイボリーでも干かん将しよう・莫ばく耶やでもなんでもいいから、両方貸せよ！」

「まったく……ゆうくん専用のは用意してあるのにいつも身に付けてないからこんな時に役に立たないのよ……」

　ぶつくさ言いながら睦子が雄一にグローブを渡す。雄一は少し小さめのそれを手早く身に付けた。

「そういや、今日はセイバーを付けてないのか？」

　あるなら借りようと思って聞くと、睦子は目を見開いた。

「な……なんで今日に限ってそんなこと言うのよ！　信じられない！　あぁ！　ゆうくんが自分からセイバーを付けたがってるっていうのに今日に限って整備に出しているなんて私の馬ば鹿か！　バカバカバカ！」

「付けたがってるわけでもないし、誰がセイバーを整備してるのかとか疑問は尽きないが、それはそうとして、野呂。金を貸してくれ。五百円玉を何枚か」

　心底後こう悔かいしている様子の睦子は放っておいて、雄一は愛子に聞いた。

「いいけど、前に貸したお金は返してもらったっけ？」

「あれはよりちゃんへのプレゼントを買ってチャラになってなかったか？」

「それで本当にチャラにしちゃってたんだね……ちゃんと返してね」

　どこか呆あきれた様子の愛子が、財布から五百円玉を三枚取り出して雄一に渡す。雄一はそれを握にぎり込んだ。

　あらためてロシュフォールに向き直る。ロシュフォールは雄一達のやりとりを黙だまってみているだけだった。

「あんた真面目だから聞かれたことに素直に答えるってのは本当か？」

　拳こぶしを打ち合わせながら一歩前に出た雄一はロシュフォールに尋ねる。

「他者を貶おとしめ、害を及およぼすようなことでなければ答えよう」

「中にはどうやったら入れる？」

「ふむ……お前が今からしようと考えていることで間違いは無い。この結界は私の魔力によって維い持じされている。私を倒たおすことができれば自然と解除されよう」

　ロシュフォールは臨戦態勢の雄一を見て言った。ただ事実を述べたまでという様子で、そこにはなんの衒てらいもない。

　さらに一歩。雄一は足を踏ふみ出した。

　ロシュフォールは左手で手綱を掴つかんだまま、右手を天へ向ける。警告の言葉はない。雄一が一線を越えたと判断したのだ。

　虚空に氷塊が生じた。

　体育館の天井を埋め尽つくすように現れたそれらは前後に伸びていき、氷柱状に形を整えていく。ぞっとするように鋭利な先せん端たんは、その全てが雄一に向けられていた。

「姉ちゃん！　下がってろ！」

　ロシュフォールは睦子達を狙わないと雄一は思っていた。だが、この数だ。流れ弾だまが行かないとも限らない。

　雄一は氷柱が一斉に射出された瞬間に前方に飛び出した。

　駆かけながら雄一は観る。

　宙に浮かんだ氷の槍やりは全てが射出されたわけではない。二段、三段と外した場合が考えられている。一段目を発射した時点で、二段目の為ために用意された氷槍群は踏み出した雄一へ照準を合わせようとしていた。

　一段目の槍が先ほどまで雄一がいた位置に突き立つ。二段目は雄一の先を読んで射出された。雄一は斜ななめ前へさらに加速し、それを躱かわす。一点を狙うことでは捉えきれないと判断したのか三段目は雄一の行き先にばらまくように放たれた。

　あえて狙わない攻撃の一つが、雄一へ飛来する。躱さずに前へ進み、雄一はそれを手の甲こうで逸そらした。睦子のグローブが攻撃に耐えきれるかを試す。果たしてグローブの防刃性能は氷塊の鋭するどさを凌りよう駕がしていた。

　雄一は更に大だい胆たんに駆けだした。防げるなら取り得うる手段は格段に増える。

　宙に浮うかぶ槍やぶ衾すまのごとき氷槍は依然数を減らしてはいなかった。後から後から出現し続けているのだ。

　豪雨のごとく降り注ぐそれらを、躱し、逸らし、打ち砕くだき、つかみ取り、打ち返しながら前へと進み続けた。

　時折足あし下もとから出現する氷槍は勘で回かい避ひし、近づくにつれて下がっていく気温には気合いで耐える。この程度の寒さで動けなくなるほど雄一は柔やわではない。

　対するロシュフォールは動かない。右みぎ腕うでを上げた姿勢のまま微動だにしていなかった。氷壁を守るためなのか、魔術を使いながらでは動けないからなのか。

　氷槍との攻防を制し、雄一はロシュフォールの許もとに辿り着いた。

　途と端たんに降り注ぐ氷槍の攻撃が止やむ。敵にだけ当たる都合のいい技ではないようだ。

　ならばロシュフォールの側は安全地帯かといえば、そんなわけはない。

　手綱を掴んでいたロシュフォールの左手が素早く動く。雄一へ向けられたその手には魔法のように拳けん銃じゆうが現れていた。ロシュフォールは胸甲騎き兵へい。中世ヨーロッパに実在したこの騎兵の主武装は拳銃だ。

　躊ちゆう躇ちよなく発砲された銃弾を雄一は横っ飛びに躱し、同時に硬貨を投げつけていた。

　三枚の硬貨がロシュフォールの左手甲に突き刺さる。銃口が跳はね上がり、天井が弾けた瞬間に、雄一は跳とんでいた。

　ロシュフォールに飛びかかり、胸に膝ひざを叩たたきつける。

　派手な音と共にロシュフォールの体勢は崩れるが、それだけだ。鎧の防御力が雄一の攻撃を無効化していた。

　ロシュフォールが落馬する。同じく落ちていく雄一は、殴りつけるような勢いでロシュフォールの首を左腕で抱かかえこんだ。

　右拳を腰こしだめに構える。

　床ゆかに激げき突とつする瞬間に右拳を叩きつけた。

　雄一の拳はロシュフォールの鎧を貫き、その肉をとらえていた。
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　戦いがはじまり、愛子達は慌あわてて体育館の外へ逃げ出していた。

　そして入り口からそっと顔を出し、中の様子を窺うかがっていたのだ。

「あの……はじめて見たはずの魔ま法ほう？　に坂木くん対応できちゃってたような気がするんですけど……」

　雄一の能力についてあれこれ考えるのは今いま更さらだが、それでも愛子は驚おどろいていた。なんと言っても魔法が相手だ。普通はもう少し驚くなりなんなりして、手が止まるものではないかと思う。だが、雄一はそれを当たり前のようにあしらっていた。

「魔法って言っても、エターナルフォースブリザード！　相手は死ぬ！　とかでないならどうにでもなるんじゃない？　氷が飛んでくるだけなら、銃で撃うたれるのとそう変わりはないし、見た感じ銃弾よりもだいぶ遅おそい感じだったから！」

　睦子は当たり前のように言うが、雨あられと降ってくる氷柱が相手だ。そう簡単なことではないだろう。

「その、鎧をこうドカーン！　ってやって、あれって穴空いてませんか？　鎧ってそんな……」

　簡単に壊こわれるわけがない。そう思っていた愛子だった。

「あぁ！　鎧ってものすごく頑がん丈じようみたいに思うかもしれないけど、そんなでもないのよ。防御力と重さを天てん秤びんにかけて試行錯誤した結果、分厚いとされる鎧でも厚さは五ミリ程度なの。けれど鎧の防御力は銃の攻こう撃げき力りよくに負けて廃すたれていくわけだから、破れないものじゃないわ！」

「厚さ五ミリの鉄板を破れる気が、まるでしないですけど……」

「あのグローブは基節骨を覆う部分に特とく殊しゆ合金が仕込んであるから！　ゆうくんも最初から鎧対策で借りてったのよ！」

　聞けば聞くほど無茶苦茶な話だった。

「あの……ロシュフォールさん大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

　ロシュフォールは馬から落ちて動かなくなっていた。雄一は立ち上がったが、それ以上何かしようとはせず側に立っているだけだ。

「なに？　野呂さんは敵の心配をしているの？」

「いえ、その、ロシュフォールさん、悪い人じゃないと思うんですよ。小説を読んだ限りではなんですけど」

　大魔王を守護する十二魔天はくせ者ぞろいではあるが、ロシュフォールはその中にあって唯一裏を感じさせない男だった。どこまでも純粋でまっすぐな男なのだ。

「ここからじゃどうなったかわかんないから、とにかく行ってみましょう！」

　体育館を覆おおっていた霜や、そこら中に突き刺ささった氷柱は消えつつあった。ロシュフォールからの魔力供給が途と絶だえたのだろう。雄一の勝利だ。

　愛子と睦子は雄一の許に駆けつけた。

　雄一は倒れているロシュフォールを見下ろしている。

「見事だ……」

　ロシュフォールとその愛馬の姿は薄うすれつつあった。

「あんた一体……」

　雄一は消えゆくロシュフォールを驚きとともに見つめていた。

「どうやら私は仮初めの存在だったらしい……城に戻る必要など最初からなかったようだな。負け惜しみのようではあるが……本物の私はこんなものではないぞ。もし戦うことがあれば心してかかることだ」

　そう言い残しロシュフォールの姿は消え去った。後には何も残っていない。氷柱による破は壊かいの爪痕だけが、ここでの戦いを物語っていた。

「これ返す」

　雄一が睦子に指抜きグローブを押しつけた。

「なんで!?　かっこいいのに！」

「壊れた」

　雄一が目をそらしながら言う。

「そ。だったら仕方が無いわ！」

　睦子は素直に受け取ったが、本当のところどうなのかは怪しいと思う愛子だった。はめ続けるのが恥ずかしかったのかもしれない。

　ロシュフォールが消失し、演壇を覆っていた氷の壁が消えていく。

　三人は演壇の上に目を向けた。

　少女が祈りを捧げていた。跪ひざまずき、両手で掴んだ杖つえで身体を支えるようにしている。杖は儀礼用なのか、装そう飾しよく過剰で煌きらびやかなものだった。

　少女は背にはマントを羽織り、頭にはつばの広いとんがり帽子。魔ま女じよのような格好だった。

「なにやってんですか、織原さん……」

　呆れるとともに、安あん堵どの混じったつぶやきを雄一は漏らした。

　愛子もほっと息を吐く。

　演壇の上にいたのはやはり加奈子で、おかしな格好をしている以外は特に問題なさそうだった。

「織原さん！　魔女っ娘を気取るならもう少しなんとかならなかったの！　それじゃクラシックすぎるわ！　ほら！　最近だとピンクのフリフリだとか、ドレスっぽいのがあるじゃない！」

　睦子が悲鳴のような声をあげる。

「行方不明の友達を発見して第一声がそれかよ！」

「織原さん、一いつ緒しよに帰りましょう。皆心配してたんですよ？」

　文句を言う雄一の隣で、愛子は冷静に呼びかけた。

　それに応こたえてか、加奈子は顔を上げた。

　寝ねぼけているような、トロンとした目で愛子たちを見つめている。

「坂木さん……みんな……」

　加奈子がつぶやく。

「織原さん！　魔法少女ならもっとちゃんと準備してからやるべきだと思うわ！　部室を探せばもっといいものがあると思うの！」

　だが加奈子は首を横に振ふった。

「私は異世界に行くの。ううん。もうこっちに呼びつけるのよ。それが手っ取り早いって魔法使いも言ってたもの」

「織原さん！　異世界に行くにしても別の方法を探しませんか？　このやり方は影響が大きすぎる！」

　ふらふらと加奈子が立ち上がった。両手で持っている杖を自信なげに振りかざす。

「えい！」

　気の抜けるような声と共に加奈子が杖を振り下ろした。

　何をするのかと呆ぼう然ぜんと見ていると、愛子は雄一に抱きしめられていた。
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「へ？」

　急な加速を感じ間ま抜ぬけな声を上げる。雄一が後方に着地したのと、目の前に壁が出現したのは同時だった。

　氷の壁だ。チリチリと音をたてる氷壁が演壇の前を再び塞いでいる。

　加奈子も驚いたような顔をしているので、これが愛子達を狙ねらったものではないと信じたかった。ただ加奈子は邪魔をされたくなかっただけなのだと。

　加奈子の作り上げた氷壁はロシュフォールのものに比べればお粗末なものだ。薄く儚はかなげなそれは向こう側がはっきりと透けて見えている。だが時間稼かせぎならこれで十分ということか、加奈子は演壇の奥おくへ走り出した。

　雄一が氷壁を殴りつける。簡単に穴は開くが、全体が崩れ落ちはしなかった。しかも開いた穴はゆっくり塞がっていく。

「くそっ！　外に出て裏に回るぞ！」

　壁を壊すのは諦あきらめて雄一は出口へ走り出そうとした。

　愛子も駆け出そうとしたが、その時体育館が音を立てて揺れ始めた。

「え？　なに!?　地震？」

　愛子は思わずしゃがみ込んだ。何か決定的なことが起こった、そんな予感がする。

　揺れはすぐに収まった。

　気付けば雄一は愛子の側にやってきている。

　この地震も加奈子の仕業なのかと考えていると体育館のスピーカーがノイズを発し始めた。

『これからゲームの説明を行う。一度しか言わないし、質問は受け付けない。

　基本ルールは三つだ。

　一つ。暴力は禁止だ。

　二つ。生存権が無くなれば死亡する。手の甲を確かく認にんして欲ほしい。ローマ数字のⅢが表示されているだろう。それが生存権だ。プレイヤーはゲーム開始時に三つ持っていて、一時間毎ごとに一つ減っていく。

　三つ。プレイヤー間で好きなものを賭けて勝負ができる。取り立ては私が保証する。

　説明は以上だ。他にもルールはあるが、それは実際にプレイした上で確かめて欲しい。それでは今よりゲームスタートだ』

　前触れもなく始まり、一方的にまくし立てた放送は唐とう突とつに途と切ぎれた。

「これって……式しき谷たに先生？」

　聞き覚えのある、ぶっきらぼうな話し方だった。

　愛子が手の甲を見ると確かにⅢの文字が浮き出ている。ぼんやりと光るそれはホログラムのようだ。

　見れば雄一も手の甲を確認していた。

「式谷の能力かよ……けど、閉へい鎖さ空間にしか使えないんじゃなかったのか？」

　そんな話を友とも美みの店でしていたと愛子は思い出した。

「能力ってなんのこと？　この数字が出るのに関係が？」

　睦子の疑問に雄一が答える。

　真ま希き那なの能力。閉鎖空間にルールを設定する『密室遊ゆう戯ぎ』、ゲームに必要なものを守る『不ふ可か侵しん領域』についてだ。

　聞き終わった睦子はぽかぽかと雄一を叩き始めた。だが睦子の拳は雄一の頭に届かない。ぶよぶよとしたゴムのようなものがあるのか、それに弾はじかれ、逸らされているのだ。

　次に睦子は自分の頭を軽く小突いた。それは当たっている。自分で自分を触るのは問題ないらしい。

「これが『不可侵領域』、他者への暴力の禁止ってことね……自殺はできるってことかしら？　毒殺も可能？」

「考察すんなよ。こんな奴の話に乗ることなんかねぇ」

　雄一も確認するように睦子の顔に手を伸のばしたが、それもずるりとずれた。

「ゆうくんはこれをどう思う？」

「……完全にベクトルをコントロールできれば、あるいは。って感じだな」

　雄一はそう答えた。

「なるほど……ゆうくんがこんなことを事前に知っているのはどうしてなのかは聞いても？」

「……まだ言いたくない」

　少し考えて雄一は言った。もにかのことはまだ睦子には内ない緒しよにしているのだ。

　いつも姉にばかり頼りたくない。そう雄一は思っているのだろう。

「そう。だったらそれについてはいいわ！　じゃあまずは放送主をどうにかするために新校舎に向かいましょうか！」

　こんな状況でもわくわくを押さえきれない睦子だった。

　愛子達は体育館を出た。

　新校舎に眼めを向け、愛子は固まった。

「えーと……あれ……なに？」

　説明を求めて愛子は雄一を見た。

「俺がそんなもんわかると思うか？」

　雄一も途と方ほうにくれたような声で愛子に答える。

　愛子はもう一度、確認するように新校舎を見た。

　逆さまの城の先端が校舎に突つき刺さっていた。







　雄一達が新校舎の玄関ホールに辿たどり着いたのは十七時頃ごろだった。この時間ならまだ明るいはずだが、霧のためか外は薄うす暗ぐらい。

　城が突き刺さっていようが校舎の中に変わりはないようだった。

　校舎内はざわついていた。

　混乱し泣きわめく者、冷静に話し合う者、闇やみ雲くもに動き始める者。生徒達は様々な反応を見せている。

「駄目だ！　学校の外に出られない！」

　外の様子を見に行っていた者達が報告していた。

「霧があるだけじゃないのかよ！」

「壁みたいなのがあるんだ！　そこからどうしても外に出られない！」

　真希那の『不可侵領域』だ。ゲームに必要な物を守るための防御フィールド。それが学校全体を覆っているのだろう。

　半信半疑だった生徒達も、徐々にあの放送が真実なのだと信じ始めているようだった。

　手に浮き出た数字。脱出不可能な状じよう況きよう。そして生徒達を覆う暴力を禁止する不可視の膜。それらは放送の内容が、ルールが正しいと証明しているようだった。

「で、どうする？　放送室に向かうのか？」

　雄一は睦子に聞いた。新校舎に来たはいいがこの先をまるで考えていない。

「まずは屋上ね！」

「それ、城を近くで見たいってだけじゃないだろうな？」

　雄一が鼻白む。すると睦子はタブレット端末で屋上の様子を見せてきた。

　ディスプレイには逆さまになった城の一部が映っているが、屋上は壊れておらず城とは重なって存在しているように見えた。

　そんな前衛芸術の様相を呈している屋上を女が歩いていた。

　雄一はその眼鏡をかけた女に見覚えがある。式谷真希那だ。

「放送の声がこの人なら、どう考えてもこの人が元凶よね！　この人さえどうにかすれば、織原さんの問題は後でゆっくり考えられるんじゃない？」

「これでまったく関係がありませんでした、って言われたほうが驚くな」

　秘密だと言っていたが、学校全体をゲームに巻き込むのが真希那の目的だったのだろう。

「慎重に行きましょうか！　何か罠わながしかけられているかもしれないわ！」

「なんで嬉うれしそうなんだよ、姉ちゃん……」

　雄一はどこまでも脳天気な姉に呆あきれた。

「そういえば武内さんは？」

　今更思い出したのか、愛子が聞いた。

「捜してる余よ裕ゆうはないけど、あいつならどうにかするだろ」

　部室で別れた後は奈月と会っていない。新校舎で加奈子を捜していたはずだ。

　愛子は心配そうにしていたが、ここで考えていてどうにかなる問題でもない。雄一達は屋上を目指し始めた。

　睦子が言うような罠などはなく、屋上にはあっさりと辿り着いた。

　逆さまの城、塔とうの一部が屋上の大部分を占めている。屋上に壊れた様子はなく、やはり不思議な現象が起こっているようだ。

　雄一は空を見上げた。屋上に突き刺さっている塔よりも、さらに巨きよ大だいな城と大地が逆さまになっているのが見える。スケールが大きすぎて距離感がわからなくなるほどだ。

「それがゼイルグランデ城の先端だとすると、そこは大魔王の私室かしら。メガネの人はそこから入っていったようだけど」

　睦子が逆さまのベランダを指差す。

「ここまで来たんだ。中に入るしかないだろ」

　雄一はベランダに近づいて中をのぞき込んだ。天井が下に見える奇き妙みような光景だ。素直に考えれば天井は校舎の三階あたりまで達しているが、校舎の三階に城の影えい響きようはまるでなかったので、空間が歪ゆがんだようになっているのかもしれない。

　大魔王の城と聞かされて想像するような、おどろおどろしい雰ふん囲い気きはその部屋にはなかった。白で統一された部屋は気品にあふれている。

「どうやって入る？」

　このまま入れば天井に落下してしまう。高さは五メートルほどだ。雄一なら平気だが、睦子と愛子が無事に着地できるかは怪しい。

「とりあえずゆうくんに先に入ってもらって受け止めてもらおうかしら？」

「ま、そんなところか」

　雄一はベランダの窓から足を踏み入れた。落下の衝しよう撃げきを吸収すべく備える。だがその期待はあっさりと裏切られた。

　天地の感覚が反転したのだ。

「は？」

　雄一は天井ではなく、床に向けて頭から落下していた。咄とつ嗟さに手で着地し、前転して体勢を整える。見上げれば逆さになった睦子と愛子が、窓の外から雄一を見つめていた。

「重力が反転してるってこと!?　すごいじゃない！」

「もうなんでもありすぎて、驚いてるんだけど、驚いてることに驚いてないような……」

　睦子は喜び、愛子は複雑な顔になっていた。

「床に落ちるならそう大したことでもないな」

　ゆっくりと入ってくれば問題ないだろう。睦子と愛子は窓枠につかまりながら慎重に入ってきた。入った瞬しゆん間かんは感覚の逆転にとまどったようだが、それも一いつ瞬しゆんですぐになれたようだ。

　雄一はあらためて部屋を見回した。白を基調とした美しい部屋だ。中央に巨大な天蓋付きのベッドが設置されているので寝室なのだろう。

「あいつはどこに行った？」

　部屋の中に人の気配はない。

「そうね。小説の通りだとするならここは白の塔。ベッドの向こうのドアが通路に続いていて道なりに行けば黒の塔ね。他の場所に行くならここから一旦階段を下りないと駄目だけど」

「まずは黒の塔に行ってみるか」

　一度下りてまた戻ってくるのも面めん倒どうだ。その程度の考えで雄一は決断した。







第七章　決選！　天空の城ゼイルグランデ（落ちてるけど）







　加か奈な子こは『異世界作家』らしい。

　脳裏に思い描えがいた世界を現実にできると言う。

　なぜ自分がそんな存在なのかは説明されなかったが、できると言うならやってやろうと加奈子は思った。

　それが世界を滅ぼせる力だとしても、今の加奈子なら躊躇ためらいなく使っていただろう。

　学校がいいと魔法使いは言った。

『異世界作家』の力は読者の数によりその力を増す。

　異世界を現出させるならば、すでに影響が出始めている学校を利用しろと魔法使いは言う。加奈子は流されるまま魔法使いの言葉に従った。

　そこから先の記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　気付けば雄ゆう一いち達たちから逃げ出し、グラウンドを走りながら城が校舎と重なる瞬間を見ていた。

　異世界がここに現出した。その時加奈子は歯車が噛かみ合ったのだと感じていた。

　そして加奈子は屋上で魔法使いが待っていることを思い出した。

　これは手始めだ。次は世界全体の異界化について教わる必要がある。

　新校舎に向かい始めると、突とつ然ぜん放送が始まった。魔法使いの声だ。

　ゲームがどうのと言っているが、そんな話を加奈子は聞かされていなかった。

　この異界化には『半分だけ異世界教室』を利用している。作中で展開される殺さつ戮りく劇げきを再現するつもりなのかもしれない。

　屋上へ行く。少し前ならそう考えるだけで怯おびえていただろう。だが加奈子は恐怖を感じていなかった。今の加奈子には魔法が使えるのだ。この世界において加奈子は神にも等しい存在のはずだった。

　ゼイルグランデ城へ。

　そう念じただけで加奈子の身体がふわりと浮く。

　ふらふらと目をつぶりながら跳んだ加奈子はすぐに屋上に辿り着いた。

　ちらりと目を開けて屋上を見下ろしたが魔法使いはいない。ならば城の中なのだろう。

　加奈子はずらりと並んだ柱の間から城の中に入った。

　入った瞬間に世界がぐにゃりと歪む。天地が逆さまになったのだが、浮いていた加奈子にさほどの影響はなかった。

　着地してあたりを見回せばそこは空中回廊だ。柱が壁かべのように立ち並び、アーチ型の天てん井じようを支えている。天井の各所には魔法の明かりが灯っていて昼間のように明るかった。

　幅は十メートルで長さは百メートル。緩やかに曲線を描いているこの回廊が、白の塔と黒の塔を空中で繋ぐ通路だと加奈子は知っていた。

　ここは加奈子が生み出した異世界だ。

　しかし現時点では学校内のみが異世界と化しているだけで、これは加奈子の望む異世界とはあまりにもかけ離はなれていた。

　だから知る必要がある。魔法使いに世界全てを異世界にする方法を教わるのだ。

　とりあえず加奈子は正面、黒の塔へ歩きだした。

　先を見通せない通路をゆっくりと歩いて行く。

　するとカーブの先に人の姿が見えた。眼め鏡がねをかけた教師風の女、魔法使いは黒の塔につながる扉の前に立っている。加奈子を見て微かすかな笑えみを浮かべていた。

「きてくれて助かったよ。もうこないかと思っていた」

　違和感を覚えた。

　助かった。それは本心なのだろう。だが、どうにも魔法使いの態度が今までとは違ちがうように感じる。

「私は一つのプランに執着しない。失敗を前提に数多くのプランを同時並行させているのだが、さすがに成功を目前にした状態でもう一押しを忘れているのはどうかと考え始めていたところだった」

　加奈子は黒の塔へ歩を進めた。近づくほどに違和感はより濃くなっていく。

「それは、どういうこと？」

　魔法使いが何を言っているのかがよくわからず、加奈子は聞いた。

「なに、君が確実にここにくるような措置をとっていなかったと思ってな。ここまでやっておいて最後の詰つめの甘さに我ながら呆れるばかりだ」

「私がここにこなかったら……どうなっていたの？」

　これまで魔法使いは無愛想な態度ながらも、加奈子を気にかけている様子があった。今はそれがない。どうでもいいわけではないのだろうが、これまでとは扱あつかいが変わっているのが漠ばく然ぜんとわかる。

「君がゲームに巻き込まれて死に、異界化が解除されてしまう可能性があった。それに今の君はこの世界の創造主だ。なんでもできる君をゲームの中に置いておくわけにはいかない。だから君をゲームフィールドから隔離して保護する必要があった」

「ゲームって……なんなの？」

　放送は聞いていた。加奈子が書くつもりだった小説に類似した設定だが、なぜそんなことをするのかがわからない。

「私の趣しゆ味みでね。人を閉じ込めて様々な趣向で殺し合いをさせるんだよ」

　想像もしていなかった魔法使いの言葉に加奈子は戸と惑まどった。

「私はゲームをするのに大変都合のいい能力を持っているのだが、自分で作った閉鎖空間には適用できない。そこで誰だれかに閉鎖空間を作らせる必要がある。これがなかなかやっかいでね。そううまく大きなフィールドを用意できない。これまでに実施したゲームで最大の参加人数は数十名といったところだ」

「あなたはなにを……」

　聞いても意味がわからなかった。殺し合い、閉鎖空間、能力、ゲーム。頭の中で何もつながらない。

「私はもっと規模の大きいゲームを主しゆ催さいしてみたかった。そこで私は邪じや神しんの力を使おうと思ったのだがこちらのプランは早々に頓挫した。なので同時に進めていた学校を異界化して閉鎖空間とするプランに注力したのだが、果たしてそれはうまくいった。ありがとう織おり原はら加奈子。君のおかげだ」

「そ、そう……わかったわ。けどそんなのどうだっていい。私は異世界に行きたいだけだもの。だから教えて、世界全てを異世界にする方法を」

　利用したいならすればいい。加奈子は全世界を異界化する方法を知りたいだけだ。

「今の話で理解できなかったのか？　君は用済みだと言ったつもりなのだが」

　用済み。

　なぜ今の話でそうなるのか理解ができなかった。

「世界全体を異世界にしたところで、閉鎖空間になるわけではない。なぜそんなことをしなければならない？」

「そんな……約束が……」

　目の前が暗くなる。それではなんの意味もない。

「約束か。やり方ならもう教えているだろう？　できないなら君の力が足りないだけで、それを私のせいにされてもな。見るがいい。この城の構造も怪しいものだ」

　そう言って魔法使いは黒の塔の扉を開いた。

　中には何もない。床も壁も天井も灰色で窓と扉だけがやたらに豪華だった。

　当然の話だ。加奈子は黒の塔の中に何があるかなど考えていなかった。知らない場所が勝手にでき上がるわけがない。

「設定が甘い。その程度の想像力で世界全体を上書きしようなどとはおこがましいな」

「だって……それじゃ……」

　加奈子はいつのまにかよろめき、しゃがみこんでいた。

「母親に愛されなかった、その程度の絶望で世界を変えるほどの力が得られるはずがないだろう？」

　その、程度。その程度と言ったのか。加奈子の絶望を、孤独を、その程度と。

　理解した途と端たんに加奈子の中で何かが弾けた。

「うわあぁぁあああ！」

　しゃがみこんだまま、手に持つ大ぶりな杖を振りかざす。

　突とつ如じよとして回廊に氷塊が出現した。

　一つ一つはロシュフォールが作り上げたものに比べればずっと小さい。小ぶりなナイフ程度のものだ。だがそれは回廊を埋め尽つくしている。

「これはまずいな。『不可侵領域』で自殺は阻止できない」

　自殺。その言葉の意味を理解したのは、氷剣群の尖せん端たんが加奈子に向いていると気付いてからだった。

「アウターにこの手の攻こう撃げきは効かない。失敗してしまうものなんだが、君はよほど運が悪いな。今からでも止められるならそうしろ。死なれるのは困るんだ」

　魔法使いへの怒いかりどころではなくなり、加奈子は凍り付いた。

　止める。だがどうすればいいのかがわからない。そもそも魔法をどうやって使っているのかもよくわからなかった。

「止まって！　消えて！」

　叫さけぶ。

　それが合図になったのか、氷剣は加奈子目がけて撃ち出された。

　それでもまだ考え尽くせば対たい抗こう手段はあったのかもしれない。

　だが、目の前を埋め尽くす氷剣群を見た途端に加奈子の心は飽和した。

　何も考えることができなくなり、加奈子はぎゅっと目をつぶった。
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　迫る氷剣の弾幕に向けて雄一は全力で駆かけ出していた。

「織原さん！　氷の壁を出して防ぼう御ぎよするのよ！」

　背後で睦むつ子こが叫んでいるが、おそらく加奈子には届いてはいない。

　加奈子を守る。

　この一点に集中した雄一の時間は緩慢なものとなっていった。

　氷剣がゆっくりと加奈子を目指して飛び、加奈子は目を閉じたまま動かず、離れた場所で真ま希き那なが少し困ったような顔で見ている。

　絶望的な距きよ離りだった。

　このままでは間に合わない。加奈子が氷剣に貫つらぬかれるのが先だ。

　だが雄一にはこの絶望を覆すための力がある。この一見不可能と思える局面を打開する手段がある。

　――降ふる神かみ！

　雄一は限界を超えた力を振り絞り、全力で床ゆかを蹴った。

　踏み割られた床石が背後へ飛んでいく。

　限界まで身を低くし、床すれすれに跳とんだ雄一は加奈子を抱きかかえて前方へ転がった。

　一拍遅おくれて氷剣が床に次々と突き立っていく。

　雄一は上体を起こし、腕うでの中の加奈子を見た。ぎゅっと目をつぶったままだが、怪け我がをした様子はない。

　なんとか間に合ったと雄一は安堵のため息をついた。

　加奈子は、自分がまだ生きていると気付いたのか、そっと目を開けた。

「坂さか木き弟くん……」

「織原さん……大丈夫ですか？」

「どうしたの！　凄すごい血が……」

　加奈子が雄一を見て血相を変える。

　雄一の左腕には折れた氷剣が突き刺さっていた。躱すよりも加奈子を守ることを優先した結果だ。刺さったまま転がったために折れ、左腕を激しく傷つけている。しばらくの間動かせないだろう。

「これぐらい大丈夫ですよ。姉ちゃんの仕打ちに比べれば全然大したことないです」

「ほ、ほんと？」

　加奈子が疑いの眼で雄一を見ていた。

「えぇ。姉ちゃんの方がもっとひどいこと平気でしますから本当に大だい丈じよう夫ぶです」

　今までの仕打ちを思い出して、しみじみと言う。

　背後で睦子がなにやら文句を言っているようだが雄一は無視した。そして右足も無茶な使い方でひどく痛めていることは隠かくす。

「死んだ場合はルールを変へん更こうしようと思っていたが、助かったよ」

　少し離れた場所、黒の塔の前に真希那がいた。感心した様子で誰に向けるでもなく言っている。

　雄一は加奈子を抱かかえたまま、真希那を睨にらみ付けた。

　無茶をしすぎた。動けないことはないが、相手に動きがないうちは体力を温存、回復に努めたいと思う雄一だ。

「織原加奈子が死ななかったのは幸いだが、君たちはなぜここへ？　ゲームは学校内でやっていてくれよ」

「だったらお得意のルールとやらで禁止しとけよ」

「確かに設定しておくべきだったな。そして今から設定しても効果が遡及しないから、城への侵入に関しては君たちに効果がない」

　真希那はそう言いながら黒の塔に入っていった。

「だがこんなことはできるんだ」

　入った所で雄一達に振り向き、力ある言葉を言い放つ。

「ルールを追加する。黒の塔と白の塔をつなぐ回廊から出た者は死亡する。例外は織原加奈子で彼かの女じよの場合は気絶しゲーム終しゆう了りようまで動けなくなる」

　それはただルールを述べただけだった。だがそれだけで周囲の空気が変わる。その言葉は実現するのだと本能に訴えかけてくる。

「随ずい分ぶんと回りくどいな。全員死ね、とか言えばいいんじゃないのか？」

　饒じよう舌ぜつな真希那のことだ。ゲームについて何かを話すかもしれないと雄一は期待していた。乗ってくれば多少時間が稼げるという打算もある。

「時間稼ぎに意味があるとも思えないが説明してやろう。私の能力は死亡に関するルールに制限があるんだよ。回かい避ひ不能な即死を設定できないんだ。それと織原加奈子を例外としたのは、彼女が死ねば学校の異界化が解除される恐れがあるからだ。聞きたいのはこんなところか？」

「そんなの組み合わせ次第でどうにでもなるだろ」

　即死は無理でも、やりようはいくらでもある。ルールに制限があることは殺さない理由にはならない。

「確かにルールではめて殺すだけであればどうにでもなる。だがね。それは私の趣味じゃないんだ。考えればクリアできるゲームを、考えなしに進めてしまって最後にクリア方法に気付いて絶望しながら死ぬだとか、皆みなで協力すればすんなりクリアできたはずなのに、裏切りに裏切りを重ねた結果共倒れ……なんて状況が好きなんだよ。そのためにはゲームはクリアできるように設定しておかなければならない」

「それは俺達を殺さない理由にはなってないよな？　それにここから出られないんだからもうゲームとは関係なくなっちまってる」

「坂木雄一には手を出すなと言われているんだよ。だから積極的に殺すわけにもいかなくてな。ま、お前らもゲーム参加者ではあるから数時間後には死んでしまうわけだが」

　そう言って真希那は退たい屈くつそうな顔をした。雄一との問答に飽きたと言わんばかりだ。

　だがそこで誰もが予想だにしていないことが起こった。

　武たけ内うち奈な月つき。

　彼女が黒の塔の中に姿を見せたのだ。

　最初に気付いたのは雄一でこの瞬間に戦せん闘とうは始まっていた。そして戦闘が終わったのは真希那が気付いた直後だった。

　奈月が音もなく真希那の背後に忍び寄りメスで切りつける。完かん璧ぺきな奇襲だった。真希那はその攻撃に気付かず為なす術もなく切り裂かれるはずだった。

　だがメスは外れた。

　首筋を狙ったはずの攻撃はあらぬ方向にそれた。驚きよう愕がくし、それでも体勢を整えようとした奈月だったが、真希那の後ろ蹴げりを鳩みぞ尾おちに喰らい吹き飛ぶ。塔の内壁にぶつかるとそれっきり動かなくなった。

「武内！」

　ただ蹴りを喰らっただけだ。よほどの攻撃でなければ死ぬはずはないが、それでも奈月が動けなくなるほどの強烈な一撃だった。

「いや、油断していたよ。他にもいるとは思わなかった。確かに今追加したルールだと回廊を通らなければセーフだな。だが暴力は『不可侵領域』の前には意味を成さない」

「今の蹴りはなんだよ……」

　ただの女性教師が繰り出せる技わざとはとても思えなかった。

「戯れに覚えた格かく闘とう技ぎだよ。そう真ま面じ目めにやっていたわけでもないが我々は長生きでね。ちょっとした達人ぐらいに習熟はしているつもりだ。ちなみに私は『不可侵領域』を無視できるから、彼女はあんな様になった」

　それは絶望に絶望を重ねるような言葉だった。

　回廊から出れば死ぬ。敵は無敵の防御膜に守られていて、長年修しゆ業ぎようした達人の実力を誇り、さらにどんなルールでも後から付け加えることができる。

「ごめんね……弟くん……私が馬ば鹿かだったから……」

　雄一の胸に顔を押しつけたまま加奈子が力なく言う。もうどうしようもないと思ったのだろう。

「いえ……俺おれも織原さんの悩みを何もわかってなくて……」

　雄一は加奈子を表面的にしか見ていなかったと後こう悔かいした。

　もっと話をしていれば、もっと親身になっていれば、こんなことをしでかすまで追い詰められなかったのではと思う。

「心外だな。まるでどうにかできたはずだと思っているかのようだ」

　聞き捨てならない。真希那はそう言いたげだった。

「織原加奈子。これはお前が生まれる前から決まっていたことなんだよ。お前の母親があんな性格なのは私の操作のせいだし、お前が女として生まれたのも、母親のお前への仕打ちもそうだ。お前が異世界に興味を持つようになるのも、作家を志すようになるのも全て私の手によるものだ。もちろんお前が作家としてデビューできるように手を回したのも私だよ。そうでなければお前ごときの作品が出版できるわけがないだろう？　つまりお前が今ここにいるのは、私がそうなるように運命を操作し続けた結果なんだよ」

　真希那はまるで自慢するかのように言い連ねた。

「なぜ……私なの……なぜ私に……」

「誤解しないでくれ。確かに運命の操作をしたし、その結果そうなったと言いはした。手柄を勝ち誇っているように、自慢しているように聞こえたことだろう。だが君たちも知るように運命とはままならないものだ。計算通りになんて行くわけがない。だから私は手当たり次第に同じようなことをやっている。だからお前がこうなったのはただの偶然だ。とはいえその偶然を導くための私の努力は評価されてもいいだろう？　だからこの結果だけを見て自分を特別だなどとは思わないでくれ。これは私の努力の成果であってそこをはき違えられるのは心外だ。そう言っているのだ」

「そんな……じゃあ、私は……」

　加奈子が言葉にならない言葉をもらす。

　雄一は愕がく然ぜんとした。

　真希那が何をしたかったのか、理解したくもなかったが、わかってしまった。

　つまり、真希那は学校を舞ぶ台たいにしたこんな下らないゲームをしたいがためだけに、加奈子の運命をねじ曲げたと言っているのだ。

　そして加奈子と同じように運命に弄ばれている者達がいると示唆している。

「成功してから言うのは卑怯だとは思うがなかなか上う手まくいったと思う。不幸の具合が絶妙だろう。もっと不幸にするのは簡単だが、人間とは奇妙なものでな。あまりにも不幸すぎると適応してしまうことがある。性格によっては逆境から成り上がろうとする者も現れるしな。だが多くは壊こわれたり、自殺したりしてしまう。やはりやりすぎはよくないんだよ。何事もほどほどにだ。その点で考えると母親に微び妙みような態度で虐げられるというのは人を鬱屈させるには丁度よかったようだ。そして作家として成功するにはこういう鬱屈した歪んだ感情が必要なのだろう？」

　真希那がなぜこんなことを言うのかがわからない。

　これはわざわざ言う必要がないことだ。雄一はそれを問いただそうとしたところで、加奈子が泣いているのに気付いた。

「私の……人生ってなんだったの？　運命って……全てが決まっていて、そこに向かって……私は何のために生きて……」

　途切れる言葉をはっきりと聞き取れなかった。押し殺すような嗚お咽えつからは、ただ悲しみだけが伝わってくる。

「織原さん……」

　雄一にかける言葉などない。何を言ったところで加奈子に届くとは思えなかった。

「お前……なぜこんなことを言った!?　お前がやりたいゲームとはなんの関係もないはずだ！」

　八つ当たりのように雄一は叫んだ。

　真希那が全てを支配し、目的を果たしたのなら勝ち誇っていればいい。だが加奈子を愚弄する必要などないはずだ。




「何か面おも白しろい反応を示すかと思ったからだよ」




　真希那は平然とそう言い放った。

「自分の人生が誰かの目的のためだけに操作されてきたと知ればどうなるのかと思ったんだ。だが拍子抜けだ。泣くだけとはなんの意外性もない。なんだったら怒りで覚かく醒せいでもしてくれれば面白みもあるだろうにな」

　雄一は叫ぼうとして言葉に詰まった。怒りのあまり声が出ない。

「エンデは世界を物語にたとえているが、私はコンピューターゲームにたとえる方が適切ではないかと思っている。そしてゲームにたとえるならばシミュレーションＲＰＧで役立たずになったユニットを裸で敵に突とつ撃げきさせて殺すだとか、恋れん愛あいアドベンチャーゲームで、わざと無茶苦茶な選択肢を選んで反応を楽しむようなことだと思うが、こんなことは誰でも一度ぐらいはやるだろう？」

　まったく悪びれるところもなく真希那は言う。これは雄一の反応を楽しむためなのだろう。

　ならばそれは十分に成功していた。

　雄一は怒っていたからだ。真希那の下卑た期待に応えられるぐらいに激情していた。

　その激情を心の奥おく底そこに沈めたままそっと加奈子の頭を撫なでる。

「織原さん、俺はただの高校生のガキです。織原さんがどんな人生を送ってきて、ひどい目にあって、悲しんでいるのか、わかったなんてとても言えません。これから前向きに生きてくれだとか、上っ面だけのことを言ってもしかたないんだと思います。けれど……運命が決まってるだとか馬鹿なこと言わないで下さい」

「だって……もうどうしようもなくて……後戻りもできなくて……みんな死ぬしかなくて……ごめんなさい……私のせいで……」

　加奈子が雄一の言葉に消え入りそうな声で反応する。

「ここで待ってて下さい」

　雄一は加奈子を横たえて微笑んだ。加奈子は涙なみだで腫れた目で雄一を見上げる。

「くそったれな運命ぐらい、今すぐぶっ壊してきますから」

　雄一は立ち上がり、真希那を睨み付けた。

　運命を変えるなど、大言壮語に過ぎるだろう。だが今回に限りそれは可能だった。運命を変える方法ならすぐ目の前にある。

「確かに運命とは私のことだろうな。今起こっている問題の多くは私を倒せば解決するだろう。だがどうする？　なにかやってくれると言うのであれば面白いが、わざわざここから出て行くほどお人好しではないぞ？」

　真希那は塔の中から雄一を見つめていた。

　回廊から出れば死ぬ。つまりあの中には入れない。

　だが雄一は足をひきずり、塔へと歩いて行く。右足はほぼ使い物にならず、どうにか身体を支える程度だ。左ひだり腕うでもろくに動かない。

「俺はお前らなんてどうだっていいと思ってたんだよ。何をやってようが俺らには関係がないんだってな。世界のどこかで誰かが死んでる。それが事故でも、誰かの思惑が絡からみあった結果でも、純粋な悪意や殺意の果てでもそれはそういうものだと思ってた」

　呼吸を整える。怒るのはいい。だがそれに呑のまれるなと己おのれを律する。

「けど、お前らは違うよな？　ただ暇ひまだから、つまらないから……人を駒の様に動かし、弄び、それを物語だと言ってただ消費していく。神の目線で人の運命をいじくり回し、三文芝居の舞台に上げた挙げ句につまらなかったとあざ笑う」

　身体の不調を、動く箇か所しよを把は握あくする。万全ではない。

　だがあいつをぶちのめすだけの力はあると、振ふり絞れると確信する。

「ふざけんな！　何様のつもりだ！　織原さんを！　人をなんだと思ってんだ！　決めたよ。俺はてめぇらを全員ぶちのめす！　ふざけた遊びなんか二度とできないようにしてやる！」

「威い勢せいだけはいいがひどく滑稽だな。状じよう況きようをわかっているのか？　怒りに目がくらんだところで世界は厳然としてそこにあり、立ちふさがったままだ。それとも怒りで覚醒でもするか？　都合良くこの状況を打破する能力にでも目覚めてみるか？　できるなら是非やってみてくれ。それはそれで面白い」

　塔とうの中から真希那は雄一を見ていた。

　雄一が何をするつもりなのか、多少の興味はあるのだろう。微かに笑っている。

「覚醒なんているか。てめぇをぶちのめすための力ならここにある」

　雄一は右腕に力を込めた。ただ近づき、拳こぶしを叩たたきつける。考えるのはそれだけだ。

「おいおいおい。ただ突っ込んでくるとか馬鹿なのか？　私の能力はもう十分に把握できていると思っていたが」

　真希那は呆あきれたように雄一を見つめていた。

「てめぇはぶん殴るって決めたんだよ」

　近づかなければそれができない。ならばそこへ行くまでだ。

「随分とつまらない終わり方だな」

　雄一が塔へ左足を踏み入れる。回廊から出れば死ぬ。雄一はそんなことに構うことなく、引きずっていた右足を塔に引き入れた。

　その瞬間、雄一の心臓は止まった。
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　それを真希那は呆あつ気けにとられて見ていた。

　何が起こったのか、すぐに理解ができなかった。

　順を追って考えれば起こったことはわかる。

　雄一が塔に入ってきて、心臓が止まった。そして右拳で自分の胸を叩いたのだ。

「は？」

　間抜けな声が聞こえる。それが自分の声だと真希那はすぐにわからなかった。

「何が来るのかと思えばこんなことかよ」

　雄一は平然と真希那に向かって歩いていた。

「お前は……」

「心臓が止まったぐらいで人が死ぬかよ。馬ば鹿か馬鹿しい」

「お前は何を言っている！」

　心臓が止まれば人は死ぬ。動けなくなる。そんな基本的なことを否定されることがあるとは思いもしなかった。

「訓練してりゃ心臓が止まったってしばらく動ける。動けるならもう一度心臓を動かせばいい。簡単なことだろうが」

　当然のように言う雄一の言葉を真希那は信じそうになった。だがそんなわけはない。止まった心臓を自分で動かすなどできるわけがない。

「坂木雄一！　お前はそこから動けば死ぬ！」

　コマンドワードを叫び、閉へい鎖さ空間にルールを設定する。

　ソリッドシチュエーションスリラーにおいて理不尽なルールは登場人物に一方的に押しつけられるものだが、平等で不変のものだ。そうでなければ物語が破は綻たんする。後からルールがころころ変わるような話の何が面白いのか。

　だがそれは真希那が物語を楽しむために、自らに課した枷かせでしかない。その気になればいつでもルールの変更は可能だった。

　真希那は己の言葉が力を発揮するのを待った。

　雄一はその歩みを止めなかった。

　今度は心臓が止まる素そ振ぶりすらなく、ただそのまま真希那へと向かってくる。

「馬鹿な……」

　なぜ効かない。そう思ったところで雄一が答えた。

「同じ技が二度通じるわけねーだろ」

「な……」

　なんだそれは。そう考えた真希那はその法則が有効な世界観でならそれがあり得ることに気付いた。坂木雄一はごく自然にそう考えている。それを当たり前だと信じてまるで疑っていないのだと。

「坂木雄一は式しき谷たに真希那の半径五メートル以内に近づけない！」




「てめぇのルールなんざ知ったことか！」




　塔が震ふるえるほどの大声で雄一が吠ほえる。

　雄一はあっさりと真希那の五メートル圏内に踏み込んできた。

　真希那は言葉が出ない。何が起こっているのかがわからない。

「てめぇが勝手に決めたルールになんで従わなきゃなんねーんだよ。何の根こん拠きよでそんなことができるってんだ？　アウターだ？　運命を操あやつる力だ？　知らねぇよ。てめぇが何をどう決めようと従ういわれはこれっぽっちもねぇ！」

　真希那は己の常識を根底から覆される思いだった。真希那の生は永い。その過程で得られた知識、経験は膨大なものになる。

　だが、根性や気合いで能力が無効化されるようなことがあり得るなどとは、考えたこともなかったのだ。

　雄一が真希那の目の前にやってきた。手を伸ばせば届く距離、既にお互たがいの間合いに踏み込んでいる状態だ。

「私と格闘技で勝負するつもりか？　女子生徒がやられるのはお前も見ていただろう？」

　なぜ自分はこんな強がりを言っているのか。真希那は後悔した。

「ちょっとした達人程度の実力で俺に勝てると本気で思ってんのかよ」

　雄一が見透かしたように言う。図星だった。真希那は格闘技の実力で雄一に勝てる気がまるでしなかったのだ。右足を引きずり、左腕を痛めている高校生を相手にして、それでも勝てるビジョンがまるで思い浮うかばない。

「う、後ろの奴やつ等らを人質に……」

　声がうわずっている。こんなことはいつ以来なのか。あまりの永きに渡り忘れ去っていたその感情が何なのか、真希那はすぐに思い出すことができなかった。

「やれるもんならやってみろ」

　背後の少女達に動く気配は無い。全てを雄一に委ねているのだ。

　真希那の能力で動かない相手は殺せない。回避不能な即死を設定できないからだ。

　静せい謐ひつさをたたえた目で雄一は真希那を見ていた。だが、隠しきれない怒りが陽かげ炎ろうのように揺らめいている。

　動転していた真希那だが自分には最後の砦とりでがあると思い出す。

『不ふ可か侵しん領域』だ。この防御膜の存在は雄一も認めている。今いま更さらおいそれと破ることはできないはずだった。

　真希那は余よ裕ゆうを取り戻した。イレギュラーなことが立て続けに起こり冷静さを失いかけていたが、そもそも真希那は運命の外側にいる者アウターだ。寿命で死ぬことがなく、死なない可能性がわずかにでもあれば死ぬことがない。

「お前死なないと思ってんだろ？」

　またもや見透かすように雄一が言う。まるで心を読まれているかのようでぞっとしたが、だからなんだと開き直る。何を言おうがしようが、死すべき運命になき者イモータルの自分に届きはしない。

「これから俺が打つのは究極の一撃だ。躱かわせないし、受けられない。必ず当たり、必ず死ぬ。だからてめぇはもう詰んでるんだよ」

　ハッタリだ。

　そう真希那は思い込もうとした。そんな都合のいい技があるわけがない。真希那の膨大な知識はそんなものは存在しないと言っている。それこそ先ほど雄一が真希那のルールを否定したように根拠がない。

　雄一は構えも取らずにただ立っていた。

　腑ふに落ちる。究極の一撃とやらがあるとして、それには特定の構えがないのだとそう思わされてしまう。

　恐怖。

　先さき程ほどから心の中を占めているのが、死の恐怖であることを真希那は唐とう突とつに思い出した。長らく忘れ去っていたその感情は真希那を内から縛り上げる。

　恐おそろしい。

　ただそこに、無造作に立つ坂木雄一が心底恐ろしい。

　一度その感情を思い出してしまえばあとは奈な落らくへ転げ落ちるかのようだった。

　脚あしが震えていた。心臓は早鐘の様に打ち続け、息が途切れ、視線は揺らぐ。

　時が止まったようだった。

　今自分は極限まで集中しているのだと自覚する。全身の感覚が雄一の動きの予兆を捉えようと全力で足あ掻がいている。

「た」

　何を言おうとしたのか自分でもわからない。口を開いた瞬しゆん間かんに言葉は途と切ぎれた。

　雄一の右拳が身体の中心にめり込んでいる。

　予備動作も、その動き自体も全く感知できない不可視の一撃。

　それは防御膜を貫き、全ての当たらない可能性を否定し、真希那の肋ろつ骨こつをへしおりながら、中心へと深く入り込んでいた。

　その力には一いつ切さいの無む駄だがない。致命傷を与あたえる為だけに生み出された、異様なまでに真っ直すぐな力。

　真希那の、アウターの命を奪うばうに足る力だった。

　逃げられない。

　生き延びられる可能性が根こそぎつぶされていくのを感じる。

　ただの突きの一撃が真希那を死の淵ふちに追いやろうとしていた。
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「ていうか、ハッタリなんだけどね！」

　睦子があっけらかんと言う。

「え？　はい？」

　加奈子の側までやってきた愛あい子こと睦子は、そこから戦いを見守っていた。

「究極っていうほど究極でもないのよねぇ、あれ。完成にはまだほど遠いっていうか、もっと修業を重ねないと。だからあの事前予告みたいなのも技の一部なのよ。ああ言って相手に警けい戒かいさせるのね。で、相手が緊きん張ちようしてるところに打ちこむわけ」

「あの、防御膜みたいなのはどうなったんですか？　ぼよんてやつですけど」

　愛子はそう言って睦子に触ってみたが、何に邪じや魔まをされることもなく触れてしまった。真希那が倒れたことで能力は全て解除されていた。

「力をそらすフィールドらしいけど、だったら力が逃げないように真っ直ぐに打てばいいってだけのことなのよ。ま、それがさっき言ってた究極の一撃でもあるんだけど。球の中心にまっすぐ突き刺さるようなやつよ！」
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　もう驚おどろくだけ無駄だと愛子は思ったが、とどめの一撃とは別に疑問があった。心臓が止まっても動けると雄一が言ったことだ。

「えーと……心臓が止まったら死にますよね？」

　愛子の常識ではそうだし、それは誰だれもが同意することだろう。

「心臓が止まってからでも結構動けるものなのよ。ヒグマだと心臓を撃たれてもしばらく動き続けて人を襲ったなんて話もあるし、ライオンも二百メートル先から撃たれても、ハンターまで走って襲いかかったなんて話も聞くわ！」

「あの、坂木くんは人間……」

　そう言いかけて本当に人間なのか、疑わしく思えてきた愛子だった。

「人間でも十秒ぐらいは動けるわよ？　ただ訓練していないとちゃんと動くのは難しいでしょうけどね。脳に血液が行かなくなるとすぐにブラックアウトするし、身体は硬直し始めて、身体は何かに抱きつかれているような感覚でひどく重くなるわ。息も極きよく端たんに浅くなって呼吸もままならなくなるのよ。無呼吸で百メートルを走り続けて、やっと息を吸おうとしても、吸うだけの力がなくなってるような感じね」

「あの、それってまるで経験したことがあるような……」

　経験者にしか語れないような内容に、まさかと思いつつも聞く。

「女は度胸！　なんでも試ためしてみるものよ！　どう野の呂ろさんも？　臨死体験に興味は？」

「いえ、遠慮しておきます」

　そのまさかだったが、愛子は真顔で断った。

「人間の限界ってのは思ってるよりもずっと先にあったりするものよ！　要は慣れね！　訓練次第では心停止状態でもある程度は動けるようになるし、それに初めて心臓が止まるのと、何度か経験があるのとでは対応に雲泥の差がでるわよね！」

「慣れの問題なんですか。そうですか」

　ほとんど棒読みのような愛子だった。

「それに相手の心臓を止める練習をするんだから、どの程度で止まるものか自分の身体で試さないと身に付くもんじゃないわ！　それにギリギリまで動ける身体作りには実に効果的な練習なのよ！　そうそう、ゆうくんの心臓が止まった回数なら申請すればギネスブックに載るんじゃないかしら？」

　そんなものを載せられても雄一は困るだろうと愛子は思う。

「って、ここでこんなこと言ってていいんでしょうか！　その、坂木くんが凄く怖かったんですけど、まさか先生を殺しちゃったんですか？」

　ここからでは真希那がどうなったのかはよくわからなかった。

「あんな奴、殺しちゃってもいいかとは思うけど、ゆうくんは根性無しだからそこまではできないわ！　殺すってのもハッタリの一部ね！」

「そうなんですか……」

　ほっとする愛子だった。雄一の怒いかりようは端はたで見ていても十分に伝わってくるものだった。本当に殺してしまいかねないと思っていたのだ。

「あの、どうしましょう。あっち行ったほうがいいんでしょうか？」

　黒の塔を指差す。様子を見に行ったほうがいいのかと愛子は考えた。

「大丈夫じゃない？　ほら、ゆうくんが帰って来たわ！」

　雄一は奈月を片手で抱えて戻ってきた。

　愛子達の所へ戻ってくるとそっと床に横たえる。足の調子は良くなっているのかもう引きずってはいなかった。

「事態はどうにかなったってことでいいのか？」

　雄一が睦子に確かく認にんする。

「そうね。真希那の能力の影えい響きようはなくなったみたいだけど、この城はどうなのかしら？　これは織原さんが――」

　そう言いかけて睦子は天てん井じようを見上げた。ぱらぱらと埃ほこりや小石が降ふってきている。

「織原さん、これどうなってるかわかりますか？」

　嫌いやな予感がして雄一は聞いた。

　この城は加奈子の想像の産物らしいし、何かわからないかと思ったのだ。

「あの……なんだかすでに私の手を離はなれちゃってるような……魔ま法ほうももう使える気がしないし……」

　加奈子はとても申し訳なさそうに言う。加奈子の頭上の文字は『異世界マニア』に戻っていた。

　回廊が軋きしみを上げ始めていた。回廊全体がねじれてきたのか、床ゆかが少し波打っている。

　そうするうちにドゴン、と重苦しい音を立てて柱が倒れた。そして人の頭ほどもある瓦が礫れきが落ちてくる。

「あぁ、なんていうのか、またこういう展開なのかっていう気が……」

　愛子が言い、皆は顔を見合わせた。

「これは崩れるわね！　なんというお約束な展開なのかしら！」

　どこか嬉うれしげな睦子だった。

「姉ちゃん達は武内を連れて先に行ってくれ！」

「ちょっと！　ゆうくんはどうするつもりなの！」

「俺は式谷を連れてくる。あんな奴でも放っておくのは寝ね覚ざめがわりぃ」

「ダメージは大丈夫なの？」

「死んでなけりゃ動けるし、大丈夫だよ。それぐらいわかってんだろ？」

　雄一は余裕の笑えみを浮かべた。

「えぇ！　そんなことゆうくんに言われなくたって私が一番よくわかってるもの！　さぁ行くわ！　武内さんは私が背負っていくから！」

　睦子は奈月を背負うと振り向きもせずに白の塔へ歩き出す。愛子もついて行こうとして加奈子が隣となりにいないことに気付いた。

「織原さん？」

　愛子は振り返った。

　どういうわけか、加奈子は雄一を追い抜き黒の塔へと走っている。

「野呂さん！　ここはゆうくんにまかせて行きましょう！」

「は、はい！」

　戸惑いながらも愛子は、雄一を信じて先を急ぐことにした。







　雄一は慌あわてて加奈子の後を追った。

　まだ本調子ではなく移動に手間取る。最後の力を振り絞ればどうとでもなるが、今はまだその時ではないだろう。

　黒の塔に入る。灰色の壁かべや天井は崩れ落ち始めていた。割れた壁からは逆さまになった新校舎が見えている。

　加奈子は真希那の側に立ち、杖つえを振りかざしていた。

　飛び込んでそれを止めるのは簡単だ。だが雄一はそうしなかった。杖で殴なぐられたぐらいで死にはしない。真希那の仕打ちを考えれば、加奈子にも殴る権利はあると思ったのだ。

　加奈子が目をつぶったまま杖を振り下ろす。

　だがそれが真希那に当たることはなかった。

　杖は途と中ちゆうでふわりと消えてしまったのだ。加奈子の魔ま女じよのような格好も同じように消えてしまっていた。

　目を開けた加奈子はおろおろとあたりを見回していた。

　雄一は加奈子の側まで歩いて行った。

「織原さん。どうしてもこいつが許せないっていうなら俺がやりますよ。織原さんが手を汚すことなんてないです」

「わからないの……突とつ然ぜん、この人が全て悪かったんだって言われても……そんな実感なんてないし……けど……」

　まだ混乱しているのだろう。何に怒ればいいのかわからないのだ。

「こんな言い方はずるいかも知れませんけど……これから先のことを考えませんか？　もうこいつが織原さんの運命に手出しすることはないはずです。こいつに文句があるなら起きてから散々言ってやりましょうよ」

　もう少しうまく慰なぐさめる方法はないかと雄一は考えたが、ろくな言葉がでてこなかった。

「こういう人達は他にもいるんでしょう。もしそんな人がまたやってきたら雄一くんはまた私を守ってくれるの？」

「何度でもぶちのめしてやりますよ。運命なんてどうにでもなるって証明し続けます」

　思っていたよりも加奈子が素す直なおな様子で雄一は安心した。

　だが城の崩ほう壊かいはこんなことをしている間にも進み続けている。雄一は塔の入り口を見た。回廊はほとんど崩れ落ちてしまっている。これでは学校の屋上にたどり着けない。

　黒の塔も半壊状態で、床の下に夜空が見えている。ここから落ちてもすぐに重力が反転してこの城に戻ってくることになるのかもしれない。

　雄一は真希那を片手で抱きかかえると、壁に空いた穴から放り投げた。

「え？」

　加奈子はひどく驚き、ぽかんと口を開けている。先ほどまで殴りつけてやろうと思っていた相手だとしても、さすがにこれはどうかと思ったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。こいつら中々死なないらしいですし、これぐらいの高さなら」

　雄一は上空に見えるグラウンドに真希那が上っていくのを確認した。壁から出ればそこで重力は反転する。真希那はグラウンドにぶつかったが、血の花が咲くようなことはない。生きているはずだ。

「織原さん、飛び降りますけどいいですか？」

　駄目だと言われても無理矢理そうするしかない。しかし加奈子は素直にうなずいて雄一のもとにやってきた。

「抱きかかえて落ちますけど大丈夫ですから、安心してください。そうですね。前から抱きつく感じで……え？」

　加奈子がぎゅっと抱きついてくる。愛子を抱かかえて屋上から落ちた時も同じようにやったはずだが、今回は多少余裕があるせいかどうにも気き恥はずかしい。

「行きますよ」

　加奈子の足を腰こしに回させると、雄一は壁から飛んだ。

　すぐさま重力方向は反転してグラウンドに落下していく。

　二度目ともなると慣れたもので雄一はあっさりと五点接地で着地を決めた。

「大丈夫ですか？」

　加奈子を地面に下ろし確認する。

「うん……落っこちるって思ってたよりもなんでもないのね」

　加奈子が微ほほ笑えむ。照れくさくなった雄一は空を見上げた。逆さになった城は崩壊と共に薄うすくなり、夜空に消えていく。

　これで終わったらしいと雄一はほっと息を吐いた。

　視線を戻せば校舎から睦子と愛子が走ってくるのが見えた。







エピローグ１　新ヒロインをよろしくね







　あれから二日後の水曜日、雄ゆう一いちは愛あい子こと一いつ緒しよに学校へ向かっていた。

「ねぇ、怪け我がは大丈夫なの？」

　愛子が心配そうに聞いてくる。

「ま、大丈夫の範はん疇ちゆうだと思うよ」

　左ひだり腕うでは動くようにはなっている。多少引きつるが動作には問題ない。右足は翌日には完治していた。降ふる神かみで自ら負うダメージは比較的治りやすい。限界を超えつつも治りやすい範囲に力をセーブしているのかもしれなかった。

「あんなに色んなことがあったのに、もういつも通りってなんだか信じられない」

　学校の門をくぐった愛子が感慨深げに言う。

　加か奈な子こと真ま希き那なが引き起こしたのは学校全体を巻き込んだ大事件だったはずだ。しかしその影響は小さな範囲にとどまっていた。

　翌日の火曜日が臨時休校となった程度で学校はほぼ何もなかったかのように平穏を取り戻している。事件の影響があるとすれば体育館を使用していた部活ぐらいのものだろう。体育館は修繕が終わるまで使用できなくなっていた。

　あの日の出来事は、突とつ如じよとして発生した霧により下校困難になった生徒達のいたずらで片付けられてしまった。混乱は深夜まで続いたが、どういうわけか昏こん睡すいしていた教師達が目覚めたことで収しゆう拾しゆうがつけられた。さすがに翌日いつも通りに授業をするわけにも行かず休校となったが、特にこれといって問題もなかったので水曜日からは通常授業になっている。

「覚えてるやつらもちょっとはいるらしいぜ？」

　今では異世界が混ざり合い、おかしなゲームが始められようとしていたことを覚えている者はほとんどいない。覚えていた者も証明できないので、次第にそのことを口にしなくなった。

「これが世界の修正力ってやつかしら！」

　などと睦子は驚くような、喜ぶような反応を示していたが、もにかによれば今回の件はごく小規模な事件らしかった。時には大規模な事件で何千人もの人間が死んでいるという。

　だがそんな場合でも、この大部分の人類が共有する世界観においては大地震や台風などといったありえそうな現象にすりかわっているらしい。

　つまり奴等は何千人もの人間が死ぬような事件をこれまでに何度も巻き起こしているのだ。それもただ自分達の娯楽のためだけに。

　――全員ぶちのめすって大見得を切ったはいいけどどうすりゃいいのかはわかんねーな。

　とりあえずはもにかの神器集めに協力するしかないだろう。神器の件には何人かのアウターが関かかわっているらしいからだ。

「なんか怖こわい顔してる」

「え？　そうか？　悪かったな」

　愛子が不満そうに言い、雄一は自覚がなかったものの素直に謝あやまった。アウターに対する憤りが顔に出ていたのかもしれない。

　教室に到とう着ちやくし、しばらく待っていると副担任がやってきた。

　真希那は遅ち刻こくしているらしい。もうこの学校に用はないだろうし、二度とやってこないのかもしれない。

　授業は通常通りに行われ、放課後になったところで雄一の席へ奈な月つきがやってきた。

「部活か？」

「それもあるけどその後に修しゆ業ぎようにつきあってもらえない？」

「なんでまた。たまに朝にくるのじゃ駄目なのかよ？」

「このままじゃ、また同じような事態で、同じような目に遭う気がする」

　珍めずらしいことに、少し拗すねたように奈月が言う。真希那に簡単にあしらわれたことを気にしているのだろう。

「うーん、俺おれ、あんまりお前に強くなってもらいたくないんだけど……」

　殺さつ人じん鬼きを強くすることに抵てい抗こうを覚える。

「わかったよ」

　だが雄一は奈月を信じることにした。雄一と戦って以来おとなしくしているようだし、ずっと疑っていても仕方が無い。

　そうやって話していると愛子もやってきたので、三人で部活に行くことになった。







「このただ待ってる無駄な感じってなんだろうな」

「多分することが決まってないからじゃない？」

　部室で手持ちぶさたな雄一が不満を漏らす。愛子が言うようにこの部活は睦子次第なので睦子がこないことには何も始まらなかった。

　奈月は医療用メスのカタログを広げて熱心に読み込んでいた。

「……なんかお前、迷走してないか？」

「替かえ刃ば式のメスってどう思う？」

　奈月が当たり前のように聞いてくる。

「その質問に俺はなんて返せばいいんだよ」

　替え刃式なんてものがあることすら雄一は知らなかった。

「メスにこだわる必要はないと思うのよ！」

　ガラリと勢い良くドアがあけられ、睦子が入ってきた。

「刃物ならなんでもいいなら、セイバーはどうかしら？　ほら？　ゆうくんもこないだ欲ほしがってたし何組か用意してみたのよ！」

　睦子はホワイトボードの前に立ち、手に持っていた大きめの鞄かばんを机の上に置く。

「いや、欲しがってないし。そんなの付けないし」

「なんで!?　こないだは物欲しそうにしてたじゃない！」

「あったら使おうかと思っただけで、別に欲しいわけじゃねーよ！」

「ほら！　見て！　この鈍く輝かがやく刃を！」

　ガシャコンと睦子が上腕部に付けていたセイバーを展開した。腕の側面にそって刃が伸びる。こんなおもちゃのような武器だが、使われている刃物は寒気がするほどに鋭い。

「あれから改良を施したのよ！　エッジの角度を調整することで切れ味が三割は上じよう昇しようしているわ！」

「で？　その改良とやらで、展開したセイバーは元に戻せるようになったのかよ？」

　雄一は実に冷めた目で睦子を見つめた。

「やるわね、ゆうくん……実に痛いところをついてくるわ……セイバーの唯一の弱点を……けれどこんな小さなことにツッコンでくるなんてまるで小こ舅じゆうとのようだわ！　ゆうくんはもっと男らしく堂々と細かいことは気にしないでいるべきだと思うの！」

「細かくねーし、その弱点だけで使い勝手が悪すぎるんだよ！」

「わかったわ！　そこまで言うなら元に戻せるようにもするわよ！」

　睦子は不満たらたらな様子だった。

　その話はそれで終わったようだったので、雄一は先ほどからなんとなく気配を感じていた入り口へ目を向けた。

　開けっ放しのドアから半分だけ顔を出して加奈子がこちらを見ていた。

「何やってんですか、織おり原はらさん」

「えーと……ちょっと入りづらくて……」

「別に俺おれ達たちは何も気にしてませんよ」

　雄一は勝手に代弁したが、気にしている者はいないと思っている。

　加奈子は申し訳なさそうに入ってきた。色々あったので気にするなというのは無理かもしれないが、それは時間が解決することだろう。

　いつも通りに接していればいい。そう思い加奈子を見た雄一は固まった。

『ヒロインⅢ』

　加奈子の頭上にはそう表示されている。

　愛子、奈月に続いて三人目ということなのか。なぜそんなことになるのかが雄一にはわからない。

　加奈子はおそるおそる部室に入ってくると、雄一の隣に座すわった。

「雄一くん、この間はごめんね。その、中ちゆう途と半はん端ぱになっちゃったし、もう一度お出かけしない？」

　愛子の目が丸くなる。何を驚いているのかと雄一が見ていると愛子が立ち上がった。

「わ、私も行っていいかな!?　取材なんですよね！　二人きりで行く必要とかないですよね!?」

「野の呂ろさん、ごめんなさい。デートの取材だから遠慮してもらえる？」

　そう行って加奈子は雄一の腕に抱きついた。これ見よがしに豊満な胸を押おしつける。

「で、ででで、デートですか！　じゃ、じゃあ私が坂さか木きくんとデートしますから、織原さんはそれを後ろから見てたらいいんじゃないでしょうか!?　うん、それがいいですよ！　その方が客観的な取材になっていい感じですよ！」

「野呂……お前何言ってんだ？」

「野呂さん、やっぱりごめんなさいね。主観的な取材の方がいいと思うの」

　そう言われて愛子が立ちすくむ。

「坂木くん、今度Medixという医療機器展示会があるんだけど一緒に行かない？」

　奈月までがそんなことを言い出した。

「武たけ内うち……医療用メスの話はまだ続いてたのかよ……」

「あぁ！　なんだかゆうくんがモテモテでお姉ちゃんとしては複雑な気分だわ！」

　正直めんどくさいと思う雄一だが、後にこの程度は序の口だと思い知ることになる。

　めんどくさいヒロイン候補がまだまだいることなど、この時の雄一には知る由もなかったのだ。







エピローグ２　四天王はいないけど、勇者はいたりする







「おぉ、まるゆりよ。死んでしまうとは情けない」

　そんな声が聞こえてきて、由ゆ里り香かは目覚めた。

　アーチ状になった天井が見えている。背中はごつごつとして痛く、確認してみれば由里香は長椅子の上で横になっていた。

　由里香は戸惑いながら上半身を起こした。

　状じよう況きようがわからない。目覚めたのだから、どこかで寝たはずなのにその記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　辺りを見回す。おそらくは教会の中だ。長椅子がいくつも並べられ、祭壇があり、大きな十字架がある。由里香の寝ていた長椅子は最前列だった。

　声のした方、祭壇には黒い服を着て十字架のネックレスをかけた男が立っている。由里香は勝手に神父だと決めつけた。

「まるゆりって私のこと？」

　まずそれが気になって由里香は尋たずねた。フルネームは丸まる山やま由里香だが、今までにそんな呼び方をされた覚えがない。

「えぇ。あなたの勇者としての名前です」

　落ち着きのある優しい声だった。神父としてとても有能そうだと由里香は思う。

「勇者……勇者、勇者」

　聞き覚えのある言葉だった。どこかで、ついさっき聞いたばかりな気がする。しばらくその単語を口の中で転がしていると、由里香はふいに思い出した。

　坂さか木き雄ゆう一いち。彼かれが由里香をそう呼んだのだ。そう思い出すとそこから次々に記憶が蘇よみがえっていく。

「え？　あたし死んだ!?」

　殺したはずの男に殴りつけられたことを思い出した。壁にぶつかり倒たおれたところで頭を踏ふみつぶされたはずだ。

　由里香は慌てて自分の身体を確認した。傷一つ無く、健康そのものだ。奇跡的に助かったのだとしてもこれはおかしいと首をひねる。

「あなたは死に、そして蘇ったのです」

　神父はまじめくさった調子で言った。冗じよう談だんを言うような性格には見えない。

「マジで言ってるの？　てかあなた誰？」

　なんの根こん拠きよもなくこの神父はいい人なのだと思っていた由里香だが、今さら警戒の色を見せた。

「私は桐きり生ゆうと申します。邪じや神しん復活を阻止する勇者、あなたの従者です」

「え？　あなたも邪神関係の人？」

　由里香が知る邪神とは右みぎ腕うでに宿る力のことであり、よからぬことを企たくらんでいる者達が血眼になって探し求めているものだ。

「そう言われるのは心外ですが、邪神と敵対関係にあるとは言えるでしょう」

「死んだって言ってたよね？　じゃあ死んだ私はなぜここにいるの？」

「それはあなたが勇者だからです。勇者とは巨悪を討ち滅ほろぼすまで何度でも蘇るものではありませんか？」

「いやいやいや、それはゲームとかの話じゃないの？」

　由里香も詳しくはないが、ゲームオーバーにならないタイプのゲームはそんな表現になっているはずだ。

「あなたには生まれつき勇者としての能力が備わっているのです。それは死ぬと教会で蘇る奇跡なのですよ！」

「なにそれ！　そんなの全く知らなかったんだけど！」

「それはそうでしょう。勇者かどうかは一度死ぬまでわかりませんから」

「……わかった。それについては置いといて別のこと聞かせてもらえる？」

　勇者がどうのは眉唾ものだが、そこにこだわっていては話が進まない。

　神父はうなずいた。

「私は邪神の右手をもってるんだけど、それはあなたとしてはどうなの？　敵になったりしないの？」

「それはやむを得ないと考えています。邪神復活の儀ぎ式しきに横よこ槍やりを入れるには、儀式に参加するしか方法がないのですから」

「これをくれた人は邪神の身体を集めて願いを叶えるって言ってたけどそれは？」

「それについては許容できません。願いを叶えられる状態とはつまり、邪神の魂たましいを除く全てが集まっているということ。リスクが高すぎるのです。つまり復活を阻止するという私の目的、ひいては勇者の目的とは相あい容いれない」

「私の目的を勝手に決めちゃうんだ……ま、それはいいけどね。私は正義の味方がやりたかっただけだし。それで？　あなたはどうしたいの？　私にあいつと手を切れって？　その場合私にメリットはあるの？」

「いえ、私はあなたに何も要求はいたしません。私はただ、あなたの安全な復活をお約束するだけ。あなたの能力には私の教会構築の力が不可欠なのです」

「……今日のところは帰ってもいい？」

　もしやこの教会に監禁されているのではという不安が頭をもたげる。

「ご自由に」

「ところでここはどこ？」

　神父は、由里香の住む街から少し離れた住所を告げた。

　電車に乗る必要がある。由里香はＩＣカードを持っているか確認するために財布を取り出した。

　違和感を覚えた。財布が軽く、薄くなっているような気がする。慌てて確認すれば明らかに中身が減っていた。

「ちょっと！　これどういうこと！」

　この場には二人しかいない。由里香は神父を犯人だと決めつけた。

「当然のことです。勇者は蘇るときに所持金の半分を失うに決まっているではありませんか」

　神父は悪びれる様子もなく、しれっと言い放った。




＊＊＊＊＊




「真ま希き那ながやられたか……」

「ふっ……真希那など我らアウターの中では一番の小者……」

「人間ごときに負けるとは、アウターの面汚しよ……」

　エンデはその芝居がかった声を聞きながら苦々しく思っていた。わざわざ部屋を暗くする必要はあるのだろうか。これでは本の続きが読めない。

　もちろん明かりを点けることも、こんな遊びをやっている者達を排はい除じよすることも簡単だが、そんな無粋な真ま似ねをエンデはしたくなかった。基本的にアウターは暇ひまなのだ。せっかくの暇つぶしを邪魔したくはない。

「ほう？　そう思うなら相手をしてやろうか？」

　声と共に照明が点けられた。

　一いつ瞬しゆんにして闇やみは払われ、雑多な本と本棚で構成された部屋があらわになる。

　部屋の入り口に式しき谷たに真希那が立っていた。

　部屋の中程では三人の男女が向かい合って座っている。

　エンデは部屋の隅から全体を見渡していた。倒れた本棚に腰こし掛かけ、読みかけの本に指をはさんでいる。

「げぇっ！　真希那！」

『全てを救う最善の未来』の少女が素っ頓狂な声を上げる。

「あ、いや、これはその、四天王ごっこなだけで、別に本気でそう思ってたんじゃ……」

『日常系ゆるふわ世界』の男がごまかすように言った。

「けど、面汚しってのは嘘うそじゃねーだろ！　なに人間なんかに負けておめおめ戻もどってきてんだよ！」

『全宇宙最強バトル物語』の少年だけは果敢にも真希那に食ってかかった。

「文句があるならかかってこい。銀河をも消し飛ばす一撃を見せてみろ」

　だが真希那は動じず、挑発的に言い放った。

「べ、別に俺がそんなことをできるとは言ってないだろ！」

　少年の腰が引けている。真希那の貫かん禄ろく勝がちといったところだ。

　事実この場で真希那と戦っても彼らに勝ち目はないだろう。

　エンデは手に持っていた本を再び読み始めた。ページは坂木雄一が織おり原はら加か奈な子こを抱きかかえて飛び降りるシーンまで進んでいる。あと少しで読み終わるだろう。

「怪我は大丈夫かい？」

　本に目を落としたままのエンデは、やってきた真希那に言った。

「即死でなければどうにでもなる。それぐらいはわかっているだろ」

「それはそうだけど、普ふ通つうは気遣いを見せるものだろう？」

　実際のところ大して心配してはいないが、気遣うふりぐらいはするべきだと思うエンデだ。

「なぜ私の能力が通じなかった？　あいつは……坂木雄一はなんなんだ？」

　それを聞くために真希那は訪れたのだ。エンデの思惑通りだった。

「ふむ。ボクは言ったはずだ。坂木雄一には手を出すなってね。君はこれをどう解かい釈しやくしたんだろう？」

「それは……」

　真希那が言い淀よどむ。珍しいと思ったエンデは本から顔を上げた。

　真希那がふて腐れた顔をしている。それでエンデにはなんとなくわかってしまった。

「なるほど。ボクのお気に入りだとでも思ったのか。そしてそう思った上で手を出した。性格が悪いね」

「性格の悪さならお前には負けるよ」

「そうだね。今回の件に関してだけなら認めるよ。ボクはこう言えばよかったんだ。坂木雄一には勝てない。殺されたくなければ大人しくしとけってね。織原加奈子が坂木姉し弟ていの関係者だった時点で君に成功の目はほとんどなかったんだよ。ターニングポイントは夏休みの屋上だ。つまりこの本の一行目、加奈子が睦むつ子こに出会ったというこの一文の時点で君の計画が破は綻たんすることは目に見えていた」

　そう言ってエンデは、手に持つ本を軽く振ふった。

「……たとえそう言われていたとしても、やめなかっただろうな」

　真希那は諦あきらめに満ちたため息をついた。アウターは皆みな自信過剰だ。真希那も自分だけは大丈夫と思っていたのだろう。

「さて、なぜ能力が通じなかったか？　簡単だよ。通じないかもしれないと思ってしまっただろう？　君の世界観は坂木雄一が自力で蘇生した時点で揺らぎ始めたんだ。つまり坂木雄一に呑まれた。世界観なんてそんなものだよ。自分の強さ、確かさに揺らぎが出れば簡単にゆがみ始める」

「いや……なるほどな。アウターだなどと言っても、結局は私も一登場人物にしか過ぎないということか……」

　反発を見せるかと思いきや、真希那はやけに素直だった。

「もう一つは坂木雄一がなんなのか？　だったね。とりあえずは坂木睦子の夢と希望を一身に背負った存在、とでも言っておこうか。彼は彼かの女じよの望むがままに戦い、全てを打ち砕くだく。それを美しい姉弟愛と捉えるか、傀く儡ぐつ使つかいのおぞましい所業と捉えるかは人それぞれだろうね。彼の強さは、大部分の人類が共有する、努力を肯こう定ていする価値観が関係しているのではと考えているけど……ま、なんとなくそう思っただけで、まだわからないことだらけというのが正直なところだよ。それはそうとして、負けた気分はどんなものだろう？」

　エンデは唐とう突とつに話題を変え、期待に満ちた目で真希那を見つめた。

「それが目的か。お前は私が殺されないと踏んでいたのだな」

「そうだね。アウターが負けて消えることはそれほど珍しいわけじゃない。アウター同士でならそれは起こり得る。けど、負けて生きている者はほとんどいないはずだ。現にボクも君以外には知らない。だからこそ興味がある。さぁ教えてくれよ。ボクは散々君に協力しただろう？」

「気分か。ある意味すがすがしくもあるな。特に怒りだとか復讐心だとかが沸いてくることもない。あるのは坂木雄一に対する恐怖心だけだが……それについても折り合いはついた」

　想像していたものとは違ったがそれは本心なのだろう。それも面おも白しろいと思うエンデだったが、少し当てが外れてしまった。

「じゃあ、これはいらないかな？」

　エンデは懐ふところから丸い物を取り出した。指でつまめるぐらいの大きさだ。その球体は白磁の艶やかさを持っている。

「眼か？　だが両目ともに桜さくら崎ざきもにかが持っているんじゃなかったか？」

　真希那は不思議そうにエンデの掌てのひらにある球体を見つめている。

　右目は最初からもにかが。左目は真希那の手下が持っていたが坂木雄一に奪うばわれ、これももにかの手中だ。

「これは邪神の上眼だよ。なぜ神ともあろうものが、人と同じ姿をしていると思ったんだい？」

　エンデは得意げに口の端はしを上げた。

「欲しければあげるよ。これがあれば邪神の物語に再び参加することができる」

「私にはもう必要がないな」

　真希那はあっさりと断った。やはり何か心境の変化があったのだろうか。今までの真希那なら欲しがったはずだ。

「そうか。じゃあどうしようかな。他に欲しい人がいればいいんだけど……」

　エンデは掌で邪神の目玉を転がしながら考える。これは真希那を焚たき付けて物語を掻き回すために用意したものだ。他の使い道をすぐに思いつかなかった。

「……そうだな。折角だしボクも参加してみようかな？　邪神の完全体がどんなものなのか、見てみたくもあるしね」

　エンデは好こう奇き心しんに満ちた笑みを浮うかべた。







あとがき







　随分とお待たせしてしまい、大変申し訳ありません。

　ようやく４巻を出すことが出来ました。

　続きが出せるというのは実にありがたいことです。これもひとえに読者の皆様の応援のおかげです。本当にありがとうございます。

　しかし、４巻目にもなってくると、あとがきに書くようなことがなくなってきますね。なにか面白いことでもあればいいんですが、特に何事もない平穏無事な日常を過ごしていますのでネタがありません。

　ラーメンを食べ歩いていた話とかしても、結局天下一品が一番という結論になったっていう身も蓋もない話しかできませんし。あ、こんな話をしてると天一グッズが送られてきたりしないですかね？　昔の少年漫画を読んでるとたまにあるんですよね。作中で出したモノがメーカーから大量に送られてきたとかなんとか。

　キャプテンズ・オブ・クラッシュグリッパー全シリーズとか送ってこられても困りますけどね……あ、いや、貰えるもんなら貰いますよ！

　毎回、本編と関係ないことばかりもなんですので、前巻の内容について書いてみます。これならネタばれにはならないと思いますし。まさか、４巻からいきなり読む人もいないかと……もしかしているんでしょうか？




　３巻に出てくる六合大槍なのですが、取材ということで振り回してみました。

　もちろん特殊合金製などではなく木製のものです。

　え？　こんな適当な話に取材とかいるの？

　そう思われるかもしれませんが、結構資料を調べたりとか、取材とかやってるのです。

　作品に活かせているのかはわかりませんが……。

　その六合大槍ですが、六合って何？　と気になる方もおられるかもしれません。

　六合とは、東西南北に天と地を加えたもので世界全体を示す言葉です。

　つまり、世界を叩き伏せるようなすげぇ槍ってことなんでしょう。そう考えると大言壮語も甚だしいとか思っちゃいますが、昔の中国の人って大げさな物言い多いですよね。

　他には、内三合、外三合を併せて六合という説も聞いたことがあります。内三合ってなんやねん、て感じかもしれませんが、そのあたりの説明を始めると長くなりますので、気になる方は調べてみてください。

　で、その槍を振り回してみたのですが、素人がいきなりどうにか出来る代物ではありませんでした。保持するのがやっとというところです。

　振り回してみると槍が欲しくなってきたんですが、これ三メートルぐらいあるんですね。保管する場所を確保するのが難しいです。

　ものすごく儲かったら、槍の修業が出来るような庭付きの家とか欲しいですね。




　ではいつものやつです。

　担当様。４巻でも多大なご迷惑をおかけしております。申し訳ありません。

　イラスト担当のＡｎ２Ａ様。今回も素敵なイラストをありがとうございました。




　で、次は５巻ですね。

　今度こそあまりお待たせせずにお届けできればとは思うのですが……どうなるんでしょうね……。

藤孝　剛志
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